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プロローグ







　帝都レガリアスに本格的な春が来た。

　五月上旬、週明けの朝。この日の帝都は暖かな空気に包まれていた。

　空からは日差しが降り注ぎ、民家の窓辺には色とりどりの花が咲いていて──。

　水の温ぬるんだ湾には大小様々な商船、漁船が行き交っている。これからの季節、舟遊びをする貴族も増えるだろう。そんなことを思いながら、俺は乱れた呼吸を素早く整え、まるで春の女神のような表情を浮かべてこう叫んだ。

「みんなーーーーっ!!　まだまだ元気かなーーーーーっ!?」

「「「はーーーーーーーーーい!!」」」

「もっともっと、わたしの歌を聞きたいかなーーーーっ!?」

「「「はーーーーーーーーーーーーーい!!」」」

「それじゃあ、わたし、歌います！　聞いてください！」

「「「うぉおおおおおおおおおおおおおっ!!」」」

「シングルナンバー12番！　『悪魔なんて怖くない』！」

「「「わああああぁぁぁぁぁ……!!」」」

　長い白髪を羽のように広げ、俺は宮殿のバルコニーでマイク片手に飛び跳ねていた。

　ご存ぞん知じ、人気取りのためのパフォーマンスってやつだ。帝国政治の基本はパンとサーカス、執政者はこうして民の心を喜ばせなければならない。

（それを俺がやる必要はあるのか？）

　そんなことを思わないでもなかったが──。

　いやいや！　結果重視！　効率重視だ！　一番人気のアウローラ姫殿下として、俺は今日も今日とて笑顔と媚こびを振りまくのだった。




「うへーーーーー……」

　三十分後、俺はへろへろになりながら自室の中へと引っ込んでいた。

　歌い、踊り、喋しやべりも交えての単独ライブ。そこで精根を使い果たした俺は、ゾンビのような動きでベッドの方へと近づいていく。

「ぐへっ」

　そのままダイブ、五体投地だ。触れた部分はすぐにじっとりとした熱がこもり、俺は妙なところで春の本格化、気温の上昇を実感するのだった。

「おつかれさまでした」

「メモリア」

　体を起こすと、ベッドサイドに秘書官が立っているのが見えた。

　最初からこの部屋にいたんだろう。彼女の手には冷やしたタオルが広げられていて、応接机の上にはお茶の準備が整えられていた。

「ん、ありがと」

　タオルを受け取りながら、俺はメモリア、銀髪眼鏡めがねの少女に笑いかける。

　いつもながら完璧な仕事ぶりを見せる彼女に、俺は本当の自分のままで接し、彼女もそれを当然のことのように受け止めるのだった。




　さて、ここらで一度、現状確認をしておこうか。

　俺の名前はアウローラ。新生帝国の第一皇女、アウローラ姫殿下だ。

　可か憐れんな容姿と強い魔力を併せ持ったお姫様で、ご存知の通り、臣民からは絶大な人気を誇るアイドルとしても扱われている。

　事実、どこに行ってもきゃあきゃあと黄色い声を上げられて、パーティーを開こうものなら押し合い圧へし合いの取り合いにもなって──。

　いや、そこはあんまり関係ないな。大事なのは俺がお姫様ということで、空前絶後の美少女でもあるということだ。そう、俺は生まれついての女の子である。少なくとも肉体的にはその通りで、そこに疑いを持つ者はいないだろうが、

「俺は男だ!!」

　俺は正真正銘、男なんだ!!

　たまたま女の子として生まれてきただけで、前世では男、それもバリバリの男子中学生だったんだ。なんでその記憶が今もあるのかは分からないが、男としての意識がある以上、今の俺も立派な男と言えるだろう。

　幸いにして、生まれ変わった先の世界には魔法なるものが存在する。術者の望みを叶かなえるという万能の力、それを使いこなせば男に戻ることだって可能なはずだ。

　それをよすがに俺は修行や勉学に励んでいる。もちろんそればかりじゃなく、皇族としての仕事も決しておろそかにはしていない。

　先ほどのアイドル活動もその一環だな。皇女としてのファンサービスってやつだ。

　臣民は喜んでくれるし、俺は支持基盤が厚くなるしで、まさにＷＩＮ‐ＷＩＮな活動と言えるのだが──。

「いや、でも、最近回数が多くない？」

　ここで意識を現実に戻した。対面には依然、メモリアの姿がある。

　ソファーに座ってお茶をたしなんでいた彼女は、特に驚くでもなく静かにこちらを見つめていた。

「お披ひ露ろ目めのことですか？」

「そう！　それ！　必要性は理解できるけど、毎日続けてやるのはちょっとさ」

「仕方ありませんよ。姫様は悪魔調伏という偉業を成し遂げられましたからね。臣民からの人気は絶頂、遠方からも多くの人が押しかけていると聞きますよ」

「だとしても、もう少し加減というか、手心というかだな……」

「親衛隊の方など、朝昼晩公演にしましょうと息巻いていましたが」

「それは止めてくれたよな!?」

「もちろんです。他にご公務がありますからね」

　涼しい顔でお茶を口にするメモリア。まったく、いつもながらクールで理知的な秘書官殿だよ。言うことにいちいち隙がないというか、何というか。

「そもそもさ。悪魔調伏だなんて、あんまり実感がないんだけどな」

「そうなんですか？」

「そうなんです。ぶっちゃけ、そんなつもりはなかったし」

　ため息混じりに後ろにもたれる。投げ出した足をぶらぶらと揺らしながら、俺はつい先日、一週間ほど前のことを思い出していた。

「大悪魔ディアボロスねえ」

　ねじくれた角、見上げるような巨体、赤黒い肌のことは覚えているが──。

　それ以外はサッパリだ。伝承にも出てくる強い悪魔の一体らしいけど、俺にとってはポンコツ小悪魔と変わらない。「魂と引き換えにどんな願いも叶えてやろう」とか豪語してたのに、いざ願いを言ったら「ちょっと無理です」とか言い出すんだもんな。

「拍子抜けもいいとこだったよ」

　はあーーーー……と、深いため息をはき出す俺。

　そんな俺にお小言を言うでもなく、メモリアは淡々とした様子で口を開いていた。

「大事なのは『他人がどう思うか』ですよ。事実はどうあれ、先日の事件は大いに宣伝に使えます。姫様は次期皇帝候補筆頭として、もっともっと、名を馳はせてくださいね」

「うへーい」

　だらけた姿勢のままで返事をする。そんな姿も気にならないほど、メモリアは悪魔調伏のこと、棚ぼたな功績を喜んでくれているようだった。

「あ、そういえばさ」

「はい？　なんでしょう？」

「ああ、いや。次期皇帝候補って単語で思い出したんだけど」

「ええ」

「俺の妹は……ルウナは今頃、何しているんだろうな？」

「妹姫様のことですか」

　メモリアは目をぱちくりとさせて考え込んでいた。

　言われてみれば、といったところだろうか。あの子は国内各地を飛び回っているから、滅めつ多たなことでは顔を合わすこともないもんな。

　そもそも俺自身、妹の近況を知らないわけで──。

「まあ、元気にやってるのは間違いないな」

「ですね。あのルウナ様ですものね」

　くすりと笑う俺とメモリア。あの真面目でしっかり者の姫君は、きっと今もどこかで元気に暮らしているだろう。

　そう結論付けた俺たちは、また違う話に移ろうとして、




　……ドゥン。




「「…………え？」」

　ほんのわずかに宮殿が揺れた。

　地震とは異なる、一度きりの重たい振動だ。

「な、なんだ？」

　慌てて腰を上げるが、異常らしい異常は見当たらない。

　遠くからざわめきのような何かが聞こえてくるような気はするが──。

『ワァァァァァ……!!』

「今度はなんだ!?」

　歓声、なのか？　これは？　爆発するような歓喜の声に、しかし、心当たりのない俺たちは不安の気持ちを強くしていく。

「ひ、姫様！　行ってみましょう！」

「そ、そうだな」

　何はともあれ、まずは自分の目で確かめてみるべきかもしれない。

　メモリアに促された俺は、部屋を出て、廊下を走り、いつものバルコニーに飛び出して、そして──!!

「「えーーーーーーーーーっ!?」」

　な、な、な、な……!!

（なんだこりゃ……!?）

　多くの人でにぎわう広場、そこにはなんと、大きなドラゴンが鎮座していて──。

　しかも、きっちりトドメを刺されているみたいだ。ピクリとも動かない紅色の竜は、背中や肩に何本もの槍やりが突き立てられていた。

（誰がこんな巨竜を？）

　見るからに強そうなドラゴンである。討伐するにも一苦労だし、ここまで運ぶのにも手間と人手がかかりそうだし、

（って、ああ！　あの人がいたか！）

　うちにはあの女帝がいるんだった！

　最大最強の魔法使い、万夫不当のリアルチート、あの真紅の女帝の手にかかれば、これほどの竜も暇つぶしがてらに倒せるだろう。先ほどの歓声も女帝の登場となれば納得だ。

　きっと竜を椅子代わりにして余裕の笑みを浮かべているのだろう。そんな姿を思い描きながら、俺が母親の姿を探していると──。

「……さまっ！」

「ん？」

「……さまっ！」

「んん？」

　一際大きな声が上がった。

　立て続けに二度、通りがよく、子どもっぽさを残したかわいい感じの声だ。

　聞き覚えのある声でもある。誰だったかと、俺が視線を巡らせたところで、

「姉さまっ!!」

「うわああっ!?」

　瞬間、黒い影が飛び込んできた！

　広場からバルコニーへの跳躍、俺は反応もできずに真正面から突進を受けてしまう。

　防御や回避も間に合わず、そのまま俺はごろごろと床の上を転がっていって、

「あだっ！」

　そして激突、ようやくの停止だ。

　まるで漫画みたいに何回も転がってしまったな。

　おかげで視界がゆらゆら揺れて、なんだか体も重いみたいで──。

「うう……って、あれ？」

「…………」

「ルウナ？」

「はいっ!!」

「ルウナか!?」

「そうです！」

　大きな声を上げ、黒髪の少女が俺の胸に飛び込んでくる。

　すぐにも背中に手を回し、頬ほおずりをしながら甘い声を漏らし始める少女。

　帝国の第二皇女にして俺の妹であるルウナは、にっこりと笑ってこう告げるのだった。




「ようやく会えましたね、姉さま♪」
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　以前、どこかで触れただろうか？

　俺には妹がいるということを。それは二歳年下の少女であるということを。

　彼女の名前はルウナ。東洋人の血を引く「種違い」の妹であり、その姿は英えい姿し颯さつ爽そう、実に皇族らしい皇族だと言われている。

　長い黒髪に涼やかな目元。しなやかな手足に引き締まった体。小さな顔はいつも自信と誇りに満ちていて、何があっても、それが崩れるようなことは滅多になかった。

　アイドルまがいの俺よりも余程皇女に相応ふさわしいと言えるだろう。他人におもねることなく、常に堂々と振る舞う妹には、すでに威厳やカリスマが備わっているようにも思える。

　将来は間違いなく凛りんとした美人になるはずだ。仮に皇位に就いたらさぞや立派な女帝になることだろう。そんなことを予感させる妹は──。

　しかし、今は子猫のように俺のひざの上で甘えていた。




「姉さま、姉さまぁ♪」

「ううーん♪　うにゃーん♪」

「ごろごろごろ……♪」

「もっとなでてください、姉さま♪」

　五月上旬、某日。ルウナ姫殿下は俺にじゃれつきながらとろけていた。

　表情も体も弛し緩かんしきっている。まるで餅かチーズのごとくにとろとろだ。

　これが世間で言われる第二皇女の姿とは思えない。人というよりはやはり子猫のようで、俺はそんな妹を乞われるがままになで続けていた。

「気持ちいい？」

「気持ちいいです～♪」

「もっとなでてほしい？」

「はい～♪」

　ソファーの上、俺のひざの上でふにゃふにゃと体をくねらせる妹。

　かわいいなあ。実にかわいい。その幸せそうな顔を見ていると、もっとなでたいな、もっと構ってあげたいなという気持ちがじんわりと胸に浮かんできて──。

（いやいや）

　そもそもの話、なんでこんなことになっているんだ？

　バルコニーでの再会。俺の部屋への連行。いずれも事態が急すぎていた。

　もう少し、こう……段階を踏む気はないんだろうか？　積もる話もあるだろうに、なんでいきなりなでなで要求をしているのやら。

（まあ、でも）

　妹の気持ちも分からなくはない。実の母親がアレだからか、この子は俺を母のようにも慕っているからな……。

　姉兼母で恋しさも倍、さびしい気持ちがそろそろ限界に来ていたはずだ。

　皇女とはいえまだまだ子ども、多少の暴走は大目に見てあげても──。

（って、いかんいかん！）

　こうして甘やかすからルウナも甘えんぼになるんだろうが！　このままでは妹の甘え度がますますパワーアップしてしまう！

　今日もほどほどにしなくてはならない。あえて妹に厳しくするんだ！

　俺は軽く咳せき払ばらいをして、未いまだとろける妹に声をかけるのだった。

「あ～、おほん。ルウナ？　ルウナ？」

「はい？　なんでしょう、姉さま？」

「あのね、ルウナ。ちょっと甘えすぎなんじゃないかな？」

「え？　そうでしょうか？」

「そうなの。あなたはもう十三歳になったのでしょう？　そろそろ大人としての節度というか、慎み深さを身につけるべきというか」

「十三歳はまだまだ子どもですが」

「そ、そうだけど……外聞とか、世間体とかが、ね？」

「ここにはわたしたちしかいないではありませんか？」

「んんんんん、そうなんだけどね……!?」

　見事にカウンターを決められ、俺は早くもたじたじになってしまった。

　皇女相手に一般論でたしなめようとしたのが間違いだったか……!!　その一般論も不備を抱えたガバ理論で、妹はそのガバさにいぶかしげな表情さえ浮かべていた。

　そして、それはすぐにも怒りの表情に変わっていった。ムッと眉を寄せた妹は、今度はまるで虎のように俺をソファーに押し倒してきた！

「もう！　変なことばかり言わないでください！　せっかく会えたのですから、少しくらい甘えても良いではありませんか！」

「そんなこと言って、前は半日も甘えていたじゃない」

「本当は一日中おそばにいたかったのです！」

　そう叫んで本心を露あらわにするルウナ。

　そんなことだろうと思っていたが、まさか本当にそうだったとはな！

　納得と共に気け圧おされた俺を、妹は更にグイグイと押し込んでくるようだった。

「ねえ、ですから、いいでしょう？」

「う、ううう……!?」

「姉さまぁ～？」

　鼻にかかった声を上げ、妹は自身の頬を俺の首元や肩にこすり付けてくる。

　正直に言えばめちゃくちゃかわいい。凛り々りしい系の美少女が、俺にだけはこうして子猫のような姿を見せてくるんだ。もう甘やかしてもいいかなという気分になってくる。数ヶ月ぶりの再会、もっと妹に時間を割いてあげてもいいんだ。

　い、いや、しかし、俺にはこのあとも仕事があって……!!

「にゃ～ん♪」

「ああ～!?」

　妹のすりすりに翻弄され、俺の理性は早くも崩壊を始めていた。

　同時に湧き上がる庇ひ護ご欲、保護欲、妹への愛情。俺はルウナをこの手で抱いて、かいぐりかいぐり、子どものように甘やかそうとして──。

「「「失礼します、姫さま!!」」」

　とんとん、バタン！　ノックと同時に扉が開いた。

　現れたのは未だ幼い侍従たちだ。揃そろいの衣装に身を包んだ少女たちは、何やら目を輝かせ、俺を、そしてルウナを鼻息荒く見つめている。

「ああ、やはりここでしたのね！」

「探しましたよう。姫さま、急に消えたんですもの」

「こちらが噂うわさの妹君ですか！　なるほど、凛々しい顔立ちをしていらっしゃる！」

　三人寄って姦かしましく、年頃の侍従がキャイキャイ、ワイワイと騒ぎ出す。

　目当ては俺よりも妹っぽいな。みんな新米だからかこれまで面識がなかったんだろう。

　宮殿の侍従は大抵が貴族。平民出の者などほとんどいないはずなんだが──。

　こういうところは普通の少女と変わらないな。黄色い声を上げ、やけにはしゃいでいるところなんてそっくりだ。

　前世にいた女子中学生にも似ているかもしれない。騒がしいが、しかし、どこか微笑ほほえましい彼女らに、俺はいつものように気軽に声をかけようとして、




　ドガァァァァァァァァァァァァン!!




「「「「…………………………!?」」」」

　瞬間、轟ごう音おんを立てて出入口のドアが吹き飛んだ。

　見れば応接用のテーブルが残骸と共に転がっている。

　誰かがあれを投げつけたんだ。膨大な魔力で……いや、圧倒的な膂りよ力りよくでだ。

　俺と侍従たちは声も出ない。ただ黙って廊下の方を見つめている。

　しかし、そのような「現実逃避」が長く続くわけもなく──。

　俺たちは揃って、不穏な気配にビクリと身をすくめるのだった。

「まさか一介の侍従に邪魔されるとはな……」

「「「「ひえっ!?」」」」

　すぐ近くから低い声が聞こえてきた。

　同時に凄すさまじい殺気までもが伝わってくる。

　妹だ。ルウナが赤いオーラをまとって侍従たちをにらみつけている。

　まるで地獄の悪鬼のごとき形相だ。すぐにも人を殺しかねない妹は、しかし、ゆっくりと口を開いて話を始める。

「貴様らは分かっているのか？　今は何より大事な姉妹の時間だ」

「わたしと姉さまだけの時間なのだ。そこに割って入るなど、たとえ神でも許されんぞ」

「一体どんなつもりでこの部屋に来たのだ？　もしや自殺願望でも持っているのか？」

　ブツブツと独り言のように話をするルウナ。

　その声は小さいものだったが……聞いている俺たちには分かっていた。

　これは前兆なのだと。噴火寸前の鳴動に過ぎないのだと。事実、ルウナはピタリと動きを止めると……最後の最後、破裂するように大きな声を響かせるのだった。

「今すぐ失うせろ!!　この恥知らずの侍従どもが!!」

「「「は、は、はい～～～～～～っ!!」」」

　ルウナの怒気を受け、侍従たちはドタバタと転がりながら逃げ出していった。

　まさに命からがらといった逃亡だ。それをルウナは面白くもなさそうに見送って、「ふん」と小さく息をついている。

「近頃の侍従はなっていませんね。世が世なら即座に処罰もあり得るでしょう」

「い、いやいや。それほどのことじゃないよ。わたしにとってはいつものことだよ」

「いつも？　いつもあのような態度を許しているのですか？」

「えっ……!?　え、えーと、まあ、うん」

「許せません。今から追いかけて仕置きをしてきます」

「わーーーーーーーっ!?　待って！　待ってーーーーーっ!!」

　いきなり歩き出した妹を必死に止める！

　ルウナの言葉は比喩でも何でもなく、実際に処罰をするという冷酷な宣言だ。

　俺が止めなければ侍従らはただちに仕置きをされるだろう。それが生半可なものでないことは火を見るよりも明らかだ。

　なにせ、妹の肩書きは皇女にして軍団長。

　多くの部下を従え、戦いに明け暮れている「黒き戦せん姫き」なのだから──。




　　　　‐２‐




　俺の妹は子猫のようにかわいい少女だ。いつもにゃんにゃんと甘えてきては、俺を「仕方ないなあ」「しょうがないなあ」と朗らかな気分にさせてくれる。

　しかしその一方で、ルウナは激しい一面も持ち合わせている。それが先ほど見せた凶暴とも言える猛たけ々だけしい顔だ。実はあれこそが妹の本質に近いもので、ルウナはその気質をもってして、国内外で黒き戦姫の名で知られていた。

（戦う皇女。指揮する皇女。泣く子も黙るいくさの皇女、か）

　どれも妹を指す言葉だ。ルウナはなんというか、戦いが好きで好きでたまらない、超武闘派な戦国大名みたいなところがあるからな。

　普通の人はそんなことは信じないだろう。先ほど乱入してきた侍従たちもおそらく同じだ。ルウナの姿を遠目に見かけ、第二皇女はなんてかわいいんだ、なんて愛くるしい少女なのだと思い込む人は数多くいる。

　しかし、一度でもその戦いぶりを見た者は──。

　やはりルウナを黒き戦姫の名で呼び始める。それだけの激しさ、どう猛さを、妹は戦いの場において発揮するのだった。

（まあ……俺に対しては甘えん坊な子猫だけど）

　先ほどの激げき昂こうはどこへやら、再び妹は俺のひざの上に乗って甘えていた。

　やっぱり俺にだけはいつもこんな感じなんだよな。ふにゃふにゃと体を弛し緩かんさせ、実に幸せそうな顔で俺のお腹なかの匂いなどをかいでいる。

　まるで脈絡のない子どものような甘えっぷりだ。それが戦姫の苛烈さとどうにも重ならず、俺はくらくらと目眩めまいさえ感じていた。

「姉さま？　どうかされましたか？」

　怪け訝げんに思ったのだろう。ルウナが体を起こして問いかけてきた。

　しかし俺は上手な返答を見つけられず、実に曖昧な言葉でお茶を濁すしかなかった。

「いや、その、ちょっとね。ルウナのことを考えていて」

「わたしのことですか!?」

「嬉うれしそうな顔をしないの。結構真面目な話なんだから」

「ええ……？」

　当の本人は分かってなさそうな顔をしている。

　それもそうか。俺が勝手に問題にしてるだけだもんな。

　だけど先ほどの様子から察するに、そのうち大きな問題が起きるかもしれなくて──。

（うーーーーん……）

　どうしたものかと頭を悩ませる俺。

　そんな俺を、妹のルウナはきょとんとした顔で見つめ続けるのだった。

「ああ、そういえば姉さま！」

「うん？　なあに？」

「遅ればせながら、おめでとうございます！」

「ええ？　一体何のこと？」

「悪魔調伏の件ですよ！　遠征先で聞いて、さすが姉さまだと感心しました！」

「あ、ああー……あれのことか……」

　俺にとってははなはだ不本意なあれのことね……。

　微妙な反応を見せる俺に、しかし、妹は目をキラキラさせて詰め寄ってくる。

「わたしなど魔竜討伐に三月近くもかかりましたのに……」

「いや、その方がすごいよ！　こっちはなんというか、偶然みたいなものだから」

「偶然？　偶然悪魔と遭遇し、その場でそれを退けたというのですか!?」

「え、ええと、その……そうなるの、かな？」

「はああああ……!!　やはり姉さまは素晴らしいです……!!」

　両手を組み、うっとりとした顔で俺のことを見つめる妹。

　そこには尊敬、興奮、憧れ、陶酔、あらゆるプラスの感情がない交ぜになっていて、なにやら好感度が爆上がりしていくのを感じられる。

（実際はちょっと間抜けな話になっちゃうんだけどな）

　それを話したところで妹は正しく理解しないだろう。

　すでにルウナフィルターというものが出来上がっていて、そこを通せばどんな話も「姉さますごい！」に変換されるのだった。

「話を！　ぜひ、その時の話をお聞かせください！」

「ルウナは悪魔退治のお話が聞きたいです！」

「姉さま、姉さま～！」

　俺を揺すって激しくおねだりをしてくるルウナ。これはもう、間違いないだろう。妹が寝るまでお話しするコースの確定だ。しかしそんなことができるはずもなく、俺が妹をどうにか落ち着かせようとしていると──。

　こんこん。こんこん。廊下の辺りでノックが聞こえた。

　誰かが砕けたドアを叩たたいているんだ。先ほどとは別の侍従が来たのか!?　と、ちょっと焦ってしまったが──。

　何のことはない。相手は俺もよく知る少女だった。

「失礼します、姫様」

　それだけ言って静かに入室。慣れた足取りでその子はこちらに近づいてくる。

　メモリアだ。銀髪眼鏡めがねの秘書官殿が、いつもの調子でやってきたんだ。

「少し散らかっているようですね」

　そう言うや否や、少女は魔法を使ってドアやテーブルを元の位置に戻していく。

　その様子を静かに見ながら、俺の隣、ソファーに座るルウナが口を開いた。

「久しいな、メモリア」

「はい。ご無沙汰していました」

「調子はどうだ？　息災にしていたか？」

「おかげさまで快調です。元気に姫様を支えていますよ」

「ふふっ。そうかそうか」

　機嫌が良さそうに笑うルウナ。皇女としての顔を見せながら、しかし、その言動には先ほど見せた武人のごとき苛烈さはない。

「メモリアとは親しげに話せるよね？」

「え？　ええ。姉さまの最側近ですからね」

　どうやらそういうことらしい。一応の線引きはあるみたいだ。ただまあ、それも結局はルウナの機嫌次第なので、やはり妹は少々危険で爆弾みたいな人物と言えた。

「さて、姫様。私が来た用件なのですが」

「ああ、うん。分かってる。そろそろ仕事の時間だよね？」

「その通りです。視察の予定が入っていますよ」

「確か新区画の視察だよね？」

「ええ。とても重要な仕事なのです」

　そう言って、メモリアはわずかながらにルウナの方を見た。

　心配しているんだ。俺の妹が何か無む茶ちやなことを言わないかって。

（たまにわがままを言ってくるからなあ）

　それを未然に防ぐために、ちょっと台本臭い台詞せりふを続けてしまったが──。

　あまり気にはならなかったのだろう。ルウナは少し頬ほおを膨らませるだけで済んでいた。

「そんなに心配せずとも、わたしは姉さまの邪魔をしたりはしませんよ」

「ええっ!?」「ほ、本当ですか？」

「本当です。わたしももう十三歳なのですから、配慮や分別くらいは身につけています」

「「うわあ……!!」」

　思わぬ言葉に、俺とメモリアは揃そろって感動の声を上げていた。

　配慮！　分別！　まさか妹の口からそんな言葉が出てこようとは……!!

「いま、私はえも言われぬ感情に包まれています」

「分かる、分かるぞ、メモリア。これって子の成長を喜ぶような気持ちなのかな」

　ひそひそ声で感動を分かち合う俺たちを、やはりルウナは少し不満げな表情で見つめている。そしてその表情のまま、小さくため息をついて言うのだった。

「そろそろ出立の時間なのでは？」

「あ、ああ！」「そうですね！」

「姉さまは着替えの必要もあるでしょう？」

「そうそう、その通り！」「急いで着替えてしまいましょう！」

　ルウナの指摘によってあたふたと動き始める俺たち。

　これじゃまるでいつもと立場が逆だな。しかしそれがやけに嬉しく、俺は軽やかに外出用の衣装に袖を通していった。

　魔法やメモリアの補助もあり、着替え自体は数分足らずで終了する。先ほどの興奮が冷めないうちに、すっかり視察の準備は整っていった。

　そしてすぐにも部屋を出ていく時間となる。俺たちは自然と笑顔になって、見送りに来てくれたルウナに出立の言葉を伝えていた。

「ありがとうね。おかげで余裕をもって間に合いそうだよ」

「いえ、そんな。礼には及びませんよ、姉さま」

「ルウナ様、ありがとうございました。私からも感謝を伝えます」

「メモリアまで。ちょっと大げさではないか？」

　笑い合う俺たち。しばしの間、その場にはなごやかな空気が漂っていく。

　しかし、いつまでもそれに浸っているわけにもいかない。俺はすぐにも声を上げ、いざ新区画の視察へと出かけるのであった！

「よし！　それじゃ、行ってきます！」

「はい、姉さま！　参りましょう！」

「……ん？」「……え？」「はい……？」

「聞き間違いかな？　それともルウナもどこかへ行くの？」

「はい。わたしは姉さまについていくつもりでしたが」

「[image: え゛]!?　そ、そんな話になっていたっけ？」

「なってはいませんが、そもそも、行かないなどとは誰も申しておりません」

「そうだっけ？」

　そうだったかも……。

「いや、でも、邪魔しないとは言ってたでしょ!?」

「もちろん邪魔などいたしませんよ。ただわたしはついていくだけです」

「で、でも、これは立派な公務なんだし……!!」

「それを見学するのも立派な皇族としての務めです。そうだな、メモリア？」

「そ、そうかもしれません」

「メモリアァ!?」

　冷や汗をかきながら首を縦に振るメモリア。

　理屈の上ではそうだけど……理屈の上ではそうなんだけど!!

（だけど、これは……!!）

　果たして本当に大丈夫なんだろうか？

　早くも感じるトラブルの予感に、何やら俺まで妙な汗が浮かんできたぞ!?

「たくさん勉強させてくださいね、姉さま♪」

　幸せそうな顔で俺の腕に抱きついてくるルウナ。

　どうやら俺は、今回もかわいい妹に振り回されるようだった。
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　帝都の大通りは誰もが歩きやすいように作られている。

　整備された石畳。たっぷりと広く取られた道幅。坂の傾斜も緩く優しく作られていて、どこを歩いていても気持ちよくなる、帝都レガリアスはそんな街だった。

「姉さま～！　こちらですよ、姉さま～！」

　五月の青空の下、先を行く妹が大きく手を振っているのが見えた。

　実に無邪気な顔で俺のことを呼んでいる。だけどいざ俺が追いついてくると、またタッと駆け出して再びこちらを振り返ってくる。

「先導しているつもりなのかな？」

「そうかもしれませんね」

　メモリアとふたりで苦笑する。どこへ向かうかも分かってなさそうなのに、ああして先を進む姿はもっと幼い子どものようだ。

「あんなに騒いで、隠蔽魔法が解けたりしないかな？」

「大丈夫ですよ。術式の効果も夜になるまでは続きます」

「それなら安心だけど……」

　そうつぶやいて周りを見る。

　道行く人はちらりとルウナを見るだけで、誰も「皇女だ！」などとは叫ばなかった。

　どうやら認識阻害の魔法が上手うまく効果を発揮しているようだ。護衛の姿も見える範囲には存在せず、誰も俺たちを皇女一行だとは気づいていない様子だった。

（まあ、この調子なら大丈夫かな？）

　心配性のメモリアでさえ落ち着いているくらいだ。

　それを見習い、俺もいちいち周りを気にせず前を向いて歩くことにした。

　すると──。

「姉さまっ！」

「わっ!?」

　どーん！　とルウナが体当たりをするように抱きついてきた。

　わざわざ引き返してきてのじゃれつきだ。妹はいつにも増して元気いっぱいな様子で、よく動かす体にはじんわりと汗が浮かんでいるのも見えた。

「姉さま、楽しいですね！」

「楽しい？　何が楽しいの？」

「すべてです！　姉さまといると何でも楽しいのです！　それに……」

「それに？」

「風が涼しくて気持ちがいい、絶好の散歩日和ですもの！」

「視察ってことを忘れてないかな？」

　忘れているっぽいよなあ……。

　宮殿を出てからもうずっとこの調子だ。はしゃぎまわるルウナはやはり子どもで、その頭からは公務という言葉が抜け落ちているのかもしれなかった。

（とはいえ、まだ移動の段階か）

　肝心の新区画にはまだもう少し歩かないとたどり着かない。

　ここはまだまだ道の途中、遅れさえしなければ多少はしゃいでも構わなかった。

「目的地に着いたら真面目にね」

「心得ております♪」

　心得てない顔で答えるルウナに、俺は内心こっそりとため息をつくのだった。

「あっ、それはそうと姉さま」

「うん？」

「その新しい区画とやらは、一体、どのような場所なのですか？」

「そこからか！」

　思わずズッコケる俺とメモリア。

　いまいち人の話を聞かない妹に、俺は改めて新区画のことを説明する。

「新区画……わたしが新しく手に入れた区画は、一言で言うと商業が盛んな街なんだ」

「商業が盛ん？　商人たちの街なのですか？」

「そう。ルウナも知ってるでしょ？　商業の街ことメルクリア区だよ」

「ああ！」

　ポンと手を叩たたくルウナ。どうやら分かってくれたようだ。

「行ったことはありませんが」

「それはそうだよ。わたしもそんなに経験はないかな」

「基本的に、どのような品も出入りの商人が運んできますものね」

「そうそう」

　メモリアの補足に相あい槌づちを打つ。

　彼女の言う通り、王侯貴族は買い物に行く機会があまりないんだ。

（お忍びで繁華街に行ったりはするけれど……）

　商業用の区画となると、やはり俺でもまともに訪れた記憶がないな。

　仕事の関係で過去に数回、大おお店だなや倉庫に足を運んでいたくらいだ。知っているようでよくは知らない、それが俺にとってのメルクリア区というものだった。

「一体、どのような街なのでしょうね？」

「それを知るために視察をするの。今日はたくさん見て回るよ？」

「楽しみですね、姉さま♪」

「だーかーらー、これはあくまで公務なのーっ！」

　妹の頭をぐるんぐるんと回す俺。そして「うわーっ!?」と声を上げる妹に、後ろでくすくすと楽しげに笑っているメモリア。

　多分、視察をしてもそんなに面白いことはないだろう。

　そんな風に思いながら、しかし、俺の心は不思議と軽く晴れやかだった。




　商業の街、メルクリア区。それは問屋や倉庫、商店が並ぶ無機質な街だ。

　活気や生活感がないとでも言えばいいんだろうか。街は綺き麗れいに整っているが、どこかそれはモデルハウスのようで、俺はあまりいい印象を持ってはいなかった。

　少なくともプライベートで訪れるような街ではないな。街の方もそれを意図した作りになってはいないだろう。あくまで業者や商人のための区画、それがメルクリア区という街だと思っていたのだが──。

「「「…………………………」」」

　大通りでの会話から十数分後、俺たちは件くだんの商業街へとやってきていた。

　ここは玄関口にあたる西の正門。そこから奥へと続く道路には、両側に宝石店、小物店、金物店、服飾店と、とにかく多彩な店舗が競うようにして連なっている。

　喫茶店や料理の店まであるみたいだ。軒先にも露天商が敷物を広げていて、その上には手製であろう細々としたアクセサリーが並んでいた。

（ここって、こんなににぎやかな街だったっけ!?）

　俺の知っているメルクリア区とはまるで違う。

　どうやら途中で道に迷い、繁華街の方まで来てしまったのかもしれない。

　俺が本気でそのようなことを考えていると……近くの露天商たちがへっへと短く笑って声をかけてきた。

「お嬢ちゃん、問屋街の方にばかり行ってたんでしょ？」

「ここは小売りの店が多いからにぎやかだよ」

　中年の女がふたり、どちらも気安い声をかけてくる。

　俺が皇女だとは気づいていないみたいだ。隠蔽魔法が上手く働き、世間知らずな娘か何かに見えているのだろう。いや、ある意味ではその通りか。街の実情を知らなかったのだから、事実、俺は何も知らない箱入り娘のようなものだった。

「姉さま！　お店がたくさんあります！」

「あ、ああ、うん。そうだね」

「見慣れないもので溢あふれています！」

　目をキラキラとさせるルウナ。素直な妹は見た通りのものを受け入れている。

　ショックを受けているのは俺とメモリアくらいのものか。未いまだ呆ほうけている俺たちとは対照的に、ルウナは早くも手近な店へと突入しようとしている。

「って、こらこら。ひとりで動こうとしないの」

「ですが、姉さま！　早くしないと日が暮れてしまいます！」

「またそんな大げさなことを言って～」

「大げさではありません！　ここにはこんなに店があるのですよ？」

「それは確かにその通りだけど……」

　改めて見ても店の数には驚かされる。ここではすべてが何かしらの店舗で構成されていて、それは三階、四階と上の方にも続いているんだ。

　景観に統一性こそ持たせているが、数も種類も数えきれないほど存在する。

　正直、どこから手をつけていいのか分からない。そのくせ時間は有限なので、選択肢がありすぎてないような状態だった。

「まあまあ、姫様。いいではありませんか」

「「メモリア」」

「今日のところはただの視察です。ルウナ様の言う通り、気の向くままに見て回るのがいいと思いますよ？」

「おっ？　おおっ！　メモリアもそう思うか！」

「はい、ルウナ様」

「ええ……？」

　意外にも賛同の意を見せるメモリア。

　いつも仕事に厳しい彼女にしては珍しい態度だな。

「しかし、やはり時間は限られていますので」

「うん」「はい」

「まずは外からのぞいてみて、気になるお店があればそこで買い物をいたしましょう」

「おお～」

「なるほどな」

　大部分はウインドウショッピングで済ませようというわけだ。

　ある意味では堅実な意見に、しかし、俺と妹は笑顔になってうなずいていた。

「それじゃ、その方向性で行こうかな？」

「はい、姉さま！　参りましょう！」

「最初は見て回るだけだからね？」

「分かっておりますとも！」

　ふんふんと鼻息荒く歩き出したルウナ。ちょっと遅れてそれに続く俺とメモリア。

　なんだかはしゃぐ子どもとそれを見守る夫婦みたいになってしまったな。それもまた良しと思いながら、俺は隣の秘書官殿の耳に顔を寄せるのだった。

「ありがとうな、メモリア。上手く話をまとめてくれて」

「いえ、それが私の仕事ですから」

「そうだけど、やっぱりまとめてくれて助かったよ。正直な話、この街を見て軽くパニックになってたもん」

「そんな時こそ慌てないのが良い秘書官というものです」

　眼鏡めがねをくいっと上げるメモリア。なんて頼もしい少女なんだ……!!

　俺の秘書官がこの子で本当に良かったなあとしみじみ思う。

「だけど、ちょっと意外だったな」

「何がですか？」

「メモリアが案外乗り気に見えたことがだよ」

「うっ……!?」

　分かりやすい動揺が見えた。冷静沈着に見えた少女が額に汗を浮かべている。

「もしかしてメモリア、ちょっと楽しくなってきてた？」

「い、いえっ！　決してそのようなことは……」

「いや、いいよいいよ。俺もちょっとわくわくしてきたから」

「わ、私は違いますからね？」

「はいはい」

「違いますからね!?」

「は～い」

　顔を赤めるメモリアを置いて、俺は妹を追うように歩調を速めた。

　雑然として、しかし活気に満ちているメルクリア区。見応えがありそうな商業の街に、俺たち三人は胸を躍らせながら飛び込んでいった。
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　新しく得た区画の視察。新区長としての大事なお仕事。

　今日の活動は、建前としてはそんな感じのものになるのだが──。

　そんなことも忘れたように、俺たちは明るく愉快に商業区での買い物を楽しんでいた。

「姉さま！　姉さま、見てください！　珍しい異国の盾があります！」

「ひ、姫様！　あちらに品のいい文房具店が……!!」

「あーーーっ!?　姉さま！　あそこに魔物の素材が並んでいます！」

「その隣に真新しい本屋もありますよ！」

　はしゃぐルウナと興奮するメモリア。

　俺は俺で魔道具や細工物の店をのぞき、三人は通りをうろうろと進んでいく。

「魔法の巻物の専門店……!?」

「古代のからくりの販売店だと……!?」

　向こうの方には幻獣、魔獣を扱う店があった。まさにないものはない品しな揃ぞろえで、俺たちはついつい、財布のひもを緩めてしまう。

「こちらも運びますか？」

「あ、うん。お願い」

「承りました」

　周りに潜んでいた親衛隊が、サッと出てきて紙袋や箱を引き取ってくれた。

　本当に気の利くお姉さま方だよな。変装もばっちり街に溶け込んでいる。

　おかげでまだまだ買い物が続けられる。俺は身軽になった体で、うんと背伸びをしながら朗らかに笑って──。

「って、ちょっと待った！　ストップストップ！」

「えっ？」

「どうかなさいましたか、姉さま？」

「気づいて！　わたしたち、いま……めっちゃ買い物してる……!!」

「はあ」「はい」

「「…………はっ!?」」

　気がついてくれたか……!!

　そう、当初の予定だとウインドウショッピングがメインだったはずだ。

　なのにいまは次から次へと物を買い、それを親衛隊の手で運んでもらっている状況になってしまっている。

「お、恐ろしい……!!」

「これが商業区の魔力ですか……!!」

「ちょっ、ちょっと落ち着こう。いったん買い物から離れよう」

「はい！」

「あ、ですが、最後にあの店だけ寄らせていただいても」

「目を覚ませメモリアーーーーーーっ!!」

「ああーっ!?」

　まさか俺がこの手の台詞せりふをメモリアに言うとは思わなかった。

　普段は完全に言われる側だもんな、俺。それが逆転した事実に恐々としながら、俺は秘書官を引きずって近くの広場へと避難していく。

　そしてベンチに腰かけ、大きく深呼吸をして一言。

「「「危なかった……」」」

　妙に実感のこもった声が出るのであった。

「いや、本当に危なかったよ。完全に浪費モードに入っていたもん」

「余計なものまで買っていましたからね。あとで確認するのが怖いです」

「わたしは自分が何を買ったのかさえ覚えていません」

「我を忘れていたからねえ」

　先ほどの爆買いぶりを思い出してゾッとする。

　皇女さえも魅了する区画、それは何かしらの魔力さえ持っているかのようだった。
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「だけど、思った以上に繁盛していて良かったよ」

「そうですね。人の数も多いですし……」

「それに何より、街に活気がありました！」

「まだまだ伸びしろがあるのかもしれないね」

　人でにぎわう広場の中で、俺たちはメルクリア区について反はん芻すうをする。

　今日、この目で見た商業区は実に魅力に満ちたものだった。

「品揃えもいいし、珍しいものもたくさんあったし」

「これなら姫様の目的の助けにもなりそうですしね？」

「……ああ！」

　耳打ちされて大きくうなずく。そう、一番重要な部分はそこだ。

　邪教徒捕縛の功績により、女帝から商業区や港、鉱山を譲ってもらったのは──。

（俺が男に戻るためだ!!）

　いや、正確に言えば、そのための力集め、材料集めになるだろうか。

　この世に存在しない【性転換】魔法を生み出すには、質のいい触媒、高純度の魔石、魔力を高める薬などが必要になると考えている。そういった品によって俺の力を大きく強化し、思った通りの魔法、願いを叶かなえるための魔法を行使するんだ。

　ある意味では雲をつかむような話だけど、この国には女帝という、まさに魔法を使って何でもできてしまう人もいる。あの域にちょっとでも近づけるように、俺はこれからも邁まい進しんしていくつもりだった。

「さあ、そうと分かれば視察を続けるよ！」

「「おーっ！」」

「今度は買い物を控えめにね？」

「「えーっ？」」

　不満そうな声はあえて無視！　俺はふたりを伴って街の広場から移動を始める。

（さて、次はどこに行こうかな？）

　歩きながらぐるりと辺りを見渡してみる。商業区はまだまだ広く、どこへ行っても、どの通りを選んでもいいように思われたが──。

「……ん？」

　その中で違和感のあるものを見つけてしまった。

　微妙に狭く、微妙に古く、微妙に荒れている住宅街のような通りだ。

　まだ復興が進んでいないんだろうか？　この帝都は旧帝都を下地にしているという背景があり、未いまだに整備が行き届いていないところも多い。

（いや、しかし）

　それとはまた違うようにも見えるというか、一度綺き麗れいに作ったものを、わざわざ汚して使っているかのようだ。

「あの通りはなんでしょうね？」

「何やら怪しい匂いがぷんぷんしますが」

　俺の視線を辿たどったのか、メモリアとルウナも同じ方向を見始めた。

　やはり気になるよな。どうにも目を引く謎の通りだ。この活気のある街で、あそこだけがどうにも浮いて見えてしまう。

（歓楽街の一種……なのかな？）

　多少アングラだけど、一般人も普通に立ち寄る場所、なのだろうか？

　それにしては人通りがないようにも見えるが……。

「まあいいや。行って確かめてみよう」

「はい！　姉さま！」

「ひ、姫様？　よろしいのですか？」

「大丈夫だって。いざとなったら逃げればいいんだからさ」

　まさかいきなり襲われることもないだろう。刺客が潜んでいる可能性もあるが、あいつらは案外ああいうところには出ないものだ。

　親衛隊の警護もあるし、行って確かめるだけなら構わないだろう。

　それに今日の仕事は街の視察、この違和感をこのままにしては帰れない。

「スラムってわけでもないし、そう心配することもないよ」

「は、はあ……」

　いまいち臆病なメモリアを連れて、俺はルウナといっしょに件くだんの通りに向かっていった。

　さて、鬼が出るか蛇が出るか。一体あそこはなんなのかと、俺はわずかに胸を高鳴らせていたのだが──。




「「「ぐへへへへへへ……!!」」」

　わずか数分後、俺たちは荒くれ集団に囲まれていた。

　あのにぎやかな広場から一転、街は悪所のような景色へと変わってしまっている。

　いや、ようなじゃないな。事実、ここはこの街の悪所なんだろう。窓は割れ、壁は崩れ、石畳にも欠けがあるようなこの場所は──。

（スラムだーーーーーっ!?）

　まさに俺が思ったようなところだった。

「おいおい、お嬢ちゃんたち。一体全体どうしたんだい？」

「道にでも迷ったのか？　それとも何か悪いものでも買いに？」

「まさかその年で男漁あさりってわけでもあるまいに」

「いやあ、分からねえぞ。最近のガキは進んでるって聞くからなあ！」

　粗野な女たちが大きな声でからかってきた。中には娼しよう夫ふだろう、やけに色っぽい男もいて、彼らもくすくすと口元に手を当てて笑っている。

「こ、ここはまさか……!!」

「メモリア？　何か知っているのか？」

「は、はい。事前に資料で読みました。ここはおそらくどぶ板横丁です」

「どぶ板横丁？」

「ええ。帝都でも有数の悪所ですよ！」

　そういえばそんな資料があった気がするな。商業区にはスラムがあること。そこには傭よう兵へい崩れの集団がいること。それが補足の資料として概要だけがまとめられていた。

　まさかこんなところにあるとは思わなかったが、

（案外、そういうものかもしれないな）

　わずかに焦りを感じつつ、俺は元の広場へちらりと目をやるのだった。

「なあ、お嬢ちゃん方。ここには度胸試しにでも来たのかい？」

「それなら見学料をいただかないとねぇ？」

「親御さんは？　姿も見えないようだけど……？」

　にたりと笑みを深める女たち。

　傭兵崩れとはいえ、そこまで勘がいい方ではないみたいだ。

　今のところ親衛隊の存在には気づいていない。だけど呼んだところでまた一ひと悶もん着ちやくが起きてしまいそうだ。どう転んでも厄介なことになりそうで、俺が内心、頭を抱えて困っていると──。

「姉さま。お任せください」

「ルウナ」

「このような輩やから、わたしひとりいれば十分です」

「おお！」

「三分ください。ひとり残さず無礼打ちにします」

「って、待て待て待てーっ!!　極端なのはダメだって!!」

「ですが姉さま！」

　もみ合う俺たちに数秒、女たちは呆あつ気けに取られる。

　しかし気を取り直したのか……いや、そこで真実に気がついたのか、何人かの女が俺たちを指差して叫んできた。

「あーっ!?　こいつら、よく見ると皇女じゃん！」

「は!?　なんで皇女がこんなところにいるんだよ!?」

「どうせあれでしょ？　長女の方がここの区長になったからさ」

「点数稼ぎに来たんだろうね。あー、やだやだ。これだからお上は嫌だ」

　ざわつき始める女たち。さすがにこの状況では隠蔽魔法の効果もなくて、彼女らは俺をはっきり皇女だと認識していた。そのうえで更に威嚇を強めていくのだ。荒くれの名は伊達だてではなく、通りはまさに非難囂ごう々ごう、施政者への糾弾大会と化していった。

「帰れ帰れ！　皇女様は大人しくお城に帰んな！」

「あたしらはここを明け渡すつもりは欠片かけらもねえぞ！」

「ここをどうにかしたけりゃ、それこそ女帝でも連れてくるんだね！」

　鳴り響く帰れコール。止まらないブーイング。女たちの声は渦を巻き、その迫力はこの俺でも恐れを感じるほどだったが──。

　はいそうですかと、素直に帰ればますます問題になるだろう。

　顔が割れた以上、俺はここでどうにか事態を収拾するしかなかった。

「ええと……ここは不法に占拠されているそうだけど」

「知るか！　どぶ板横丁はあたしらのシマなんだよ！」

「うんと……立たち退のき勧告にも従わないみたいだけど」

「そりゃそうだよ。ここの他に行く場所なんてないからねえ」

「新帝国は人手不足。住居も仕事もたくさんあると思うんだけど」

「そんなことは知らないねえ」

「そもそも、この通りの名前は赤あか煉れん瓦が通りのはずなんだけど」

「よ、余計なことを言うんじゃないよ！」

「ここはどぶ板横丁！　そしてうちらはどぶ板横丁の住人なのさ！」

（ダメだこりゃ）

　正攻法では絶対に解決できそうにないな。

　大おお鉈なたを振るうか、もしくは大胆な案を強引に押し通すしかなさそうだ。

（改善の意思はなさそうだしなあ）

　彼女らにとってはこのままの状態がベストなんだ。ごねてごねてごねまくって、不法占拠を既成事実に変えていつまでも居座る。そんな相手に交渉など通じるわけがなくて、前任の区長が解決できずにいたのも納得と言えば納得の話だった。

（さて、どうしたものか……）

　俺が黙って考え込むうちに、女たちはますます調子付いていく。

「おいおい、お姫さん、黙っちゃったよ！」

「いざという時にはブルって声が出ないのさ！」

「頼りないなあ。これが新しい区長で大丈夫なのか？」

「皇女様は好色家って話もあるしさ」

「は？　なんだい、本当に男漁りが趣味だったのかい？」

「あはっ！　澄ました顔してとんでもない女だね！」

「そんなに男が好きなら、うちのこいつらも貸してやろうか？」

「……は？」

　聞き捨てならない言葉があった。

　皇女様は男好き？　男漁りが趣味だと？

　違う!!　俺は女の子が好きなんだ!!　なのに現世では自分も女に生まれたんだ!!

　その苦労も知らずして、この手の輩はいつもいつもいつも……!!

　怒りのあまりにスッと頭が冷めてくる。同時に浮かんでくるひとつのアイデア。

　それを俺はためらわず、にこりと笑って周りの女たちにぶちまけるのだった。

「よし、決めた。今日からここはわくわく横丁だ」

「は？」

「今日からここはわくわく横丁。そして君たちはわくわく横丁の住人となる」

「ばっ……馬鹿、お前！」

「ふざけるんじゃないよぉ!!」

「そ、そんなの呑のめるわけないだろ!?」

　女たちが顔を青ざめさせて食い下がってくる。しかし、判断を間違えたな。彼女らはこうなる前に、きちんと落としどころを考えておくべきだったんだ！

「もう遅い!!　区長として正式に決定したぞーっ!!」

「わーははは！」と高らかに響く俺の声。

　それに混じって聞こえる悲鳴や怒号、戸惑いの声。

　どぶ板横丁、いや、わくわく横丁は、更に混迷の度合いを深めていくのだった──。
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　その日の夜、俺は自室で妹の髪をくしけずっていた。

　お風呂上がりのつやつやとした長い髪だ。それを丁寧にすいていると、ルウナは突然振り返り、目を輝かせてこう叫んだ。

「やはり姉さまは素晴らしいです！」

　もう十数度目くらいになる賛辞だ。それを「はいはい」と受け流しながら、俺は妹の頭をつかんで前を向かせる。

「もう聞いたよ。それに、急に振り向いたら危ないでしょ？」

「ですが、もっともっと言いたかったのです。姉さまは素晴らしいですと」

「そうは言うけど……」

　あれは咄とつ嗟さの思いつきというか、怒り任せの八つ当たりというか──。

（結局、上手うまく話が転がって良かったけど）

　あれから女たちは、すぐに「真面目に働くから通りの改名だけは許して欲しい」と願い出てきた。わくわく横丁の住人だなんて、そりゃまあ誰だって名乗りたくはないだろう。

　住んでいる場所を苗みよう字じの代わりに使う者もいる。そういった手合いにとって、やはり通りの名前は重要であり、ある意味では急所とも言えるものなのだった。

「姉さまの機転は素晴らしいです。わたしではあのようにいきませんでした」

「ルウナはいつも実力行使で解決するものね」

「それだけは得意です」

「自慢げな顔をしないの」

「あうっ」

　ぽんと頭を叩たたいて注意をする。しかし妹はすぐにまた笑顔になって、鏡越しに俺のことを褒ほめ称たたえ始めた。

「わたしも姉さまのようになりたいです。姉さまのように立派な皇女に」

「うーん、それはどうかな？　ルウナはルウナでいいところがあると思うよ？」

「それでも姉さまがいいのです！　わたしは姉さま以上に立派な女性は知りません！」

「そんな、他にもすごい人はたくさんいるよ。ほら、うちのお母さんとか」

「女帝など」

　はっと鼻で笑って妹は続けた。

「女帝など、姉さまの爪の先にも及ばない存在です」

「い、いやいやいや。それはちょっと言いすぎじゃないかな？」

「そのようなことはありません。女帝は稀まれに見る暗君です」

「まだお母さんのことが嫌いなの？」

「当然です！　わたしはあの女を母と思ったことはありません！」

　叫び、そして立ち上がるルウナ。

　その黒髪が感情と共にふわりと裾を持ち上げている。

　なんというか、うちの妹は実の母親と相性が悪くて──。

　それこそ殺したいほどに憎んでいるんだ。その気持ちは分からなくもないが、それにしては妙に物騒で殺伐とした感情を持っているように見えた。

「なんでそんなにお母さんのことが嫌いなの？」

「あの尊大な態度が嫌なのです。いつも偉そうで、人を小馬鹿にしたように笑っていて……思い出しただけでもムカムカと腹が立ちます」

「そう悪い人でもないと思うんだけどな」

「悪い人ですよ。姉さまも何度かおもちゃにされたではありませんか」

「そういえばそうだった……!?」

　暇つぶしと称して何度地獄を見せられたことか。女帝はこれも教育とうそぶいていたが、実際のところは何のつもりなのかは分からなかった。

「でも、実のお母さんなんだしさ」

「わたしの母は姉さまです。姉さまこそが母さまなのです！」

「い、いや、それはちょっとおかしな話だよ」

「おかしくありません！　わたしにとっては真実です！」

「ええ～……!?」

　真正面からギュッと抱きつかれ、俺は大いに戸惑った声を上げた。

「いつか、いっしょに女帝を倒しましょうね？」

　そう言ってルウナは花のような笑顔を見せてくるが、俺には女帝を倒そうなどという気はまったくなかった。それを妹に伝えようと、俺はなおも話を続けようとしたが、

「ほほう。何やら面白そうな話をしているではないか」

「お母さまあああああああああああああっ!?」

　部屋の中に突如として女帝の姿が現れていた。瞬間移動に近い登場だ。予兆はまったく感じられず、俺はそのせいで飛び上がらんほどに驚いてしまった。

「い、い、一体、いつからここに？」

「いや、なに。娘が帰ってきたと聞いてな。顔でも見ようと思ったのだ」

「は、はあ」

「どうだ？　息災にしていたか、ルウナよ？」

　娘に声をかける赤髪の美女。炎の女帝たる我らが母に、ルウナは少しうつむいて震えたかと思うと──。

「ゼノビアアアアアアアアッ!!」

　突然、剣を抜いて斬りかかった！　俺の反応も間に合わないほどの攻撃だ！

　しかし女帝は炎をまとってこれを防ぐと、ゆったりと、そして楽しげな様子で実の娘に声をかけていく。

「元気なようだな、ルウナよ。剣の腕も上がったようで母としては嬉うれしいぞ」

「馴なれ馴れしくわたしの名前を呼ぶな……!!　それに、何が母親だ……!!」

「事実、母であるからな。お前はかわいいかわいい私の娘だ」

「黙れ！　今すぐその口を引き裂いてやる！」

「ふふっ、ルウナは相変わらず甘えん坊だな」

「甘えん坊だと!?　わたしがいつ、貴様に甘えた!?」

「今まさに甘えているともさ」

「なにっ!?」

　動揺する娘に、母はにやりと笑って言った。

「本来、私に斬りかかるのは重罪だ。決して許されることではない。しかしお前は『自分は娘だから許されるだろう』と打算の下で動いている。そうだな？」

　女帝に問われ、ルウナはその顔を真っ赤にして目を伏せてしまった。

　おそらく無意識のことではあるが、図星だったんだ。その様子を見て、ゼノビアはまた楽しそうに口元を緩める。

「私はお前の夢を否定したりはしない」

「倒したいなら倒せばいいのだ。いつでも挑戦を受けてたとう」

「しかし、あまりじゃれつかれるのも興ざめなのでな」

「もっと腕を上げ、確信を持てたらまた挑んでくるといい」

　それだけ言い残し、母は来た時のようにふっと姿を消した。

　残っているのは女帝の炎の残ざん滓しだけだ。それもすぐにゆらりと消えて、俺の部屋には夜に相応ふさわしい静かな空気が広がっていった。

　ルウナは女帝に挑んだ姿勢のまま動かない。髪が顔にかかってその表情を隠している。

　しかしすぐにもぷるぷると震え始めると──。

　妹は剣を放り捨て、俺に飛び込むように抱きついてきた。

「姉ざまあああああああ!!」

「うわっ、っとっと」

「く、悔しい！　悔しいでずううううう!!」

「うんうん、そうだね」

　泣きじゃくる妹の背中を優しくなでて慰める。

　案の定というべきか、またこうなったというべきか。もう何度目かになる光景に、俺はやれやれとばかりにこっそりとため息をつく。

「ゼノビアがあああ！　あ、あ、あの女があ!!」

「お母さんのことをあの女なんて言わないの」

「あんなの母じゃないですううううう!!」

「あ、ああ、うん、そうだったね」

　よしよしと何度も何度も背中をさする。

　それでも泣なき止やまない妹は、本当に喜怒哀楽が激しい少女と言えた。

（この子が帰ってきて、もうひと波乱くらいありそうだけど）

　ひと波乱で済むのかなあ、という気持ちもある。

　いずれにせよ、第二皇女ルウナの帰還によって、俺の生活は一層騒がしく、にぎやかになっていきそうだった。
















幕まく間あい劇「芽生える母性」




　長い一日がようやく終わりを迎えようとしていた。

　日付変更前の午後十一時、俺は虚うつろな目で窓の外をじっと見つめている。

　視線をずらせば隣で眠る妹ルウナの姿が見えた。泣いて、泣いて、泣き疲れて、そのまま気絶するように眠ってしまった年下の皇女。世間では戦せん姫きと言われ、しかし、今は子どものように俺の服をつかんでいる少女に、俺は深い深いため息をついていた。

「疲れた……」

　今日の騒動はまさにこの一言に尽きるだろう。

　街でドタバタ、部屋でドタバタ、心休まる時が一瞬たりとも存在しなかった。

　まあ、楽しくなかったと言えば嘘うそになってしまうのだが……。

　何事にも限度というものがあるだろう。俺はそれをはるかに超過した騒動に、すっかり心身共に疲れ果ててしまっていた。

『お疲れだな、俺』

「俺か」

　ぼんやりとしていると、不意にベッドの横からひとりの少年が現れた。

　くしゃっとした髪に飾り気のない眼鏡めがね。学生服姿の彼は生前の俺だ。

　俺にしか見えない幻覚やばいやつは、しかし、気さくな感じで俺に声をかけてくる。

『相変わらず竜巻みたいな皇女だな』

「ルウナか。かわいい妹ではあるんだけどな」

『そこは同意だ。武将っぽいけど、俺には子猫みたいに懐いているんだよな』

「あごをなでてあげるとごろごろ言って喜ぶしさ」

　生前の俺と苦笑しながら談義する。幻相手の奇妙な会話だったが、ある意味では俺自身が相手だからか、不思議と話は弾んでいった。

『やはりかわいいは正義だな。かわいい女の子は素晴らしいよ』

「そこは同意だけど……妹は女の子って感じじゃないな」

『そうなのか？』

「ああ。なんというか、妹は妹って感じだ」

『妹キャラと実際の妹の違いってやつだな。前世の学校でよく聞いたよ』

　うんうんとうなずき合う俺たち。

　あの頃は姉か妹のいる同級生を心底うらやましく思ったものだけど──。

　実際はやっぱり違うものなんだな。心底懐いてくれているが、俺にとってのルウナはあくまでかわいい妹の範はん疇ちゆうを出なかった。

『でもさ』

「うん？」

『そこまで懐かれたら悪い気がしなくもないんじゃないか？』

「お前なあ……」

　いたずらっぽく笑う俺にため息をつく。

　自分のことではあるが、こういうところがあるよな、俺って。

「さっきルウナは妹だって言ったばかりだろ」

『それにしては妙に懐かれているように見えるんだけどな』

「母親代わりでもあるんだよ。そんなこと俺にだって分かっているだろ？」

　ラブはラブでも肉親に対する甘えのラブだ。ルウナは俺を好きだと言ってくれるが、それはあくまで姉に対して、家族に対しての好きなんだ。

「そこをはき違えちゃいけないな」

　真面目な顔で生前の俺を諭す。いつにない真摯な姿勢に、どうやら俺も分かってくれたみたいだった。

「ん、うん……」

「おっと」

　話し声が聞こえたのか、妹がむずかるように顔をしかめていた。

　その姿に俺たちは自然と笑顔になる。ふふっと小さく笑い声をもらして、あとはささやくようにひそひそ、ぼそぼそと短く話を進めていく。

「そろそろいい時間だな。俺ももう寝るよ」

『遅くまで付き合わせて悪かったな』

「いや、いいさ。ちょうどいい気晴らしになった」

　そう言いながら、俺はベッドサイドのランプの明かりを消していった。

　代わりに差し込む月明かりの中、生前の俺は気安い笑顔で軽く手を振る。

『じゃあな』

「ああ」

　短いやり取りのあと、幻はすぐに薄れて消えていった。

　その様子をしばらく見送ったのち……俺は改めてベッドに身を横たえる。

　あの幻がなんなのか、未いまだによくは分からなかったが、

（まあ、気分転換にはなったな）

　それで良しとして、俺は静かに息をはくのだった。

（さ、寝るか）

　シーツをかぶって目を閉じる。今日は本当に疲れた一日だったが、幸いにして眠気はすぐにも感じられた。

（疲れすぎると逆に眠れないこともあるもんな）

　そんなことを思いながらゆっくりと意識を手放していく。

　暗闇の中をたゆたうように、俺は静かにまどろみの底へと沈んでいって、

「いっ!?」

　不意に感じた感触に引き上げられる。

　これは……胸か!?　俺の胸に不可思議な感触が生まれている！

「って、ルウナ!?」

　シーツをめくると、寝ていたはずのルウナが俺の胸に吸いついていた。

　まさか寝ぼけているんだろうか？　妹はまるで赤ちゃんのように、俺のおっぱいを服の上からちゅうちゅうと吸っている!!

「んあああっ!?」

　強く吸われて声が出た。まるで女の子のような甲高い声だ。

　いや、今の俺は女の子だから、別におかしな話ではないのだけど……。

「ちょっ、あっ、ううっ!?」

　離そうとしても離れない！　がっちりと腕でホールドされている!!

　妹は必死に俺の胸を吸い、俺はそれでまた声を上げてしまっている!!

「母性が芽生える！　母性が芽生える!!」

　母性が芽生えてママになってしまう!!　傍はたから見れば冗談のように見えるだろうが、俺は本気だ！　本気でこう思っている!!

（やばい、やばいぞ……!!）

　焦りの中で周囲を見回すも、助けになるようなものは特に何も見当たらない。

　妹の怒りを恐れてか、侍従や親衛隊たちがやってくるような気配もない……!!

「ル、ルウナ！　あの、あっ、あっ!?」

　もはや俺は腰砕けになり、妹の為なすがままとなっていた。

　必死に胸を吸うルウナ。戸惑うばかりの俺。そして再び姿を見せて『まあ、頑張れよ』と他人ひと事ごとみたいに言う幻！

「見てないで助けろッッッッッッ!!」

　我ながら無む茶ちやなことを言うなあと思ったが──。

　やはり無茶なことで、俺はその後も妹に胸を吸われ続けるのだった。







第二章「うごめく森とチェーンソー」
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　最近、仕事がかなり忙しくなってきていた。

　その原因は分かっている。俺が多くを手に入れたからだ。

　鉱山、港、商業区。それらの引継ぎは一朝一夕で済むものではなく、俺の机には連日のように未認可の書類が積み上げられていく。それに加え、付随する資料も尋常じゃない量が運ばれてくるんだ。結果的に俺の執務室は紙によって埋まり、俺はうんうん言いながら、それを少しでも減らすための日々を送っていた。

「姫様、これはどうしますか？」

「あ、それは運んでおいて」

「姫様、こちらなどは？」

「そっちのもまとめちゃっていいよ」

「この書類はいかがいたしましょう？」

「それはもう少しかかるかな。今日中にはハンコを押しておくよ」

　五月半ばの水曜日、この日も俺は書類仕事に追われていた。俺の部屋には知的な文官たちが訪れては、この件はどうだ、あの件はどうすると逐一確認を入れてくる。

　これが普段の俺なら「やったー!!」とか「美しいー!!」とか思うんだけど、近頃はとてもそんな気力が湧いてこないな。望めば休みも取れるんだけど、本格的に事業が動き出したいま、その流れを俺が止めるわけにもいかなかった。

（はあ～、でも、眼福眼福）

　綺き麗れいなお姉さんたちが近くにいる分、ひとり仕事よりはまだマシだな。

　女性はやはり素晴らしい。見ているだけでも元気が出てくる。心の中で感謝の念を伝えつつ、俺はぺったんぺったんと確認済みの書類に判をついていくのだった。

「しかし、姫さまも偉いですよね～？」

「え？　何のこと？」

「商業区のスラムのことですよ～。視察ついでにもう解決してくるなんて～」

「実に鮮やかだったそうですね？　親衛隊の手も借りず、知恵と智ち謀ぼうで悪漢どもを平ひれ伏ふさせたと聞いております」

　仕事の手を止め、ソフィアとベラがにこやかな表情でこちらを見てきた。

　手伝いに来たものの、これについて話したい気持ちもあったんだろうな。

　そわそわと体を揺らす姉やたちを見て、俺は内心苦笑しながらうなずいていた。

「そのつもりはなかったんだけど、ちょっと引くに引けない状況になってね」

「分かります。皇女としての体面もありますものね」

「でも～、まさかその場で解決してしまうだなんて～」

「前任の代官も、さぞ喜んでいたのではありませんか？」

「い、いやあ、それはどうかな……？」

　つい先日会ったけど、心なしか顔が引きつっていたような……。

　ま、まあ、フォローは入れておいたから大丈夫だろう。結果的には大きな懸念事項がなくなって、あの人も心置きなく区長から身を引くことができるはずだ。

「まだ細々とした問題はあるみたいだけどね」

「それは仕方がありませんよ～。行政には付き物のことなので～」

「予算という大きな縛りもありますしね……」

　少ししょんぼりとするふたり。ベラとソフィアはそのまま顔をうつむかせ、しかし、すぐにもパッと笑って大きく胸を張るのだった。

「ですが、姫様ならすべてを解決できますよ！」

「そうですね～。とっても賢くてつよい子ですもの～」

「どんな問題が立ち塞がろうと、アウローラ姫殿下の手にかかれば！」

「鎧がい袖しゆう一いつ触しよく～。バーンと解決できるかもしれません～」

「ちょっと評価が高すぎないかな？」

　隙を見てはよいしょよいしょと持ち上げてくるな……。

　家庭教師のソフィア。親衛隊長のベラトール。どちらも優秀なふたりの姉やは、いつもこうして持ち上げては、なかなか下ろしてくれないタイプの側近なのだった。

（そういえば……）

　側近といえば、もうひとりの側近はどうしたのだろう？

　少し前に出ていって、しばらく戻ってきていないが──。

「失礼します」

（ああ、来た来た）

　噂うわさをすれば何とやらというやつだ。

　文官たちと入れ替わりに、メモリアが書類を抱えて持ってきていた。

「って、あれ？　ルウナも来たんだ？」

「はい、姉さま。わたしもお手伝いに来ました！」

　そう言ってひょっこり姿を見せたのは、俺の妹である第二皇女のルウナだった。

　小さな戦せん姫きはとことこ歩き、そのまま俺の近くまで寄ってきている。

「自分の仕事はいいの？　魔竜の解体が始まったそうだけど」

「構いません。そのような些さ事じに興味はありませんので」

「大だい人じん物ぶつだなあ」

　ある意味では皇族らしい態度に、俺は妙に感心してしまうのだった。

「おお、ソフィア、ベラトール。お前たちもいたのか！」

「はい～。わたしたちもお手伝いに来たんですよ～」

「姫様は最近、忙しくされていますからね」

「少しでも助力になればと思いまして～」

　ルウナは俺の姉やたちを見つけ、すぐにそちらに意識を向けていった。

　俺はポンと放り出された形になってしまったが──。

「まあいいや。メモリア、今のうちに話を進めよう」

「はい、姫様」

　身を寄せ合ってこそこそと、俺たちは新しい書類を広げるのであった。

「資料っぽいけど……今度は何の資料なの？」

「南西の貿易港に関してのものですね。ここは中規模ながら、質の良い素材、薬種、触媒などが運ばれてくる港ですよ」

「おお～。なんかすごそうに聞こえるな」

「実際すごいと思いますよ。戦時中は重要拠点のひとつにもなりましたからね」

「そんなに……!?」

　跳ね上がりそうな声をグッと堪こらえて話を続ける。

　功績として譲り受けたので、ただの港ではないと思っていたが……。

「だけど、数字的には大したことなかったよね？　前に読んだ資料だと、他の貿易港に一歩も二歩も及ばない感じだったけど」

「立地が悪いのですよ。突き出た半島にあるのですが、海の魔物のせいで航路自体が限られていて……」

　ばさりと地図を広げてメモリアは言う。

「空路も難しく、結局は陸路で運ぶしかないのですが、今度は大きな森があるせいで、どうしても迂う回かいが必要になってしまうようでして……」

「あー……だから運搬費用が余計にかかって……」

「他の貿易港の後こう塵じんを拝しているようですね」

　そこまで言って、秘書官殿は残念そうな顔をするのだった。

「譲ってもらってはい終了、ってわけにはいかなかったか」

「見通しが甘かったようです。申し訳ありません」

「いや、いいよいいよ。甘く考えていたのは俺も同じだし」

「ですが、これで予算の見直しが必要になってしまいました」

「うーーーん……安く触媒が手に入れば良かったんだけど……」

　魔法を使う際、術者の助けになるものは大抵高い値段がつけられている。

　効果の薄いものはそれほどでもないが、俺が求めるようなクラスだと、それこそ目が飛び出るような高値がつけられていて──。

　帝都で買っていてはとてもじゃないが予算が足りない。

　そこで港を直接管理し、いい品を安く手に入れようと思っていたんだが、

「あんまり無理言うと絶対反感を買ってしまうよな？」

「確実でしょうね。少なくともいい印象は持たれないかと」

「だよなあ……」

　向こうには向こうの生活があるんだ。

　そこにいきなり割って入って、品物を寄よ越こせとかあり得ないだろう。

（もうちょっと余裕があれば違うんだろうけど）

　話を聞く限りでは、そんな余裕なんてどこにもなさそうだ。

　それなのに値引きを聞き入れてくれるなんて、とてもじゃないが思えなかった。

「このプランは諦めるか」

「よろしいのですか？」

「仕方ないよ。まずは港の状況を改善しないと」

「そちらもなかなかの難題ですが」

「すぐに解決……はできなそうだな」

　腕を組んで考え込む俺たち。

　この不便な場所にある貿易港を、どうにか上向きにするには──。

「この森に道を通せばよいのでは？」

「「えっ？」」

「ですから、この森に道を通せばよいのですよ」

「ル、ルウナ!?」

　一体いつから聞いていたのか、俺のそばには妹のルウナが立っていた。

　俺の肩越しに机上の地図をのぞき込んでいる。そのまま妹は腕を伸ばすと、人差し指の先で大きな森に線を引いて言った。

「わざわざ迂回するから困窮するのです。最短距離を行けば余計な費用もかかりません」

「いや、確かに、それができたら港の人たちも助かるだろうけど……」

「何か問題があるのですか？」

「そこって、ほら。魔の森だから」

　地図上に書かれた名前に指を当てて説明をする。

　そう、そこはただの森じゃない。魔物や魔獣が跋ばつ扈こする、人跡未踏の魔の森だった。

「ルウナも聞いたことはあるでしょ？　帝国領内には未いまだ手つかずの森があって、そこには恐ろしい魔物が何千体も潜んでいるって」

「確かに聞いたことはありますね。いつか挑まねばと思っておりました」

「ば、戦闘狂バーサーカー……!!」

　好戦的にも程があるだろう。皇女のつつしみはどこへ行ってしまったのか。

　これがルウナの性格とはいえ、姉としては心配になるばかりだった。

「過去、色んな人が挑んだけど失敗に終わったんだよ？」

「それはその者らが無能だっただけでしょう」

「いや、だけど、わたしも戦いは得意じゃないし」

「そのためにわたしがいるのです。お手伝いしますよ、姉さま」

「え、え、いや、あの、そもそも……開拓なんてする気はないし……」

「何を弱気な！　人生、当たって砕けろですよ！」

（当たって砕けたくはないんだよ!!）

　運よく始まった二度目の人生、もう少し丁寧に生きたいんだ。

　しかし妹にそれを伝えるわけにもいかず、俺がどうしたものかと困っていると、

「あの、姫様」

「えっ？　どうしたの、メモリア？」

「あのですね。先ほどはあえて伝えなかったのですが」

「う、うん。なに？」

「開拓の件について、市長、港長から要望が上げられています」

「[image: え゛]っ!?」

「『魔の森に道を通してくれれば、喜んで便宜を図ります』とのことでした」

「えええええええ……!?」

　そ、そんなことを今さら言われたって……!!

　俺は開拓なんてする気はなくて……!!

「ルウナ様の軍団がいれば、魔の森の開拓もできるかもしれませんね」

「そうだね～。戦力的には申し分ないかと～」

　ベラとソフィアまで乗り気になった。

　妹はすでに確定事項のように振る舞っている。

「ど、どういうことなの……!?」

「申し訳ありません、姫様。事後報告のような形になりまして」

「いや、それはいいけど……何か事情でもあったの？」

「デリケートな問題なので、言うべきかどうか最後まで迷っていました」

「あ～……」

　小声で謝ってくるメモリアに、俺は納得とも脱力ともつかない声を返した。

　まあ、普通に考えたらそうなるか。いくら仲がいいとはいえ、俺とルウナは皇位継承を争う相手でもあるもんな。秘書官の口から戦力派遣を願えるはずもなく、あくまでメモリアはその分を最後まで守っていただけだった。

「なんか……ごめんね？　気を遣ってもらって」

「いえ。それが私の仕事ですから」

　やはり頼りになる少女に、感謝、感心しきりの俺であった。

「さあ、姉さま！　何やら高揚してきましたね！」

「ん？　あ、ああ、うん。そう、かな？」

「魔の森殲せん滅めつ戦。聞いただけで胸の高鳴る戦いではありませんか」

「いや、殲滅って……えっ、ちょ、ちょっと？」

「わたしたちの名前は帝国の歴史に残るでしょう。それほど価値のある戦いです。何より、わたしは姉さまと共に戦えるというだけで、もう、もう……!!」

　気がつけば妹が勝手にヒートアップしていた。

　ギュッと自分の体を抱いて、かと思えばパタパタとその場で足踏みをする。

　それでも収まり切らない妹は、遂ついには窓を開け放って叫ぶのだ。

「ノックス・レギオン、集結だーーーっ!!」

　その声にどこからともなく応じる声が聞こえ──。

　かくして俺たちは第二皇女の軍勢と共に、魔の森の開拓に挑むこととなった。




　　　　‐２‐




　ノックス・レギオン。それが皇女ルウナの率いる軍団の名前だ。

　団員の数はおよそ一万人超。いずれも優秀な戦士で構成されていて、その中には先の戦争を経験した者、古ふる強つわ者ものと呼べる者も数百人単位で存在していた。

　元々は退役軍人を集め、教導隊を作ろうとしていたようだけど──。

　それではあまりにもったいないと、ルウナが実戦用の軍団に作り変えたんだ。

　今では治安維持の名目で帝国全土を竜巻のように駆け回っている。結成から三年ほどしか経たっていないが、すでにその名は各地に勇名として響き渡っていた。

（さて……）

　現実の方に話を戻そう。解説で逃避をしている場合じゃないんだ。

　結局、俺は魔の森を開拓することを決めていた。抵抗感はあったが、自分の利益、公共の利益、それに戦力のことを考えると、この機に乗るのがベストだと判断したんだ。

　正直、軍団規模じゃないと魔の森なんて攻略できないしな。

　それに加えて、ノックス・レギオンは帝国屈指の強力な部隊でもある。

　どちらの手柄になるのか、その辺りはややこしい話になってしまうが──。

　そこはメモリアが上手うまいように調整してくれるみたいだ。公的に使える予算は潤沢にあって、今回はそこから雇うという形で出費をするようだった。

　だから、まあ、特に問題は見当たらない。俺が心配することは何もないんだ。

　ただ、強いて言えばいまの状態が問題というか……。

　ぶっちゃけ、この行軍はなかなか胃に来るシチュエーションだった。




「……………………………………………………」

「……………………………………………………」

「……………………………………………………」




　晴れ渡った空。降り注ぐ日差し。そして俺を囲む無数の軍人。

　広い平原が黒一色で染まってしまっている。夜の軍団ノツクス・レギオンはその名の通り、夜をまとって歩いているような軍隊だった。

「姉さま、どうかされましたか？」

「馬に酔ってしまわれたのでしょうか？」

　黒ずくめの集団の中、ルウナとベラだけがいつも通りの様子を見せている。

　さすがにふたりは肝が据わっていてたくましいな。俺なんて威圧感に囲まれているだけでグロッキーなのに……。

「ああ、いや。なんか凄すごみが増したな～、と思って」

「そうでしょう、そうでしょう！　みな、魔竜との戦いで一皮むけました！」

「や、やっぱりそうなの？」

「はい！　全員が死地を乗り越えたのですよ！」

　道理で生気の感じられない目をしていると思った。

　いや、正確に言えば生と死を超越したところに精神があるというか……。

　どちらにせよ異様な雰囲気に、俺はすっかり気け圧おされているのだった。

「ああ、そういえばあのふたりはどうしたの？」

「あのふたりとは？」

「ルウナの秘書官と親衛隊長のことだよ。ずっと姿を見かけないけど」

　漆黒の軍団の中で、あの人たちだけは多少柔和だったような覚えがある。

　片方は淑女的なお婆ばあちゃん。片方は三十代の豪快な姐あねさん。そのどちらの姿も見えず、俺はきょろきょろと辺りを見回す。

　するとルウナは笑顔のままで、ふたりがどこに行ったのかの答えを言った。

「秘書官は病院ですね。ドラゴンのブレスを受けました」
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「親衛隊長もブレスを受けて病院です。なに、名誉の負傷というものですよ」

「あわわわわ……!?」

　やはりバイオレンスなことになっていたか……。

　そんなことだろうとは思っていたが、まさか本当にそうだったとはな！

　相変わらず血なまぐさい軍団に、俺はますます恐怖を覚えるのであった。

「あれ～？　でも～、だとすると～」

「いまはどうされているのですか？」

「うん？　何がだ？」

「秘書官と親衛隊長のことですよ～」

「まさか空席ということはないと思いますが」

　横で聞いていたソフィアとメモリアが、ふと気になったという様子で話しかけていた。

　言われてみれば確かに気になる。後任はちゃんと決まっているのだろうか？

「大丈夫？　放置とかしてないよね？」

「さすがのわたしもそこまで愚鈍ではありませんよ。親衛隊は一時的に副長にまとめさせていますし……」

「うん」

「秘書官はちょうどいいのが見つかったのでそやつに任せております」

　早速呼んでみましょうと、ルウナは口笛をぴゅうと吹いた。

　すると隊列がわずかに割れて、そこから馬に乗った少女がやってきた。

「お呼びですか、姫様」

「ああ、呼んだぞ。姉さまがお前のことについて知りたいと仰せだ」

「自己紹介せよ、ということでしょうか？」

「そうだ。粗相のないようにな」

　戦せん姫きとして部下に接し、早速始めろと言わんばかりに促すルウナ。

　そんな態度も慣れたものなのか、件くだんの側近はこほんと咳せき払ばらいをすると、すぐにも自己紹介を始めるのだった。

「では、改めまして……」

　新任の秘書官とは帽子をかぶった茶髪の少女だった。

　歳としは十三、十四辺りだろうか？　彼女は至極真面目な顔をしたかと思うと──。

　次の瞬間には愛想笑いを浮かべ、ぺこぺこと頭を下げてきた。

「どうもどうも～♪　秘書官のルシオラです。若輩者の駆け出し団員ではありますが、精一杯務めさせていただいています」

「ん？」「うん～？」

　ベラとソフィアが眉間にしわを寄せている。不快というよりは疑問といった表情だ。

　俺も似たようなことを思いつつ、ルシオラという少女に声をかけてみる。

「ず、随分と腰が低いね？」

「いや～、元は市民出身の伝令係ですからね。やんごとない方々には頭が上がらないと言いますか、むしろ下がりっぱなしと言いますか」

　あははと笑ってルシオラは自嘲気味に頭の後ろをかいてみせた。

　なんとも庶民的な所作だ。同時に苦労人っぽいところものぞかせる。

「なんでまた伝令の子を秘書官に取り立てたの？」

「他に適任がいなかったのもありますが……使ってみれば案外有能だったことが判明しましてね。なかなか重宝しております」

「は、ははーっ！　ありがたき幸せーっ!!」

（時代劇かな？）

　馬上で器用に平伏するルシオラを見て、俺はそんなことを思うのだった。

「しかし、屈強な団員の中だとどうにも浮いて見えますね」

「ベラちゃんもそう思う～？　ちょっと見てて不安になるよね～？」

「獅し子しの群れの中に子ウサギが一匹紛れ込んでいると言いますか……」

「大丈夫なのかな？　ある日ころっと死んじゃったりしないよね？」

　割と本気でそのようなことを心配する俺たち。その様子に危機感を覚えたのか、新任秘書官ルシオラ嬢は、あわあわと慌てながら両手をぶんぶんと振り始めた。

「だ、大丈夫ですよぅ！　あたしはこう見えてすばしっこいので！」

　ドラゴンのブレスもすんでのところで回避した、とか、乱戦の中でも素早く退路を見つけられる、とか、自分の逃げ足をとにかくアピールする少女。

　伝令係としてはそれで十分なのかもしれないが──。

「でも、ここはルウナの軍団、ノックス・レギオンだよ？」

「それは重々承知していますが……」

「野盗や魔獣を見ると嬉うれしくなっちゃって、とりあえず突撃命令を出しちゃうようなルウナ姫殿下の軍団なんだよ？」

「え、あ、あの？」

「戦いの中で重傷を負っても、『名誉の負傷だ』とか『武人の誉れだ』とかで済ませちゃう超武闘派の軍団なんだけど」

「心が折れるようなことを言わないでください！」

　とうとう涙目で叫ばれてしまった。まあでも、ここまで脅してもまだ足りないのがノックス・レギオンという軍団だった。

「頑張ってルウナの目に留まったのは凄いけど、常人にはリスクが高すぎる職場だと思うんだ。負傷は当たり前だし、怪け我がによる引退もあり得るし」

「それは分かっていますが、その分、リターンも大きいんです！　あたしみたいな小娘には他に大きく稼げる仕事もありませんし」

「何かお金が必要なわけでもあるの？」

「実家が貧乏なだけですよ。家に帰ればお腹なかを空すかせた弟妹が何人もいるんです」

「うっ!?」

「あたしは長女として家族を支えなければならないんです」

「り、立派だ……!!」

　戦姫の秘書官にはあるまじき立派さだ。うちの妹なんて戦のことしか考えていないし、その姉である俺は女の子のことしか考えていないからな……。

　同じ秘書官であるメモリアにも通じる真面目さは、自然とルシオラの適性を俺たちに対して理解させていた。

「なるほど、強い動機があるんだね」

「はい！　石にかじりついてでも務めるつもりです！」

「たとえ危険な仕事でも辞めはしないんだね？」

「もちろんです！　それは伝令の頃から覚悟のうえです！」

「うん、分かった。それなら無理に止めはしないよ」

「あ……!!　ありがとうございます！」

「遅ればせながら祝福するよ。十三人目の秘書官就任、おめでとう」

「ありがとうござ……え？」

「本当におめでとう。君の無事を祈っているよ」

「えっ？　ええっ!?」

　穏やかな顔で拍手をする俺たち。対照的に、ルシオラの顔にはどんどんと冷や汗か何かが浮かび上がってきている。

「ぜ、前任の方々はどうなったんです？」

「………………」

「答えてくださいよぅ！」

　誰も何も答えない。ただ仏像のような笑みを浮かべるのみだ。

　実際のところはルウナの気まぐれで入れ替えが激しいだけなんだが──。

　それだけじゃないのが第二皇女のお付きの怖いところだ。その実情を伝えようとして、でもやっぱり躊ちゆう躇ちよした俺は、ゆっくりと言葉を選びながらこう言った。

「まあ……死にはしないよ」

「それ、フォローのつもりですか!?」

　青空に大きな声を響かせながら、俺たちは街道を進んでいくのだった。




　さて、いよいよ本題である。

　三日がかりの行軍の末、俺たちは魔の森の近くまでたどり着いていた。

　街道からは視界の端から端まで続く緑が目に入る。これが半島に半分蓋をするような形となって、大規模な迂う回かいを余儀なくしているとのことだった。

「見た目は普通の森に見えますが」

「いや、油断しちゃダメだよ。あそこには魔物がわんさかいるんだ」

「よくご存ぞん知じですね、姉さま？」

「昔、母親にピクニックと称して連れていかれたからね……」

「「「あ～……」」」

　だからあんなに嫌がっていたのか、という空気が広がっていく。

　納得してくれたのはいいけど、このことはあんまし思い出したくないんだけどな。

「どの魔物が一番手て強ごわかったのですか!?」

「いきなり興奮しないの」

「ですが、事前に聞いておきたいのです」

「一応、資料は用意していましたが」

「経験者の声があると、もっと助かるかもしれませんね」

　ふたりの秘書官、メモリアとルシオラが調子を合わせて声をかけてきた。

　経験者の声か。なるほど、それは確かに必要なのかもしれないな。

「じゃあ、話すけど……心して聞いてね？」

「はい！」

「まず思い出されるのは鳥のように大きな蜂。これが群れをなして襲ってきます」

「お、おお……!!」

「逃げ込んだ洞窟には幻を見せるキノコが。胞子を吸えば半日は幻覚に苦しむでしょう」

「なんと……!!」

「そして特筆すべきは木々の巨人！　これが普通の木と見分けがつかなくて、ちょっと木陰に身を隠したりすると、たちまち唸うなり声ごえを上げて襲ってきて……!!」

「おおおおおおおおーーーー……!!」

　妹は大興奮だが、俺の方はよみがえったトラウマでもう息も絶え絶えだった。

　いや、あの時は本当に死ぬかと思った。思い出すだけでも結構きついな。

「よ、よく生きて戻れましたね？」

「どうやって無事に切り抜けられたんです？」

「ああ、うん。なんかそこら辺、記憶が曖昧で……」

「「ええ……？」」

「気がついたらボロボロになって街道のすみに転がってたよ」

「「うわあ……」」

　秘書官コンビがドン引きしているが、俺は嘘うそなんてついてはいなかった。

「い、今さらですけど大丈夫なんでしょうか？」

「さ、さあ～……？」

　妙に空気がどんよりしてくる。この青天の下、魔の森が暗く恐ろしく見えるようだ。

　しかしルウナだけは明るい顔で、嬉き々きとして全軍に命令を下すのだった。

「よし！　では行くぞ、お前たち！」

「「「オオッ!!」」」

「ノックス・レギオン！　前進せよーーーっ!!」

　抜き身の剣を指揮棒代わりに振り下ろし、妹はいよいよ魔の森の攻略に挑んでいた。

　先陣は工作部隊が務めるようだ。スコップや斧おの、杭くいを持った工兵が、横に並んで護衛に守られながら行進していく。

「行くぞおおおっ!!」

「「「オオッ!!」」」

　また力強いかけ声が上がった。

　筋骨隆々とした女たちは、歩みを緩めずに突入していき──。

　そして、手前にある木々に向かって渾こん身しんの力で斧を振り下ろした！

「うわ……!!」

　そこからはもう、流れるように作業が進んでいった。

　森の木々が切り倒される。切り株や岩が引き抜かれる。魔法を使って荒れた地面も整えられて、俺たちの前には幅広の道が出来上がっていく。

　馬車が四台は並んで通れるような大道だ。続く軍団が活動できるだけの余地を作り、工作部隊は森の奥へ奥へと開拓を進める。

　途中、侵入者に対して襲いかかってきた魔物もいたが、

「粉砕しろッッッ!!」

　号令一下、速やかにそれは排除された。

　相手にもならないとはまさにこのことだ。俺も親衛隊を連れてはいたが、助力の必要などまったくなく、ただ唖あ然ぜんと見ていることしかできなかった。

「どうです、姉さま？　わたしの軍団は？」

「いや……ますます強くなったみたいだね……？」

「はい。鍛錬は怠っておりませんし、実戦も常に欠かしませんし」

「それにあの装備は……」

「魔竜の牙や鱗うろこで仕立てたものです。かなり上等な部類と言えるでしょう」

　一部の兵士が振るう武器、それは格別な威力で魔物の体を貫いていた。

　大部分は穂先に牙を使った長い槍やりだ。しかし中には筋を使った弓、骨を研いだと思おぼしき剣もあって、様々な状況に対応できているように見えた。

（こ、これが異世界のエコ……!!）

　全身くまなく再利用され、討伐された魔竜も本望だろう。

　いや、そんなわけないかと思いつつ、俺は改めて前方の景色に目をやった。

「切れ！　もっと手際よく切り倒せ！」

「掘り起こせ！　切り株も大岩も残さず除のけろ！」

「道を固めるぞーーーーっ!!」

「オオッ!!」「オオッ!!」「オオオオオッ!!」

　工兵たちが熟練の手際でますます道を伸長していく。

　それは森を少し削った程度に過ぎなかったが、

「この調子なら十日もかからず開通できそうですね」

　ルウナの言う通り、道を通すだけなら工期はそれだけで済むだろう。

　優秀な魔法使いはひとりひとりが人間重機のようなものだ。ましてや魔竜も倒すノックス・レギオンの武力の前では、魔の森さえも普通の森と変わらないように思えた。

　しかし──。

「で、で、出ました～！　木の魔物です！」

　ルシオラが慌てふためきながら報告をしてきた。

　彼女が指差す先を見ると、なるほど、確かに古木が枝を振り上げている。

　その幹には斧や槍が中途半端に食い込んでいた。見つけ次第迎撃に出たが、あの程度しか攻撃が通らなかったんだ。

「どけ！　わたしがやる!!」

　団員を押おし退のけ、ルウナが素早く古木の魔物の前に出た。団長直々に大物を討伐しようというのだろう。その姿はやる気と闘志で燃えているようにも見える。

（あれはかなり手強かった記憶があるが）

　ルウナなら、ひょっとするとひとりで倒せてしまうかもしれない。

　そんな期待を胸に抱き、俺たちはごくりと唾を飲んで皇女の戦いを見守り始める。

　多くの視線を一身に浴びて、それでも不敵ににやりと笑うと──。

　黒き戦せん姫きは、剣を構えて一直線に突撃していった！

「はあああああああああっ！」

　ルウナの得意分野は接近戦用の魔法だ。華きや奢しやな体を魔力によって強化して、まるで豹ひようのように敵に向かって飛びかかっていく。

「はっ！　はああっ！」

　小柄な体はハンデにならない。妹は剣を振り回し、伸ばされる枝を、迫りくる蔦つたを、まるで旋風のように次から次へと切り裂いていく。

『オオオオオオオ……!!』

　地鳴りのような声にも決して臆することはない。

　正体を現し、根を引き抜いた木の巨人に、皇女は果敢に立ち向かっていく。

「姫様、そこです!!」

「最後まで油断をしてはなりませんよ!!」

　部下の古ふる強つわ者ものもよく響く声で応援を始めた。

　一般団員のみならず、俺たちも手に汗を握って戦いの推移を見守っている。

　いける。この調子ならいけるはずだ。このまま最後まで押し切ることができるはず。

「ルウナーッ!!　がんばれーっ!!」

　思わず手をメガホンにして声を張り上げてしまった。

　その声援に、妹はにこりと涼やかな顔で微笑ほほえむと──。

　古木の魔物を横一文字に斬り裂いていった!!

「「「オオオオオオオオオオオオオオオオ!!」」」

　鳴り響く大歓声。ノックス・レギオンが大きな勝どきを上げている。

　それは主君の勝利を祝うための雄お叫たけびだ。見事、難敵を打ち払った皇女に、団員たちはなおも声を送ろうとして──。

「「「……おお？」」」

　直後、一斉に戸惑いの声を上げることになる。

　倒せていないのだ。肝心の魔物が。あの鋭い一いつ閃せんを受け、古木の魔物は未いまだにその場にたたずんでいる。ルウナはその前で折れた剣の根元を見つめていた。刀身は幹に食い込んで折れて、他の武器と同じように魔物の飾りとなっている。

「ならば！」

　気を取り直し、近くの団員から剣を奪って攻撃を続ける。

　今度は木の繊維に沿い、縦に真っ二つにするつもりのようだ。

　しかしそれも食い込むだけで終わってしまい、かえって魔物を怒らせるだけの攻撃になってしまうのだった。

『ヴァアアアアアアアアアアア!!』

「た、退避！　退避ーっ!!」

「装備の回収はいい！　まずは退避だ！」

「ほ、ほら！　ルウナも行くよ！」

「放してください、姉さま！　わたしはまだ戦え……」

『ゴオオオオオオオオオオ!!』

「ああーーーーーっ!?　無理無理!!　絶対無理ーーーーー!!」

　いつの間にか俺たちは木の魔物に囲まれていたようだ。

　タコのように根をうねらせ、集団で迫りくる森そのものに、さしものノックス・レギオンも防戦一方の熾し烈れつな撤退戦を強いられてしまう。

「か、開拓されていない理由が分かりましたね」

「まさかこれほどのものだとはな……」

「いや～、本当に驚かされました～」

「姉さま！　姉さま、わたしを放してください！」

　ドタバタと逃げ出す俺と側近と皇女の軍団。あまりに情けない逃げっぷりだが、命あっての物種とはこの世の誰もが分かっていることだ。

　なおもぼやきながら、俺たちは必死に足を動かしていく。

「ちょっといまの装備ではどうしようもできないよ」

「そんなことは！　剣でダメなら魔法を使えばよいのです！」

「いや、燃やしたりしたら大惨事になるからね？」

「かと言って、氷や水ではあまり効果がなさそうですね～」

「何か特別な道具があれば良かったのですが……」

　撤退を続けながら、メモリアたちは惜しそうな顔で魔の森のことを見つめていた。

　まあ、それも仕方がないか。途中までは上手うまくいっていたし、万事順調に道を広げることもできていたんだ。その最後の最後で邪魔が入ったのだから無念の気持ちも残るだろう。あの魔物さえいなければ、と歯は噛がみするのは当然のことと言える。

　ただ、俺はそれほど落ち込んではいなかった。

　確かに惜しいとは思ったものの、すぐに良い案を思いついたんだ。

（特別な道具、か）

　秘書官のふとした一言に、俺の頭に浮かんでくるものがあるのだった。




　　　　‐３‐




「おぅーい。こっちの箱、運んでくれぇーい」

「こっちもだー!!　もう細工は済ませてあるぞーっ!!」

「はーい！　はいはい！　すぐに行きまーす！」

「ちょっと待っててくださいね、先輩方～！」

　高く響く槌つちの音。それに職人たちの掛け合いを聞きながら通りを歩く。

　ここはものづくりの街、マキナス区。魔の森での敗走から数日が経たち、俺はこの職人街とも呼べる場所にやってきていた。

　目的はもちろん、例の特別な道具の調達だ。普通の店にはないようなものも、ここでならオーダーメイドで一から生み出すこともできる。

　無論、あまりに突飛なものは注文そのものが断られるが──。

　幸いにして俺には馴な染じみの職人がいた。その人の工房を目指し、俺は煙突やパイプ、クレーンなどで彩られた街を進んでいる。

（あそこはちょっと特殊な工房なんだけど……）

　どう特殊かは……まあ、着いてみれば分かるだろう。

　すぐにもその工房が見えてきて、俺はサッと意識を切り替えることにした。

「こんにちは」

「あっ、はい！」

「……って、あれ？　姫さま!?」

「はい。アウローラです」

　フードを取ってぺこりと会釈。

　俺は皇女らしい態度で受付のお兄さんたちに挨拶をした。

「急に押しかけてすみません。いま、時間に余裕はありますか？」

「ええ、はい！　もちろんです！」

「余裕がなくても姫さまなら大丈夫ですよ！　所長もきっと喜びます！」

「そ、そうですか」

　彼らのテンションに軽く身を引いてしまう。

　しかし彼らはそれに構わず、俺を工房の奥へと急いで連れていく。

「みんな！　姫さまがいらっしゃったぞ！」

「ええっ!?　あっ、本当だ！　姫さまだ！」

「アウローラ様！　お久しぶりです！」

「今日はどんなご用ですか!?」

　作業場を通りかかると、すぐにも整った顔立ちの男たちが集まってきた。

　十代から三十代、いずれも美形なイケメンたちだ。他に職人の姿はない。女性の姿はまったく見えず、そこが帝都の一般風景とは大いに異なるところだった。

（まあ、うん）

　そろそろ気づいた人もいるだろう。

　この美少女ゲームのような状況、違和感を持った人も多かったはずだ。

　つまり、この工房の特殊性とは職人が全員男であること。この女尊男卑の世界では滅めつ多たに見かけない、男性主体の工房なのだった。

（そして俺はそこにやってきた唯一の女性、と）

　元の世界で言えば、女だらけの職場に突然男性アイドルがやってきたみたいな感じか。

　そんな番組を見たことがあるなと思いつつ、俺ははしゃぐ男たちに声をかけた。

「まあまあ、皆さん少し落ち着いて」

「いいえ、姫さま！　落ち着けませんよ！」

「見てください、この装置を！　従来のものより丈夫に作ることができたのですよ！」

「姫さま！　こちらは魔石で動く扇風機です！　姫さまからいただいたプロペラのアイデアを、まずはこういった形で具現化してですね」

「僕はペンライトを作りました！　色んな色があるんですよ！」

「わたくしの自転車も見てください。いま、試作品を持って参りますので」

「お、落ち着いて……」

「姫さま！」「「姫さま！」」「「「姫さま！」」」

（落ち着けよ!!）

　とうとう俺は大きく叫んだ。

　とは言っても、心の中の叫びなんだが……叫ばずにはいられなかったんだ。

（まったく、ここの工房の人たちときたら）

　全員犬っぽいというか、人懐っこいというか。

　ブンブンと振られるしっぽが目に見えるかのようだ。

　それ自体は別に構わないけど、こうも群がられると、やはり圧倒されるというか、どうにも困ってしまうというか……。

「「「姫さま～！」」」

「ああ～!?」

　一息つく暇もなく、俺は再び犬系男子たちの群れに呑のみ込まれていった。

　これは日没までかかるコースだろうか。それともすぐに済むんだろうか。

　そんなことを思いながら、さて、どうしたものかと悩んでいると──。

「こら、お前たち。ローラが困っているだろう？」

　吹き抜けの作業場の二階から、涼やかな声が降ってきた。

「「「しょ、所長！」」」

　現れたのは白髪碧へき眼がんの美中年だった。

　ほっそりとした体、少し癖のある髪。目元はあくまで温かく、そのくせどこか爽やかな雰囲気をまとっている。見た目の若々しさも相まって、中年というよりは青年のように感じられる。そんな三十代のおじさんが、コツコツと足音を立てて下りてきた。

「いつも言っているじゃないか。ある程度の節度が大事だと」

「で、ですが所長」

「姫さまがいらっしゃると、やっぱり嬉うれしくて」

「気持ちは分かるけどね」

　美中年がくすっと微笑ほほえむ。作業場にある階段を下りているだけなのに、実に絵になる人じゃないか。俺が絵師なら「その構図で一枚描かせてください」とでも言っているはずだ。我が親ながら、本当に見み惚とれるほどのイケメンだった。

「父さん！」

「やあ、アウローラ。元気だったかい？」

　そう言って、やはり穏やかに笑う細身の美中年。

　彼こそはこの工房の主あるじであり、この世界では珍しい魔科学の権威──。

　そしてこの俺、アウローラ姫殿下の父なのであった。

「よく来たね。連絡はなかったけど、何か急ぎの用なのかな？」

「ううん、そういうわけじゃないけど……ちょっと父さんに聞きたいことがあって」

「なんだろう。僕に答えられることならいいんだけど」

　父は話しながらゆっくりと移動し、やがて俺の前までやってきていた。

　相変わらず仙人みたいな人だな。気配が実に透明で、動いているのに動いていないように感じてしまう。この儚はかなげな立ち姿、そして柔らかそうな白髪は、まるで天使のようにも見えるんだが──。

（まあ、女帝に目をつけられたらこうもなるか）

　俺の父ということは、俺の母と臥所ふしどを共にしたということだ。

　そこで何があったのか、我が父ウェリタスは賢者のような心になってしまったとか。

（元は快活な若者だったそうだけど）

　今では風もないのに倒れてしまいそうなほどに儚げだ。

　同じ女帝の被害者として、俺はこの父に痛いほどにシンパシーを感じていた。

「って、うわーっ!?　父さん！　なんでほんとに倒れてるの!?」

「ああ、うん。なんかくらくらするなって」

「完全に貧血じゃない！　ご飯はしっかり食べているの？」

「前に食べたのはいつだったかな。パンをかじったような記憶はあるが」

「かじるだけじゃなくて、しっかり食べないと駄目だって……そのうち倒れるよ？」

「もう倒れているんだけどね？」

　青い顔で自虐ギャグをかます父さん。病人じみた顔色の彼を抱き起こしながら、俺はポシェットから小さな瓶を取り出して差し出す。

「ほら、滋養強壮のポーション。ゆっくり飲んで」

「ローラは優しいねえ」

「いいから、ほら！」

　小瓶の飲み口を突っ込んで、半ば無む理り矢や理り甘い薬を飲み下させる。

　このポーションには貴重な素材も使われている。そのおかげもあってか、父はすぐに立ち上がることができたが、

（腕ほっそ！）

　枯れ木のような体を見て、もう少し頻繁に差し入れをしようと思う俺だった。

「ほら、見世物じゃないよ。みんなは仕事に戻って」

「「「は、はい！」」」

「ローラはこっちだ。粗末な椅子だけど我慢してね」

「それはいいけど」

　依然として作業場の中だ。周囲からは男たちの視線を感じる。

　まあ、人に聞かれて困るような話でもないし、別にここでも構わないか。

「お茶です」

「ありがとう」

　なんてやり取りを事務員と交わし、俺はそれを一口すすって本題を切り出した。

「さて、話の内容なんだけど……」

「うん」

「父さん、前に魔導エンジンを作ってたよね？」

「ああ、うん。いまも開発を進めているよ」

「それってどれくらい仕上がっているのかなって思って」

　ちらりと作業場の壁に視線を向ける。そこには様々な試作品が飾られていて、その中には件くだんのエンジンもいくつかあった。

「あれがそうだよね？　あの小型でシンプルなやつ」

「やあ、我が娘は目め聡ざといね。そうだよ、あれが僕の作った新型の機関さ」

「あれってどれくらいのパワーが出るの？」

「従来型とさほど変わらないね。魔力を直接大きな力に変換できるよ」

「実験は？　もう他の機械と繋つなげて動かしてみた？」

「もちろんだとも。どれも問題なく動かすことができたよ」

「なるほど……」

　さすがは魔科学の権威、といったところか。魔力に乏しい男の身でありながら、この程度の魔道具を作るのはお茶の子さいさいというわけだ。

　魔石をバッテリー、術式をプログラムとして考えると、理屈の上では誰にでも魔道具は作れるのだけど……ここまでやれるのは帝都広しといえどもうちの父だけだ。その知識、その技術力に、俺は昔から感心ばかりさせられていた。

（しかし……）

　こうなってくると否いや応おうなしに期待が高まってくるな。

　対魔物用の特別な道具。それは意外にもすぐに作れるんじゃないか？

　壁の機関を横目に見ながら、俺は緊張がちに、そっとウェリタスへと問いかけた。

「と、ところでさ。もしかしてなんだけど」

「うん」

「あの機関を使えば、木の魔物を倒せる道具も、作れるのかな、って」

「ええ？　木の魔物を倒すだって？」

「う、うん」

「いやいやいや、はっはっはっ。そんなことはさ」

（おっ……？）

「できるわけないじゃないか」

（ド畜生がッッッッ!!）

　てめー!!　いまなんで笑った!!

　紛らわしいんだよ畜生め！　一瞬でも期待した俺が馬鹿みたいじゃないか!!

（ぐううう……!!）

　我が父ながら、その天然っぷりが憎たらしい。

　朗らかに笑うウェリタスを見て、俺の心は嵐のごとくに荒れるのだった。

「そっか……難しいんだね……」

　若干ぐったりとしてつぶやく俺。

　そんな様子のおかしい娘に対し、父さんの方はあくまでマイペースだった。

「難しいというよりは不可能に近いかな。まあ、現時点での話ではあるけれど」

　ここで彼もお茶を一服。ほっと息をついて再び話し始める。

「新聞で読んだよ。君、あの魔の森の魔物と戦ったんだって？」

「ああいうところにいるのは樹齢何百年にもなる長老エルダーだよ。それが群生しているのだから、燃やさずに倒すことはやはり不可能なんじゃないかな」

「無論、時間をかければ一体、二体は倒せると思うよ？」

「だけど被害や労力のことを考えると……やはりそれはおすすめできないね」

「ワカリマシタ……」

　理屈と正論をビシバシぶつけられ、俺はいよいよグロッキーな状態となっていた。

　分かっちゃいたが、やはりあの魔物は強大なんだな。魔竜を倒した軍団がいたからか、力ずくでもどうにかなると思い込んでしまっていた。

（やっぱりあれは、机上の空論ってやつだったのかな……）

　はあと深いため息をついたところで──。

　重要なことに気がついた。まだ俺は肝心のことを伝えていない！

「あ、あのっ！　父さんっ!!」

「なんだい？」

「それでもわたし、試してみたいの。わたしの考える、新しい道具を」

「ふむ……それはどんなものなのかな？」

「えっとね。チェーンソーっていう機械式のノコギリなんだけど……」

　そこで初めて、俺は特別な道具の概要について語り始めた。

　俺が考えていたのはチェーンソー、電動ノコギリならぬ魔動ノコギリだ。

　木を切るのではなく「削り取る」方式のあれなら、きっとあの魔物も両断することができるのではなかろうか？

　そんな考えを父に打ち明け、その反応を待っていると、

「面白いね」

　すぐにウェリタスは真面目な顔で返事をしてきた。

　口元に当てていた手をどけて、彼はもう一度「面白い」と短くつぶやく。

「画期的な発想だね。その道具なら上手うまくいくと思うよ。材質や出力に課題が残りそうだけど、それはあの軍団ならどうとでもできそうだ」

「あ、う、うん。みんな魔力お化けだし、武具に使う素材はたくさんありそうだし」

「うちにも試作する分には余裕がある。今日明日にも組み上げられるはずだ」

「本当に!?」

「うん。みんな協力してくれそうだしね？」

　その言葉に周りを見ると、いつの間にかイケメン集団が笑顔で集まってきていた。

　仕事をしながらこっそり話を聞いていたのだろう。俺と父さんに気づかれて、若干恥ずかしそうに笑っていたが……考えてみれば彼らも一流の技師である。

　俺のアイデアを形にしてきたという実績もあるし、すぐにも作れるという父の言葉は誇張や偽りではなさそうだった。

「おれたちに任せてください、姫さま！」

「きっと望み通りのものを作ってみせますよ」

「ぼ、僕も一生懸命がんばりますので！」

「アウローラ様は朗報だけを待っていてください」

「みんな……!!」

　男たちの熱意に胸がじーんと震える。

　美少女ゲームのキャラみたいだと思って悪かった……!!

　みんな頼りになる立派な職人だよ……!!

「それにしても姫さまは本当に発想が豊かですね？」

「え？」

「これまでも様々なアイデアをいただきましたが」

「あのような機械、よく思いつかれたものです」

「いや、まあ、あはは……!!」

　そこは笑って誤ご魔ま化かしておく。

　首を傾かしげる男たちを残し、俺は父に向かって暇いとまを告げた。

「それじゃ、わたしは行くから。父さんは体に気をつけてね？」

「うん」

「ご飯をしっかり食べるんだよ？　寝る時はちゃんとベッドで寝てね？」

「うんうん」

　俺の話を聞いているのかいないのか、ウェリタスは最後まで笑顔のままだった。

　本当にマイペースな人だな。だけど嫌いじゃない父親に、俺はあと一言、二言、別れの言葉をかけようとして、

「うっ!?」

　流れる涙に気がついた。

　父は両目から涙をこぼし、うっうっと小さな嗚お咽えつまであげていた。

（これは、まさか……!!）

　またあれか!?　あれなのか!?

　焦る俺の前で、父ウェリタスはとつとつと語り出す。

「本当に……本当にいい子に育ってくれた……」

「女帝にさらわれ、辱めを受けて、挙句『この子はお前の子だ』と告げられた時は、絶望のあまりに命を絶とうとさえ思ったが……」

「生きていて良かった……君に出会えて良かった……」

「お父さんは、お父さんはね？　昔は神の存在なんて信じてなかったけれど……」

「今では神様に感謝したい気持ちでいっぱいだよぉぉぉぉぉ!!」

「「「所長ぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」」」

　父に釣られて、職人一同がおんおんと声を上げて泣き始めた。

　その中心で泣き崩れる父に抱きしめられながら、

（こうなる前に逃げたかったな……）

　などと思う俺だった。
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　こうして出来上がったチェーンソーは、まさに破格の出来栄えとなった。

　機関部には最新式の魔導エンジンを搭載。刃やガイドバーには希少で強きよう靭じんな金属を惜しみなく使い、取っ手やカバーもそれぞれ丈夫な素材で作られている。

　これは珠玉の逸品と言っていいだろう。見る者が見れば驚くような完成度だ。
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　しかし肝心の使い手には……ルウナの軍団の工兵たちには、その価値がいまいち伝わらないようだった。

「やけに重いですね」

「無駄な機構がたくさん付いているように見えます」

「これは本当に役立つものなのですか？」

「いささか音も大きいようですが」

　試運転の際は本当に味み噌そくそな評価を受けてしまった。

　もちろん、普通の木をスムーズに切ることはできたが、

「これなら斧おのでもできます」

「自分たちも大ノコギリを用意してきたのですが」

　と、実に懐疑的な目で見られてしまった。

　妹も怪け訝げんそうな顔で俺のことを見つめてくる。そんな視線にさらされると、やはり駄目なのではないかと不安な気持ちが湧き上がっていく。

　しかし、結果としてはそのすべてが懸念と言えて──。

　父が作ったチェーンソーは、狙い通り例の魔物を両断していくのだった。




『ヴァアアアアアアアアアア!?』

『ヴォオオオオオオオオオオオオ!?』

『オオッ!?　アバーーーーーーーーーーッ!!』

　魔の森に魔物の断末魔が響き渡っていく。

　一週間後の再挑戦、それは戦いとも言えないような一方的な伐採となった。

「こ、これは……」

「なんとも、まあ……」

　俺の隣で秘書官コンビが唖あ然ぜんとしていた。彼女らが見つめる先、開拓が進む森の中には、次々と切り倒されていく魔物がいた。

　若木も大木も長老級でさえも関係がない。チェーンソーは轟ごう音おんを上げ、わずか十秒足らずで幹を切断、うごめく木々を見事に討伐し続けている。

（他の魔物は……）

　この音と光景に恐れをなして逃げ出したみたいだ。副次的な効果も確認されて、新しい道具に対する評価は指数関数的に上がり続けている。

　もはや自前の大ノコギリを持っている者さえいない。団員たちは競うようにして十数台のチェーンソーを試して回り、その威力に陶然とした表情さえ浮かべていた。

「い、いや～、お見それしました」

「ルシオラ」

「私も感服しました」

「メモリアまで」

　自分の秘書官にも称賛され、俺は計画の成功について実感していた。

　やはりチェーンソーは強かった。やはり科学の力も捨てたものではなかった。

　自分だけではなく、父の成功でもあるようで嬉うれしい。思わず俺は笑顔になって、近くにいる者、団員たちとも、朗らかな表情を向け合ったのだが──。

「……あれ？　ルウナ？」

　最後の最後で異変に気がついた。

　妹が何やらうつむいている。いや、あれは震えているのか？

「どうかした？」

　チェーンソーが気に入らなかったんだろうか？　魔法が存在するこの世界、機械を蔑視する者がいるということは知っているが……。

（まさかルウナはそれじゃないだろう）

　好きなら好き、嫌いなら嫌いとはっきり告げるタイプのはずだ。

　なのにどうして固まっているのか、俺が妹の真意を探ろうとすると、

「ふっ」

「ふっ？」

「ふふっ。ふふふ」

「くっ、くくく……くふっ、ははっ！」

「ははっ！　あはは！　あーーーーーーはっはははは!!」

「「「うわーーーーーーーっ!?」」」

　突然、妹が笑い声を上げてチェーンソーを振り回し始めた！

　範囲内にあるすべてがチュン！　チュン！　と高い音を立てて両断されていく！

『アオーーーーー!?』

　まだ残っていた魔物が声を上げて逃げ出していった。

　それを妹は追撃し、一刀のもとに斬り捨ててから振り返り、叫ぶ。

「やはり姉さまは素晴らしいです!!」

　その目には炎のような狂気が宿っていた。漆黒のオーラをゆらゆらと立ち昇らせながら、ルウナはチェーンソーを振り回し、また叫ぶ。

「この武器も本当に素晴らしいです!!」

　魅入られたように森の奥に分け入っていくルウナ。

　その眼前からたちまち消失していく、立木、茂み、森そのもの。

　どうやら俺は何かいけないものを目覚めさせてしまったようだ。目に入るすべてを切り刻む妹は、やはり常軌を逸しているようにしか見えない。

　しかし俺はそれを止めることができず、周りも手を出しかねていて──。

　結局、魔の森には戦せん姫きの笑い声が響き続けるのだった──。




「あーーーーーーーーはっはっはっはっはっはっは!!」
















幕まく間あい劇「科学の力と男の未来」




　多少の混乱もあるにはあったが、魔の森の開拓は概おおむね順調に進んでいった。

　木を伐きり、根を起こし、地面を均ならして道らしい道を延ばしていく。工兵たちの動きはさすがの一言で、この調子でいけば予定よりも早く開通が叶かなうとのことだった。

　街道として機能させるには、まだまだ多くの工程が必要になるわけだが──。

　ひとまずの目途が立ったので、俺は報告がてら、再び父の工房を訪れていた。

「そっか。それじゃあ、例の道具はローラの役に立ったんだね？」

「うん、それはもう間違いないよ。おかげで魔物の駆除も上手うまくいきそう」

「特に問題はなかったかな？　作ってすぐに実戦投入してしまったわけだけど」

「大丈夫……だと思うよ。ルウナが荒っぽく使っても壊れなかったし」

「出力は？　途中で機関が停止するようなことはなかった？」

「そっちの方も大丈夫。ブンブン唸うなってスパスパ魔物を切り裂いてたから」

　作業場の机を挟んで向かい合い、俺は父ウェリタスの質問に答えていた。

　開発者としてはやはり気になってはいたんだろう。結果はどうか？　故障はないか？　そういった質問が次から次へと投げかけられる。

　幸いにしてそれらすべてに良い答えを返すことができた。父の作ったチェーンソーは予想をはるかに上回る出来栄えで、ノックス・レギオンの団員だけでなく、この俺でさえ未いまだに驚きを隠せないくらいだった。

「いや、もう、あれは本当にすごい切れ味だったよ。材料がいいとは聞いてたけど、まさかあれほどの威力だなんて……」

「お褒めにあずかり恐悦至極。工房のとっておきを使った甲か斐いがあったよ」

「やっぱり、相当質のいい素材を使ってたんだ？」

「それはもちろんだとも。曲がりなりにも第一皇女に納める品だからね？　伝説級と言われるような素材も、惜しみなくふんだんに使わせてもらったよ」

「ひええ……!?」

　話を聞いただけで愕がく然ぜんとする。ちょっと領収書を見るのが怖くなってきたな……。

　父のことだから、そうおかしなことにはならないと思うが……。

「まあ、今回は『どこまでやれば通用するのか分からない相手』だったからね。データが揃そろえば、もっと安価な素材で量産できるようになると思うよ」

「ほっ」

「ただ……」

「ただ？」

「異常な切れ味に関しては、使い手の魔力が高かった、という理由が大きいと思うな」

「あ……」

　言われて初めて気がついた。

　そうだ、あれは俺がよく知るチェーンソーじゃないんだ。燃料ではなく、使用者の魔力によって動く魔導チェーンソー。機械的な見た目であるが、れっきとした魔法の道具、ある種の魔法の杖つえに他ならなかった。

「僕たちも試運転はしてみたけど、とても君が言うような威力は出せなかったよ」

「あ、あの、えと、ええっと……」

「ああ、そんなに困った顔をしないで。責めるつもりじゃないんだ」

　戸惑う俺に対し、父はくすっと笑って話を続けた。

「多分、そうなるとは分かっていたんだ。男は魔力が弱く、女は魔力が強い、それがこの世界の法則だからね。それはもう、仕方のないことだよ」

　半ば諦めたようにウェリタスは語る。そう、彼の言う通り、この世界には厳然たる魔力格差というものが存在している。それは女尊男卑の価値観の根拠にもなっていて、個人の資質や鍛錬、そういったものでは覆せないほど絶対的な差として男女を隔てていた。

　王配である父がここで工房主をやっているのも同じ理由からだ。魔力が弱い男は宮廷政治に関わる資格なし。食くい扶ぶ持ちは用意するからあとは勝手に生きるといい。そこまであからさまではないだろうが、大体はそんなところだろう。

　前世の日本、いや、世界でも似たような風潮があったとは聞くが、いざ実例を目にすると何度でも息が詰まるような心地がしていた。

「本当はこの道具も魔力に頼らず作りたかったんだけどね。実用性のことを考えると、どうしても魔道具として仕上げてしまうんだ」

　量産試作品だろう、新しいチェーンソーを取り出してウェリタスは言った。

　自分が作りたいのはこれじゃない。似て非なる道具なのだと。

「男でも女でも使え、性差にかかわらず同じ効果を発揮する道具。口で言うのは簡単だけど、実際に作るのは大変だよね」

　力なく笑うウェリタス。いつもより弱々しく見える彼に、俺は──。

「いや！　そんなことないよ！」

「……ローラ？」

「父さんの考え方は間違ってない。きっとそんな道具が作れる日が来るよ！」

　身を乗り出し、力強い口調で断言する。科学万能の世界で生まれた俺には、父が夢見るものが絵空事ではないことが分かっていた。

「エンジンは燃料式に切り替えることができるし、チェーンソーそのものは電気で動かすこともできるだろうし……」

「それを加工する機械だって、魔力に頼らず動かすことができるんだよ？」

「油圧とかてこの原理とか、そういうものを、こう、上手く組み合わせてさ！」

　身振り手振りを交えて盛大に演説をぶってしまった。

　周りにいた職人イケメンたちがギョッとした顔でこちらを見ている。向かいにいるウェリタスも、何やらぽかんとした顔で俺のことを見つめていた。

（う……ちょっと急すぎたか？）

　なんでお前はそんなことを知っているんだ？　と聞かれるとちょっと辛つらい。

　これまでも調子に乗って色々なことを教えてきたからな……。

　その時は誤ご魔ま化かせていたけど、いよいよ踏み込んだことを聞かれそうだ。

（どう答えるべきかな……？）

　身構える俺に──。

　しかし、ウェリタスたちは意外にも寛容な態度を見せていた。

「うん、そうだね。ローラの言う通りだ」

「俺たちにもまだまだできることはありますよ！」

「技術というものの可能性は、きっと私たちが思う以上に深いのでしょうね」

「もっともっと頑張らないといけませんね！」

　盛り上がる父たちに対し、今度は俺が唖あ然ぜんとする番だった。

（もしかして、みんな大して気にしてない？）

　それにしては何やら様子が変にも見えるが……。

「大丈夫だよ、ローラ。みんな君のことは信頼しているから」

「うう……？」

「詮索するつもりもないよ。それがどこから出てきた情報か、なんてね」

　穏やかな目をしてウェリタスは笑った。まるですべてを見透かされているようで、俺はまた落ち着かない気分になってしまう。

（いっそのこと、もう全部打ち明けてみるか？）

　そんな考えも湧いて出てきたが、

（いやいや！　急激な変化は得てして歪ゆがみをもたらすものだ！）

　そう思い直し、慌ててぶるぶると頭を振った。

　前世の知識を伝えはするが、それはこれまで通り「既存の技術に付け足す」程度に留とどめるべきだろう。そう結論付けた俺の前で、ウェリタスたちは「よーし！」と明るく前向きな態度を見せていた。

「それじゃあ、僕はこれの改良を続けようかな」

「俺は機関部の設計を続けますよ。他にも使えるものがないか考えてみます」

「私は油圧についてもう少し研究を続けて……」

「ぼ、ぼくは納品の仕事があるのでそっちを頑張ります！」

　にわかに活気づくウェリタスの工房。この職業夫人の集団の中で、女である俺は明らかに異端な存在だった。

（ここは何も言わずに静かに去ろう）

　ふっと笑ってフードをかぶる。この調子なら個人の魔力に頼らない道具、その開発や実験も上手いように進んでいくだろう。

　これまでも一歩一歩、着実に進んできた人たちだ。その手腕に期待しつつ、俺は微笑ほほえみながら父の工房をあとにしようとして──。

「って、えええええええええええっ!?」

　ちょっと目を離した隙に……!!

　父さんが死にかけている!!　チェーンソーの下敷きになってしまっている!!

「なんでこんなことになってるの……!?」

　慌てて父を抱き起こす俺。わずか数秒で結構なダメージを受けていたのか、ウェリタスは青い顔で若干口から血を吐いていた。

「いやあ、思ったより重くって」

　そう父は言うが……それにしたって貧弱にも程があるだろう。

「いやいや、心配ないよ。ほら、こんなに元気いっぱい、だか、ら」

「言ってるそばから倒れないで！」

　貧血を起こしたのか、父は虚勢を張るなりそのままの姿勢で倒れてしまった。

　やはり危ういな。見ているだけで不安になってくるような人だ。

（新技術の開発もいいけれど）

　まずは体力づくりの方が先なのでは？　と、思わずにはいられない一幕だった。







幕まく間あい劇「もうひとつのオーダー」




　また別の日、俺は父ウェリタスの工房へとやってきていた。

　目的はチェーンソーの性能報告や意見書の配達。それに加え、プライベートな案件をひとつだけ鞄かばんに紛れさせている。

（プライベートと言えばプライベートだけど）

　どちらかと言えばこちらが本命のような気がしないでもない。

　なにせこれは──。

「おっとと」

　考え事をして行き過ぎるところだった。いつものイケメンたちに挨拶をして、早速俺は工房の奥へと向かう。そこではウェリタスが魔導エンジンを調整していて、俺の姿を認めると工具を置いてにこりと笑った。

「やあ、ローラ。いらっしゃい」

「うん。また来たよ、父さん」

　こちらも微笑み、俺は差し出された椅子に腰を下ろして鞄を置いた。そこから書類を渡していくと、ウェリタスはさすがの優秀さでそれに素早く目を通していった。

「ふむふむ。もう少し大きいものと小さいものが欲しい、と」

「特に大きい方を欲しがってたよ。もっと威力や刃渡りが欲しいんだって」

「さすがノックス・レギオンだね。普通は取り回しの良さが求められるんだけど」

「あの軍団に限っては、ほとんど全員パワー・イズ・ジャスティスだからね」

「頼もしいと言えばいいのかな？」

「どうだろ」

　苦笑し合う俺たち。あの軍団の兵士たちのことを思い出しながら、しかし、すぐにその団長のことを思い出して相談した。

「そういえばルウナがちょっと危なっかしいんだ」

「危ない？　どんな風に？」

「あの体でチェーンソーを振り回すでしょ？　なんかたまに足元がふらついているように見えて……」

　それは間違いなく事実だった。そもそも成人用、軍人用に発注しただけあって初期タイプは未成年には大きい。それをぶんぶん振って使うため、見ようによってはルウナがチェーンソーに振り回されているようにも見える。

「もうちょっと、あの子に適したものがあればいいんだけど……」

　急にこのようなことを言われても困るだろうか？　相談したあとで少し心配になってしまったが、幸い、父の引き出しは常人のそれとは違っていた。

「ルウナ姫殿下の専用チェーンソー。なるほど、それは確かに必要だろうね。おそらく土木工事よりも戦闘に使いたがるタイプだろうから……」

　スケッチブックを取り出すウェリタス。そこには様々なアイデアが描かれていて、そのうちのふたつを彼は広げて見せて言った。

「うん。この剣状か杖つえ状が最適だろうね」

「杖？　チェーンソーをロッドにしちゃうの？」

「子どもがよく振って遊んでいるだろう？　あの『魔法の杖』のようにするのさ」

「ず、随分と物騒なおもちゃになりそうだけど……」

　穏やかに微笑む父は至って真面目なようだ。近々完成するだろうチェーンソーロッドに、俺は早くも背筋をぶるりと震わせるのだった。

「大きいものと小さいものはすぐにできると思うよ」

「すごいね。相変わらず仕事が早いや」

「というより、もう作ってあるんだ」

「もう!?」

「なんだか興が乗っちゃってね。色々試作してみたんだ」

「ひえええ……!?」

　真に才能ある人とはこういった手合いのことを言うのだろう。

　我が父に畏敬の念すら覚えた俺は、同時に「この人しかいない」という強い気持ちも固めていた。鞄を引き寄せ、そこに入っていた最後の資料を掴つかむ。

「あの、さ」

「なんだい、ローラ？」

「そんな父さんを見込んで、作ってもらいたいものがあるんだけど……」

　いよいよプライベートの案件を取り出す俺。その資料に書かれた部外秘の文字に、ウェリタスはわずかに驚きの表情を見せるのだった。







第三章「悲願、念願の温泉旅行！」
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　ある日、俺は「非情な現実」に気がついてしまった。

　俺の生活を根幹から揺るがしかねない、残酷で、しかし避けようのない厳然たる未来。

　それを否定しようとして何度もカレンダーに指を添わせる。だけど現実は動かしがたく、俺はただ短く声を上げることしかできなかった。

「いかん……!!　これはいかんぞ……!!」

「何がいけないのです？」

　専用のデスクに座ったまま秘書官がたずねてくる。

　彼女はまだ気づいていないんだ。何が問題なのかも分かっちゃいない。

　こんな時は彼女の冷静さを恨めしく感じる。そんな自分に嫌悪をしつつ、俺は卓上カレンダーを手に取って秘書官に示した。

「メモリア。これを見てくれ」

「はい」

「何か気づいたことはないか？　ささいなことでも構わないんだが」

「もうすぐ五月が終わりますね」

「そう！」

「来月には鎮魂祭が待っています。これからますます忙しくなりますよ」

「そうだよ!!」

　涙を流して大きくうなずく。そこまで分かっていながら、肝心の部分は分かってなさそうな少女に、俺は補足するように話を続けた。

「なあ、メモリア。ここ最近、仕事、仕事の毎日だったろ？」

「ええ、まあ」

「休みは週に一度の安息日。それも来客やら何やらで結局潰れてしまっていた」

「それはまあ、そうですね」

「最近は妹がべったりだし、やっぱりスケジュールに空きはないし」

「結局、何が言いたいのです？」

　いきなりメモリアが核心部分に斬り込んできた。

　いかにも彼女らしいやり方じゃないか。無駄を省き、効率を重視する秘書官殿のことだ。さっさとこの回りくどい話を終わらせようとしているのだろう。

　それは俺にも分かっている。分かってはいるのだが、どうにも話を切り出す勇気が湧いてこなくて──。

（ええい！）

　こんな姿勢じゃ駄目だ！　もっと前向きに話を進めないと！

　俺は帝国の第一皇女、次期皇帝の呼び声も高いアウローラ姫殿下なんだ！

　側近相手に尻込みをしている場合じゃない！　言いたいことがあるなら、思い切ってズバッと端的に切り出さないと！

（よし！　言うぞ！　言うぞ!!）

　パンパンと頬ほおを叩たたいてやる気を燃やす。

　依然として怪け訝げんそうな顔を見せるメモリアに──。

　俺は力強く、堂々とした態度で言い放った！

「最近、まとまった休みが取れて、ない、かな～、って」

　氷のような視線を受け、俺の言葉は尻すぼみになってしまった。

　ま、まあ、言いたいことはちゃんと言えたから大丈夫だろう、うん！

　そういうことにしておいて、俺は秘書官殿の反応をうかがうことにした。

「まとまった休み、ですか？」

　口元に手を当てて、何やら思案げな顔を見せているメモリア。

　まだ油断はできそうにない。ここからお説教に繋つながるパターンを、俺はもう何度も何度も経験しているんだ。ここで気を緩めることはできないが、

「この時期に何日にもわたるお休みですか」

（うう……!!）

　メモリアの目が冷たい……!!

　い、いや、でも、ここから挽ばん回かいできる可能性も無なきにしも非あらずで、

「まだ仕事が残っているのに、どこか遠くへ遊びに行きたいと？」

（ああっ!?）

　これはどうも駄目みたいですね。完全に脈なしのルートに突入しました。

　薄々こうなるとは分かってはいたが、やっぱりこうなってしまったのか……。

　しょんぼりと肩を落とす俺は、降参とばかりに力なく両手を上げていた。

「分かった。分かったよ。変なこと言って悪かった」

　魔の森の開拓は順調だけど、まだ鉱山の管理が残っているもんな……。

（新区画、貿易港と、厄介な事案が立て続けに起きたことだし）

　きっと新しい鉱山とやらも、何かトラブルを抱えているはずで──。

「構いませんよ」

「え？」

「まとまった休暇が取りたいのですよね？　それはまったく構いませんよ」

「えっ？　えっ!?」

　予想外の答えに挙動不審な動きを見せてしまった。

　しかしメモリアは少しも動じず、淡々とした口調で休みについての話を続ける。

「調べてみたところ、譲渡された鉱山にはいささかの問題も見られませんでした。管理運営は順調そのもので、魔石や鉱石の埋蔵量も類を見ないほどに潤沢。今さら私たちが何かをする必要などないのですよ」

「いや、だけど、実際はどうなのかまだ分からないし」

「さすがに私も学びました。事前に入念な調査を行いましたよ」

「そ、その結果は？」

「やはり優良と言えるでしょう。姫様は良い鉱山を譲っていただけましたね」

「ええええ……!?」

　か細い声が口から漏れる。まさかという気持ちが腹の奥底から湧いて出てくる。

（だって、相手はあの女帝なんだぞ!?）

　艱かん難なん辛しん苦くを俺に与え、苦しむ様子をにやにや笑いで眺めるような人だ。

　彼女に限れば都合のいい話なんてありはしない。ぬか喜びをさせておいて、実は地獄が待っていたという展開でも俺は別に驚いたりはしないんだ。

「もしかしたら、その情報が丸ごと罠わなって可能性もあるし！」

「少し落ち着いてください」

「ぐえっ」

　念動力で襟を掴まれてうめき声を上げる。

　いつもの「ステイ」で止まった俺に、メモリアは諭すように更に言葉を重ねてきた。

「先ほど言った通り、来月には鎮魂祭という重要な祭事が控えています。そこで失態を演じないためにも、ここで一度、しっかりと骨休めをした方がいいと思いますよ？」

「うーん、言いたいことは分かるんだけど……」

「やはり鉱山のことが気になりますか？」

「そりゃまあ、ねえ？」

　こうもすんなり許可が下りると、かえって不安な気持ちが募るというものだ。

　休みたいには休みたいが、はてさて、一体どうしたものか──。

「そこまで気になるなら、一度視察に行かれてみては？」

「やっぱそういう話になるよなあ」

　諦めたように大きくため息をつく俺。しかしメモリアは、なぜか慌てた様子で両手をふるふると振り始めた。

「ああ、いえいえ、そういうことではなくてですね？　視察は視察ですが、休暇も兼ねた視察はいかがですか？　と言いたかったのです」

「休暇も兼ねた視察？　鉱山に？」

　それはまた味気のないバケーションになりそうだな。

　むき出しの岩盤、口を開けた坑道、ポンプからは土砂混じりの地下水が延々と排出され、作業場には鉱石を仕分ける女たちがすすけた顔で並んでいて──。

「あんまり休めそうにないなあ」

　またもため息をつく俺に、メモリアはくすりと微笑ほほえむのだった。

「やはりご存ぞん知じないようですね？」

「え？　どういうこと？」

「あの場所は帝国有数の鉱山地帯ではありますが」

「うん」

「同時に、知る人ぞ知る秘湯の地でもあるのですよ？」

「ええっ!?」

「疲れを癒いやし、英気を養うにはうってつけの場所と言えましょう。無論、姫様が嫌と言うなら別のプランを考えてみますが」

「いやいやいや！　そんなことないよ！　わたし、温泉大好き!!」

　混乱のあまり一人称が「わたし」になってしまったな……。

　いや、しかし、それも仕方ないほどの僥倖ビツグニユースだ！　まさかこの時期に温泉に行けるだなんて、願ってもみなかった幸運というものだろう。

（まだ油断はできないけど……）

　ここはあえて楽観的に考えようじゃないか！

　大祭の前の一休み、俺はそれを全力で楽しむつもりになっていた。

「よーし！　それじゃ、今週末は温泉に行くぞーっ!!」

　温泉に浸つかって、のんびり景色を楽しんで、

「これまでの疲れを、きれいさっぱり消し去るぞーーーっ!!」

　そのためにも、いまの仕事は片づけなければならない。俺は微笑むメモリアに見守られながら、バリバリと音を立てて書類の山を減らしていくのだった。




　　　　‐２‐




　帝都から北へ向かっておよそ半日。夜を跨またぎ、長く飛行船で揺られた先に、その圧巻とも言える景色は広がっていた。

　東西に長く連なる山脈。植生豊かで牧畜の姿も見える高原。それを縫うように走っているのが、いわゆる渓流というものだろうか？　ごうごうと音を立てて流れる川は、この山々に豊かな水源があることをうかがわせた。

　澄んだ空気のためなのか、この一帯には魔獣や魔鳥の気配もない。ただただ青い空と、うっすらと雪をかぶった連峰が広がるばかりだ。

　まるで避暑地のような光景だ。本当にここに鉱山があるのだろうか？　その疑問に答えるように、やがて山の景色は人工物のあるものへと変わっていく。

「姫様、あれが例の鉱山ですよ」

　展望室でメモリアが遠くを指し示す。

「思った以上に綺き麗れいなところですね」

　隣にいた親衛隊長ベラが感心したようにううむと唸うなった。

「この辺りは『神宿る山』とも言われていますからね～。極力、汚さないようにしているのだと思いますよ～？」

　いつもの解説は導師であるソフィアの役目だった。

　それぞれ違う反応を見せる同行者たち。彼女らの言葉にうんうんとうなずきながら、俺は悠然と眼下の景色を眺め続ける。鉱山がある。比較的大きな街がある。高原や清流、麓へ続く道もあり、しかし、肝心要のものだけが見えてこない。

　まだか？　まだか？　逸はやる心を落ち着かせ、そのまま一分、二分と待ち続けると──。

　やがてその聖域は俺たちの前に姿を見せた。

「「「おお～……!!」」」

　立ち上る煙の中、棚田状の温泉が山肌に沿って連なっているのが見えた。

　その上には神殿のような建物が見える。山裾には湯気の立つ川のようなものも流れている。小さいながらも温泉街のようなものもある。大小様々な温泉で、年頃の少女たちが肌もあらわに戯れているのも見える。

　それを確認した俺は、ゆっくりと展望室を離れると──。

　客室に戻り、きちんと扉を閉めてからこう叫んだ。




「やったあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　すうと息を吸い、もう一度叫ぶ。




「やったぞおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　もう何度だって叫びたい気分だった。どうなることかと思っていたが、まさかこれほど素敵で素晴らしい場所が待っていたとは……!!

「ありがとう、ありがとう……!!」

「泣かないでくださいよ」

　ついてきていたメモリアに困惑顔をさせてしまった。どうも情緒が不安定になっているみたいだな。少しだけ反省しつつ、しかし興奮が収まらない俺は、この場所を薦めてくれた秘書官殿の手をギュッと強く握って言った。

「ありがとう、ありがとう……!!」

「だから泣かないでください！」

「あだっ!?」

　ごつんと頭突きをされ、さすがの俺も正気に戻っていった。

　いや、ちょっとテンションがおかしくなっていたな。久しぶりの連休、久しぶりの行楽とはいえ、少し気が緩み過ぎていたみたいだ。

「休暇ではありますが、半分は公務としてここに来たのですからね？　そのようにおかしな態度を人に見せてはいけませんよ？」

「はーい」

「羽目を外しすぎてもいけませんからね？　あくまで皇族として、第一皇女の名に恥じない振る舞いを心がけてくださいね？」

「うんうん。うんうん」

　にこにこ笑顔の俺に、メモリアはそこはかとなく不安を感じているようだが──。

　経験上、ここで言っても仕方ないと判断したのだろう。彼女は小さくため息をつくと、気を取り直すように眼鏡めがねをくいっと上げるのだった。

「まあ、まずは現地に着いてからですね。もう到着するとは思いますが」

　そう言って窓の外に目を向けるメモリア。彼女の言う通り、すでに飛行船は発着場の上空に停止しているようだ。かと思えばすぐにも下降が開始されて、景色はゆるゆると下から上へと流れていった。

「さっ、準備を始めましょう。先方はすでに待機しているはずですよ」

「先方……この辺りの鉱山主だっけ？」

「正確には鉱山も含めた一帯の取りまとめ役ですね。貴族ではないのですが、下手な貴族よりも余程力を持っていますよ」

「いわゆる大地主というやつなのか？」

「それとはまた違いますよ。ここは皇帝直轄領の一部なので、どちらかと言えば彼女の立場は代官のようなものであって」

「こら！　間違うな！　ここはもう女帝の直轄領ではないのだぞ!?」

「ああ、そうでした。正確にはもう姫様に譲渡された土地で……」

「………………」

「………………」

「「…………うん？」」

　違和感に揃そろって動きを止める。ここには俺たちしかいないはずなのに、途中から誰かが会話に参加しているような……。

「って、うわっ!?　ルウナ!?」

「い、いつからそちらに!?」

「つい先ほどだが？」

　いつの間にか、俺たちの間には小柄な第二皇女の姿があった。

　おそらくではあるが、話を始めたと同時にスッと入り込んできたのだろう。

　いや、そうじゃないと困る！　先ほどの大絶叫を聞かれていたら大いに困る！

「あ、あの、ルウナ、さん？」

「なんですか、姉さま？」

「特におかしなものとかは……見てないよね？」

「ええ。別段、そのようなものは見ておりませんが」

「自分の目を疑うようなものも……？」

「見ておりません。先ほども言いましたが、わたしはここに来たばかりですので」

　その言葉に俺とメモリアは「はああああ」と大きな息をはいた。

　幸いにして俺のイメージをぶち壊すシーンは見ていなかったみたいだ。思い返せば自分でもどうかなというはっちゃけぶりだったからな……。

「見られてなくて本当に良かった……!!」

「そう思うなら少しは乱心を控えてください！」

　小声でメモリアに注意される俺。それをきょとんと見つめるルウナ。何ともいたたまれない空間は、しかし、すぐにも妹の手によって破られるのだった。

「それはそうと姉さま」

「な、何かな？」

「姉さまは見ましたか？　あの絶景、あの雄大な山々を」

「ああ、うん。見た見た。凄すごかったよね？」

「はい！　まさに霊峰、神々の座に相応ふさわしいだけの貫かん禄ろくがありました！」

　美しさではなく威厳や風格に目が向くところ、そこがルウナらしいなと思いつつ、俺は興奮気味の妹に対してうなずいた。

「何と言っても大陸一の山脈だからね。その肩書きは伊達だてじゃないよ」

「大陸一の山脈……!!　響きからして素晴らしいです……!!」

「まあ、いま見えているのはほんの一部分だけだけど」

「それでも十分です！　この感動は変わりません！」

　今度はジーンと胸を震わせるルウナ。感受性が高いというか何というか、相変わらず感情の起伏が激しい妹である。黒き戦せん姫き、いまは情熱家とも言える少女は、今度は腕を組んで大きくうんうんと納得をしていた。

「神宿る山、ペルフェス。ここは実に姉さまに相応しい領地と言えましょう」

「そ、そうかな。そうなの？」

「そうですとも！　少なくとも女帝の支配下にあるより千倍マシです！」

「うわーっ!?　わああーっ!?」

「遅くなってしまいましたが、領地の切り取り、おめでとうございます。このまま女帝のすべてを奪い取ってやりましょうね♪」

「朗らかな笑顔で物騒なことを言うんじゃない……!!」

　ルウナに比べて俺の声は蚊の鳴くような声だった。

　女帝の耳はどこにでもある。いつどこで何を聞かれているのか分かったものじゃないからな……自然とおののく俺に対し、妹はどこまでも豪胆だった。

「さあ、船の接舷も済んだようです。件くだんの代官とやらに会いに行きましょう！」

「えっ？　ええと……？」

「つい先日まで女帝の配下だった者ですからね。いまの主人は誰なのか、腹の底から分からせてやろうではありませんか！」

　そう言うや否や、ルウナはふんふんと鼻息も荒く退室していった。

　あとに残されたのは唖あ然ぜんとする俺たちだけだ。にわかに騒がしくなってきた気配を感じながら、それでも俺が動けずにいると──。

　隣のメモリアがぽつんとつぶやくように問いかけてきた。

「あの……今さらではありますが……」

「なに……？」

「姫様のご公務に、なぜ妹君が同行されているのでしょう……？」

「魔の森では頑張ってくれたし……それに……」

「それに……？」

「置いていくと軍団ごと追いかけてきそうだから……」

「そうですか……」

「そうだよ……」

　ルウナという嵐に巻き込まれ、すっかり気が抜かれてしまった俺たちは、呆ほうけたような表情で揃って窓の外を眺めるのだった。




（って、いかんいかん！）

　数分後、我に返った俺は早足でスロープの上を歩いていた。

　傍かたわらには秘書官の姿が、そして前方の広場には親衛隊や団員たちの姿がある。

　すっかり待たせてしまったようだ。全部合わせて五百名ほど、選よりすぐりの軍人、武人が背筋を伸ばして整列していた。

　最後にゆっくり現れるのは、いかにも王侯貴族らしい行動と言えるが、

（そんな趣味、俺にはないしなあ）

　わずかに焦りを感じつつ、俺は地上へ続く階段を一気に駆け下りていくのだった。

「お待ちしておりました、姫様」

「無事、目的地に到着しましたね～？」

「だね。何事もなくて良かったよ」

「空賊と言いますか、不届き者が現れるかもと警戒していたのですが」

「い、いやあ、そこは心配いらなかったんじゃないかな？」

　ちらりと後ろを振り返ってみる。そこには軍艦と見み紛まがうような見事な船と、それを空に浮かべるための気球、魔道具などが係留されていた。

　元の世界にあった飛行船よりも随分と厳いかめしい印象だ。船体には帝国の紋章が大きく描かれていることもあり、これを襲うには余程の覚悟と準備が必要に思えた。

　少なくとも野盗風情が気まぐれで襲撃できるものではない。魔物の生息域も近場にはなく、今回は特に安全な航路を進んだはずだった。

　俺なんかは、のん気に景色を楽しんでいたほどだったが──。

　しかしベラやソフィアの表情は晴れない。姉やたちは俺の耳元に顔を寄せると、人目をはばかるようにして小さな声で警告をしてきた。

「姫様、あまり油断はされませんように」

「姫様は邪教徒狩り、大悪魔狩りの英雄になりましたからね～」

「その姫様に手をかけ、帝国の威信を貶おとしめようという輩やからは増えたかと」

「あ……!?」

　思わず口に手を当てて驚いてしまった。

　言われてみればそうだ。先の功績で俺の価値はグッと高まってしまっている。

　以前から暗殺、襲撃の危険はあったが、これから先はそれがますます激しくなっていくのだろうか？

「で、でもさ。開拓事業の際は特に何も起きなかったけど」

「それは軍団規模だったからですよ～」

「いくら凶手とはいえ、一万超の精鋭はさすがに避けて通りますよ」

「う、うう……!!」

　ここで初めて焦りの感情が浮かんできた。

　考えてみれば遠出をするのもこれが久々の出来事だ。反帝国主義者には絶好の機会であり、ここを逃すような者はそもそも皇女なんて狙わないだろう。

　言わば俺は致命的な隙を見せてしまった子ウサギだ。その柔らかな肉を狙い、霊峰ペルフェスに凶手が集ってしまうのか……!?

「姉さま、気づかれましたか？」

「ひえっ!?　な、何をかな？」

「出迎えの者たちです。何やら異様な気配を発していますが」

「えええ……!?」

　見れば、確かに広場の端に奇妙な集団が何かを持って立っていた。

　あれは短めのこん棒だろうか？　布を抱えている者もいるが、ここからではいまいち詳細が見えてこない。全員がうつむいているのは臣下の礼なのか殺意の隠蔽なのか。ルウナの言う通り、異様な気配、籠った熱のようなものが離れていても感じられた。

「な、何だか妙ですね。話しかけても無反応でしたし」

「ルシオラ。もう挨拶してきたの？」

「それが秘書官の役目と思ったんですが……」

　主人の小さな体越しに、少女は集団をうかがったかと思うと、

「わーっ!?　やっぱり彫像みたいですーっ!!」

　すぐに泣き声を上げて団員たちの方へと逃げていった。

　いざという時は屈強な兵士に守ってもらおうというのだろう。小市民らしくちゃっかりとしたところを、しかし、誰も責めるようなことはしなかった。

（さて……）

　ここはどうしたものか。常識で考えればあれは出迎えの集団で、その先頭に立っているのが代表の代官だと思えるのだが。

（代官に化けた鉄砲玉だと笑い話にもできないしな）

　近づいたところで猛ダッシュ！　隠し持ったナイフでぐさりという展開になる。

　過去にそういった事件があったこともあり、俺がわずかに思案していると、

「あのう」

「うん？」

「アウローラ姫殿下でございますか？」

「あなた様が邪教徒殺し、悪魔殺しの皇女様で？」

「別に殺したわけじゃないけど……」

　いつの間にか小間使いらしき少女がふたり、近づいてきていた。

　厳戒態勢の中、物もの怖おじしない彼女らは確認するように俺の顔を見ている。

「やっぱり」

「肖像画で見た皇女様そっくりだよ」

「彫像ともそっくりだよね」

　ひそひそとささやき合う少女たち。彼女らが集団の方へと駆けていき、うつむく女たちに何やら耳打ちしたかと思うと──。

　まるで風船が膨らむように、一気に異様な空気が膨張していった!!

「な、なんだ!?」

「姫様、気を引き締めてください！」

「メモリアちゃんはわたしの後ろに～！」

　集団に触発され、こちらの陣営も臨戦態勢に移行していった。

　すぐさま剣を抜く戦士たち。魔法陣を展開し、即時応戦しようと構える魔術師たち。

　破裂しそうな空気の中、しかし集団は怯ひるむことなく、手に持つ棒や布を振り上げたかと思うと──。

「「「熱烈歓迎アウローラ姫殿下!!」」」

　感極まった声でそう叫ぶのだった。

「……ふあっ!?」

　数拍遅れて俺の口から変な声が漏れた。

　周りのみんなはギョッとした表情で固まってしまっている。

　唯一自由なのは例の集団、百人ほどの女たちだけであり、そちらはそちらでくしゃくしゃになった顔で何度も大声を張り上げていた。

「うあ、うあああああーーーーっ!!」

「やったー!!　やったぞー!!　遂ついに姫様がこの地に来られたー!!」

「苦節十余年、何度この日を夢見たことか……!!」

「新帝国万歳！　アウローラ姫殿下、万歳！」

　棒と思ったのはサイリウムのような魔道具で、布と思ったのは熱烈歓迎の文字が記された横断幕だった。女たちの中には気絶した者、感極まって泣き崩れる者も多くいて、発着場の広場は先ほどとはまた違った熱気に包まれていた。

　とはいえ、こちらは俺にも覚えがあった。これはあれだ。アイドルのコンサート会場みたいなものだ。俺が定期的に行っているバルコニーでのお披ひ露ろ目め、そこから見える景色に目の前の光景が重なって見えた。

「何やら様子がおかしいが……」

「ここにいるみんな、姫様のファンということでしょうか～？」

「おそらくそうだと思いますよ」

「メモリア」

「この地域は根強いアウローラ派の拠点ですからね。ファンの集いも度々開かれていると聞きましたし、出迎えの時点でこうなるだろうとは予想していました」

「それならそうと言っておいて欲しかったんだけど？」

「実際はどうなのか分かりませんでしたし。警護や安全のことも考え、まずは様子見をしようと考えておりました」

「なるほど……」

　ずっと黙っていたと思ったら、抜け目なく相手を観察していたというわけだ。

　皇女の懐刀と呼ぶに相応ふさわしい言動に、俺だけでなくベラやソフィア、ルウナやルシオラさえも目を丸くして感心していた。

「あれが演技という可能性もありますが」

「さすがにそれはないだろう。あの様子は間違いなくガチ勢だよ」

「わたしもそう思います！」

「何やら親近感が湧いてきますね」

　元祖ガチ勢たちがにこにこと笑いながら太鼓判を押した。

　異様な熱気も蓋を開ければファンの熱気と分かったわけで、先ほどまであった剣けん呑のんな空気はいつの間にか霧散してしまっていた。

　集団の方も過度の昂たかぶりが収まったのだろう。未いまだにぐすぐすと洟はなをすすってはいるが、比較的まともに見える人物がハンカチを畳みながら近づいてきていた。

「そこで一度止まれ」

「はい」

「あなたが代表の方ですか～？」

「ええ。この一帯を任されている統領でございます」

　素直に片膝をつき、長い髪を垂らして深く頭を下げる女性。

　三十代半ば、脂の乗ったやり手といった印象だ。領主にも通じる聡そう明めいさが感じられ、しかし腰帯に「姫様うちわ」を挟んでいる水色髪の女は、にこりと柔らかく微笑ほほえんでから俺に向かって名乗りを始めた。

「あなた様が生の姫殿下」

「なま？」

「ああ、いえいえ、アウローラ姫殿下でありますね？　わたくしは代々この地を仕切る家の当主。二十七代目のクリスティアでございます」

「ははあ、クリスティアさん」

「ありがたき幸せ」

「何が!?」

　いきなり鼻血を出されたぞ……違う意味で大丈夫かこの女。

「失礼。早くも名を呼ばれるという幸運に耐えられませんでした」

「「「ずるーーーーーい!!」」」

「はっはっはっ。これが統領の役得というものでございますな」

　配下の文句をさらりと流し、流血しているのにつやつや輝く顔でクリスティアなる統領女は続ける。

「ペルフェスに住まう一同、首を長くしてお待ちしておりました。いまやこの一帯はすべてがアウローラ姫殿下のもの。何もかもをご意向のままにいたしましょう」

「それは助かるけど……何だか妙に話が早いね？」

「この山は古くから尊き者かわいい子を崇あがめる文化がありますゆえ。姫殿下の管理下に入るのはむしろご褒美、我らの本願でありました」

　爽やかな顔でおかしなことを言わないで欲しいな。統領の背後からは「尊い」「尊い」という声も聞こえてきて、俺は思わず引きつった笑みを浮かべてしまう。

　しかしクリスティアはそれさえ目め聡ざとく見つけてしまい、安心させるようにやはり柔らかく微笑ほほえむのだった。

「難しく考える必要はありませんよ。わたくしたちは喜びと共にあなた様にお仕えします。それを知っていてくださるだけで良いのです」

「うーん、言わんとすることは分かるけど」

「こちらからは何も求めませんので。ただ、ご尊顔を拝した際、気を失ったり祈りを捧ささげたりするのを許していただきたいだけで」

「それはちょっと難しいかなあ……」

　まるで現あら人ひと神がみのような扱いに、ついつい真顔で返してしまう俺であった。

「まあいいや。挨拶はこれくらいで仕事に移ろう」

「かしこまりました。では、早速館の方に移動していただいて」

「その前にね。まず聞いておきたいことがあるんだけど」

「はい。なんでしょうか？」

「この鉱山、問題は抱えていないよね？」

「それはもちろんです。経営はもちろん、人口の管理も順調ですよ」

「成果を偽装しているとか、密輸に関わっているとかはないよね？」

「無論です。むしろそういった手合いを出さないように気を配っております」

「鉱山の奥に封印された魔神がいたりだとか、過度の開発で山の神を怒らせたりだとか、統領の一族の中に反帝国主義の人間が隠れていたりだとか」

「何か過去に嫌なことでもあったのですか？」

　ここでノーと言えないのが俺の人生の辛つらいところだな……。

　ともあれ、その口ぶりや整った環境、従者が着ている服などを見れば自おのずと多くが分かるものだ。メモリアの説明にもあった通り、ここは超が付くほどの優良な領地。その一点だけは真実と見て間違いはないだろう。

　となれば、あとは温泉を楽しむだけなんだが、

（いやいや！）

　緩みかけた気分を締め直す。これはあくまで休暇を兼ねた公務！　新たな領主として、やるべきことはきちんとやらねば面目が立つまい！

　表情もキリリと整えて、俺は家臣を伴い、いざ視察へ乗り出そうとして、

「ところで姫殿下」

「何かな？」

「この喜ばしい日、歓待の準備はできておりますゆえ」

「歓待？　歓待というと？」

「この地が誇る至高の泉に、やはりこの地が誇る麗しき宝玉を揃そろえております」

「うん……それで？」

「姫殿下が望むのであれば、そちらの浴場を自由に使っていただいても」

「詳しい話を聞こうか？」

「姫様ッ!!」

　気がつくと頭に角を生やしたメモリアに腕を引かれていた。

　神の宿る山、霊峰ペルフェス。ここは確かに豊かで実りの多い土地なのだろうが──。

　その分誘惑も多く、俺を引きつけて止やまない楽園でもあるのだった。
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　結果から言えば驚くほどに何もなかった。

　もちろん鉱山の視察のことだ。俺が手に入れた新しい領地、良質な魔石を多く産出する山々は、事前に読んだ資料の通りに安全かつ効率的な採掘がされていた。

　無理な開発は絶対にしない！　鉱員、作業員にも無む茶ちやをさせない！　鉱山間の道路は余裕を持って整えておく！　環境にも配慮し、湖や川の水を無闇やたらと汚さない！

（なんだこれ、完璧か……？）

　少なくとも欠点や問題点は見当たらない。

　俺が恐れていた「実はこんな事情がありまして」なんて暴露も存在しない。

　やはり何もなかった。俺が何かをする必要はまるでなかった。鉱山の管理運営はクリスティアがきちんとやり遂げていた!!

（やったーーーーーーーーーーーーーっ!!）

　やったぞ！　久しぶりにスムーズに視察を終えられた！

　俺が何かをしようとすると、いっつも事件やトラブルが起きるからな……。

（暗殺者の襲撃くらいは覚悟したけど）

　考えてみれば精鋭五百人規模の集団行動である。

　ノックス・レギオンのような圧倒的戦力はないものの、俺の親衛隊、妹の親衛隊、そして護衛の兵士たちなら大抵の相手は脅威にさえならないはずだ。

　それでも襲われる可能性もなくはないが、そこまで心配していたら日常生活さえ送れなくなるというものだ。

　ここは楽観的にどっしりと構え、俺は休暇の方を存分に楽しむつもりでいた。




　視察を終え、宿に案内され、一息入れてから脱衣所へ移動。

　急いで服を脱ぎ終えて、お供も待たずに駆け込んだ先にあったのは──。

　言うまでもなく、この世の天国、温泉だった。

「おおおお～～～……!!」

　開放感のある広間で感嘆の声を上げる。

　山の斜面にある浴場は、洗い場から先が露天風呂のように広がっていた。まるでざっくりと切り取られたかのように広がる光景、その中には雄大な山々があり、青く澄み渡った大空があり、そして棚田のような他の温泉の一部も見えた。

　風呂に浸つかりながら景色も堪能させようという腹積もりだろうか。無駄な装飾を省く辺り、この土地の人や設計者の美意識のようなものも感じられる。

　調べれば温泉の歴史、成り立ちのようなものも分かるとは思うが──。

　まずは入浴、温泉に浸かることが何より大事だ。かけ湯でしっかりと汗を流し、俺はたっぷりと湯をたたえた風呂へと身を沈めていく。

「う、くっ」

　高原の冷たい空気、そして涼やかな風でかじかんでいた体がじんと痺しびれる。

　決して悪い感覚ではない。お湯も熱すぎず温ぬるすぎずの好みの温度だ。温泉の中で俺の体はゆるゆると解ほどけ、まるでとろけるように硬い部分もほぐれていった。

　もうきちんと座っていることもできない。この感覚とぬくもりは脱力さえも生じさせる。たまらず体を投げ出して、風呂の縁をまくら代わりにしてから、俺は大きく間延びした声を漏らすのだった。

「ふわあああああ～～～……♪」

　どうにもだらしない顔をしてしまったな……このふにゃふにゃに弛し緩かんしきった姿、決して臣民には見せられまいて！

　幸いなことにこの浴場、というよりもこの宿自体が皇女ご一行の完全貸し切り状態となっている。これから滞在する六日間、部外者はここに近づくことさえできないようだ。

　だから誰かに見られる心配はないのだけど──。

　もうすぐみんなも来るなと思い、俺は湯に浸かったまま入り口の方へと顔を向けた。

「ここが話にあった露天風呂か」

「わ～！　とっても素敵なお風呂だね～？」

「姉さま！　わたしも来ましたよ！」

「ひ、姫様！　前くらい隠してください！」

　やってきたのは身内中の身内と呼べる者たちだった。

　ふたりの姉やに妹とその秘書官。彼女らは魔石ランプが灯ともる洗い場から、夕暮れ前の空の下へと近づいてくる。すっぽんぽんなのはうちの妹くらいなものだ。みんなは器用にタオルを巻き、礼を失しない程度に裸体を隠している。内ひとりはどう見ても大きな胸が収まり切っていないが、そちらに目を向けるんじゃない！　吸い込まれるぞ!!

「姉さま？」

「はっ!?」

　いつの間にか隣にいたルウナに呼び戻された。

　本当に危ないところだった……まさに危機一髪な状況だったな。ソフィアの胸をなるべく意識しないようにしつつ、俺は改めてみんなの方を向くのであった。

「こほん。みんないらっしゃい。先に来て待っていたよ？」

「少し早すぎですよ！　部屋で待っていてくれても良かったですのに」

「相変わらず姫さまはお風呂が好きですよね～？」

「宮殿にも大浴場がありますのに」

「あれとはまた別だよ。温泉には温泉の良さがあるんだ」

　入浴中も腕を取って抱きつくルウナ。適度な距離を取るベラとソフィアに、何やらすみっこの方で小さく縮こまっているルシオラ。

「って、あれ？　なんでそんなに離れているの？」

「…………っ!!」

「もっと近くにくればいいのに」

　純粋に疑問に思う俺に対し、少女の反応は極めて分かりやすいものだった。

「いえいえいえ！　ここはあたしなんかがいていい場所じゃありませんし！　分不相応ですし、そもそも同じ湯に浸かること自体あり得ませんし！」

「そんなことないよ。ルウナの秘書官なんだから、ここにいてもいいんだよ？」

「いけませんよぉ。あたしなんて庶民の出ですし、体つきだって、人に見せられるほど立派なもんじゃありませんし……」

　ぼそぼそとしゃべり、ちらりちらりとこちらを見てくる少女。

　その姿を見て、ようやく俺にも彼女の真意が見えてきたのだが──。

　しかしそこには決定的な間違いがあった。認知の歪ゆがみとも言える思い込みに、俺は諭すように妹の秘書官と向かい合った。

「そう自分を卑下してはいけないよ、ルシオラ」

「え、えっ？　ど、どういうことでしょう？」

「あなたは自分の体を貧相だと思っているでしょう？　とても誇れるものではないと、他の人には敵かなわないと思い込んでいるはずです」

「実際そうですからね……みなさんとは比べ物になりませんよ」

「確かにそうかもしれない。そう評する者も多いでしょうね」

「でも」と言葉を区切り、俺はぐるりと周りを見回した。

　ベラの日に焼け、引き締まった体。ソフィアの豊満な体つきと柔らかそうな肌。

　俺たち姉妹に至ってはまさに玉体そのものと言えるだろう。そういったものに比べれば、ルシオラの体はやや色黒で、発育も悪いように感じられるが、

「そもそも女性の体に良い悪いなんてないの」

「え、えっと？　その……つまり？」

「みんな違ってみんないい。女の子はみんな素晴らしいのです」

「悟りきったような目が逆に胡う散さん臭くさいです!!」

　思いっきりツッコまれてしまった……むう、説得は失敗だったか。

　まあこればかりは仕方がない。そのうち慣れてくれるだろうと、俺はルシオラのことをあえて放っておくことに決めた。

（無理に近づけさせて、かえって恐縮させてもなんだしな）

　大前提として、彼女は俺ではなく妹のルウナの秘書官である。あれこれ口を出すのも筋違いというものであり、俺はこれ以上の過干渉を避けることにして、

（って、あれ？）

　秘書官と言えば、俺の秘書官はどこに行ったんだろう？

　ここに来るまでは同じ部屋にいたと思うんだが──。

「メモリアは？　一緒じゃなかったの？」

「そういえばいませんね」

「脱衣所にはいたはずですけど～？」

　きょろきょろと辺りに目をやる俺たち。もしや用事があって部屋に帰ったのか、と思い始めたところで、

「ああ、いました！」

　ルウナが入り口の方、洗い場の陰を指差して言った。

　そちらに目を向けると確かにメモリアがいたのだが、

（……なんで隠れているんだろう？）

　奇妙なことに、彼女は柱に隠れるようにしてこちらを見ていた。

　眼鏡めがねを外しているからまっすぐ歩けない……というわけではなさそうだ。メモリアはそこまで視力が悪いわけではないし、一時的に視力を上げる魔法というものもこの世界にはきちんと存在していた。

　ではなぜあのように足をすくませているのだろうか？　湧いてくる疑問に、俺はいよいよ彼女に声をかけようとしたが──。

　それより早く、メモリアはおずおずと出てきて近づいてくるのだった。

「うう……」

「…………？」

　なんだろう、のぼせてもいないのに顔が真っ赤だ。

　つま先からゆっくりと湯に浸かっていったが、俺とは違って体がほぐれていくような様子も見えない。表情も含め、依然として固く強こわ張ばった姿のままだ。

「メモリア？」

「は、はい。なんでしょうか？」

　眼鏡もないのに眼鏡を「くいっ」とさせる秘書官殿。

　見るからに緊張している彼女に対し、俺はなおも首を傾かしげて思案にふける。

（ルシオラと同じ理由ではなさそうだけど……）

　では一体なんなのかと考えたところで──。

　電撃のように、急に答えがビビッと頭に浮かび上がった！

「そういえば一緒にお風呂に入るのは久しぶりだ！」

「そうですよ！」

「えっ、何年ぶりだろ……子どもの時以来!?」

「そうです！　もう、早く気づいてくださいよ」

　ますます顔を赤くして答えたメモリア。どうやらそれが真相のようだった。

「純粋に慣れていないんですよ。子どもの頃ならまだしも、私は他の誰かとお風呂に入る習慣なんてありませんからね」

「それならそうと言ってくれればいいのに」

「言う前に誘われたんですよ。それを無視してひとりで入るのも変でしょう？」

「それはまあ、確かに……そうかも？」

　曖昧な返事をする俺に対し、メモリアはなおも不満げな様子を見せている。

　腕を組み、ふんとそっぽを向きながら、しかし視線はこちらをちらりとうかがっている。随分と器用な真似まねをする少女に、俺はかえって笑いがこみあげてくるのを感じていた。

「昔はむしろこちらが誘われる側だったんだけどな」

「昔は昔、いまはいまです。もうそのようなことはしません」

「あの頃の『髪を洗わせたガール』はもうこの世にいないのか……」

「い・ま・せ・ん！　いますぐここで忘れてください！」

「ちょっとさびしい気もするな」

「私は全然しませんけどね！」

　真正面に座って真っ赤な顔を見せる少女。そんなところもかわいいなと思いながら、でも、そろそろ切り上げようかと考えていると、

「……うん？」

　他の子もぐぬぬと口をへの字にしているのに気がついた。
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　ルシオラは別として、ルウナを筆頭に随分と悔しげな表情を見せている。

　何かたまりかねたことでもあったのだろうか？　黒き戦せん姫きはぐいっと身を寄せてくると、いかにも不機嫌そうな顔を近づけてこう言ってきた。

「姉さまっ！」

「はいっ」

「メモリアに構いすぎだと思います！」

「そうです！」「そうです～！」

「ここにはわたしたちもいるのですよ？　ふたりの世界に浸るのは厳禁です！」

　その言葉に姉やたちもうんうんとうなずいている。

　どうやら俺は彼女らの不興を買ってしまったようだ。幼おさな馴な染じみ同士にしか分からない共通の話題、それを目の前でじっくり語られるのはさすがに看過できなかったのだろう。

「どうせ浸るのなら姉妹水入らずの時間にしましょう！」

「いや、それはそれでおかしくないかな……？」

「おかしくありません！　それがこの世の真理なのです！」

「そっかぁ」

　ここまで言い切られるとそれが真理なのかもと思えてくる。

　もちろんそんなはずはなく、俺が妹を落ち着かせようとすると、

「姫さま～？　わたしとの時間はどうでしょう～？」

「ひえっ!?」

「旅先でのお勉強も乙なものですよ～？」

「あわわわわ……!?」

　今度は大質量が間近に接近してきた！　妹とは反対側の腕を搦からめ捕とられている！

　何か大きく柔らかいものを感じるが、それを意識してしまえばそこで終わりだ。

　底なし沼に呑のみ込まれないよう、俺は必死に念仏を頭の中で唱え始めて、

「姫様。惑わされてはいけませんよ！」

「ベラ！」

「姫様には私たちがついております。その時間こそ大切にしましょう」

「……うん？」

「おーい、お前たち！　出番だ！」

「「「はーーーーーーい♪」」」

「なんかゾロゾロ湧き出してきた！」

　その全員が俺の親衛隊だから、特におかしな話ではないのだが──。

　いや、おかしいよ！　何もかもおかしい！　なんで全員集合の事態になるんだ!?

　常軌を逸した展開に茹ゆだった頭がついていかない。俺は嵐に翻弄される木の葉のように、ただ「姫様取り合い合戦」の渦に巻き込まれていく。

（あ～～～～～～……）

　声にならない声も群れの中へと消えていく。

　結局、この騒ぎは俺がのぼせて倒れるまで続くのだった。




　　　　‐４‐




　楽しい時間は早く過ぎ去ってしまうもので、気がつくと休暇兼公務も終わりと帰還が見えてきていた。五泊六日の日程のうち、すでに四日もの日数が経過している。最終日が移動日だと考えると、実質的に今日がここで過ごせる最後の日になるだろう。

　ペルフェスでの休暇は実に素晴らしいものとなった。湯量豊富で種類も多い温泉。牧場で作られたばかりの新鮮な乳製品。ふかふかのベッドでは毎日ぐっすりと眠ることができて、自分でも気づいていなかった日頃の疲れ、そのすべてがまるで溶かされたように消えていくのを感じられた。

　一方の公務も順調そのもので、視察はどこに行っても統領の善政が見られ、今後の統治の勉強になること、参考になるものも数多く知ることができた。唯一危惧していた襲撃も事前に警備兵が怪しい者を見つけて見事に捕らえてしまったらしい。

　さすが皇帝直轄領と言うべきだろうか、歴史ある霊峰は俺に多くの恵みと成果をもたらしてくれた。これ以上は望むべくもなく、そのこと自体は何の不満もないのだが、

（でもなあ……）

　あまりの完璧っぷりに、逆に焦燥感も覚えるのだった。




　ペルフェス滞在五日目の朝、俺はメモリアを伴ってペルクの街を歩いていた。

　ここは温泉街や牧場、鉱山などを繋つなげる扇の要だ。鉱員や作業員、職人たちの住居も大部分がこの街に集まっていて、それゆえか通りには朝から多くの屋台が立ち並んでいる。

　ここで腹を満たしてサッと職場に出かけていくのだ。何度か見た光景に目の前の光景も加えつつ、俺は屋台で買った軽食をぽいと口の中へと放り込んだ。

（うーん、美味うまい）

　それはペルクでは一般的な食べ物だった。小ぶりな新じゃがに硬い衣をまとわせたような揚げ物で、パリパリと小気味よく砕けて芋とチーズの後味を残す。中身のねっとりとした食感も大したものだ。これをどうにか帝都でも売り出すことができないものか、俺は真剣にそのようなことを考えていて、

（いや、だから感心している場合じゃなくて！）

　自分の手で改善できる箇所はないかと、そう思って見て回っていたのに──。

　気づけば「ペルフェスすごい」「クリスティアすごい」ということばかり考えている。

　繰り返しになるが、それ自体は良いことだと思うんだが、

（これじゃ新領主としての立場がないよなあ）

　結局はその「贅ぜい沢たくな悩み」へと行きついてしまうのだった。

「はあ……」

「姫様？　どうかなさいましたか？」

「いや……見れば見るほど隙がないなって」

「それはそうですよ。書類上でも善政が見て取れましたもの」

「だけど実際は何かあるんじゃないかと思ったけど」

「まったくの杞き憂ゆうでしたね。ペルクの街、およびペルフェスは良い領地でした」

　淡々と事実を述べる秘書官メモリア。現実主義者の少女は、俺よりもかなり早い段階でこの一帯の真価について見抜いていたようだ。

「もう何度でも言いますが、今さら姫様が何かをする必要はありませんよ。管理はこれまで通り統領に一任し、姫様はどんと構えていれば良いのです」

　それが皇族としての正しい姿勢ですよ、とは昨日の晩にも聞いた言葉だ。

　これから先、区画や領地を人に任せることも増えるだろう。その第一歩がペルフェスだったことはむしろ幸運で、これをモデルケースに色々学べることも多そうだ。

「新領主として存在感を示したかったんだけどなあ」

「またライブをされますか？　サイン会も喜ばれますよ？」

「……どっちも領主の仕事じゃなくない？」

「臣民が喜べばそれがその場の正解なのです」

　しれっと答えるメモリアにげんなりとした顔を向けてみる。

　それさえ受け流す鉄の少女に、俺は大きくため息をついてみせるのだった。

「まあ、下手に手を出して混乱させてもいけないよな」

「そうですよ。『あえて何もしない』も立派な選択肢のひとつです」

「今回はそれを知ったのが最大の成果だったということで」

「数日にわたる模索と熟考、お疲れ様でした」

　労ねぎらいの言葉を受け、俺は今度こそ重荷が下りたような気分を味わっていた。

　うんと背筋を伸ばしてみる。今日もペルフェスはいい天気で、穏やかな日差し、澄んだ空気には神々の恩おん寵ちようさえも感じられた。

　お忍び効果のある腕輪をキュッとなで、俺はふっと肩の力を抜くのだった。

「さて、と。じゃあ、あとはのんびり過ごすとするかな」

「一度宿に戻られますか？」

「いや、適当に歩いてみる。メモリアも自由にしていいよ」

「特に予定もないので姫様に同行しようと思いますが……構いませんか？」

「つまりデートということだな？　よし、行こう！」

「え？　いえ、あの、そういうつもりではなく……!?」

「行くぞーーーーーーっ!!」

「うわああああっ!?」

　仕事明けのテンションのように明るくはしゃいで背を押す俺。メモリアはそれを驚きの表情で受け止めていたが、やがてくすくす微笑ほほえむようになっていった。

「なんですか、もう。いつも急に変なことばかりをして」

　仕方ない人ですね、とばかりに笑ってみせる幼馴染の少女に、俺はますますテンションを上げて列車のように走っていった。理由もなく湧いてくる楽しさに、俺はどこへ行くともなくメモリアの背を押し続けて、

「ぶべっ!?」

「姫様!?」

　直後、何かにけつまずいて盛大に地面を転がるのだった。

「えっ、ひ、姫様？　大丈夫ですか？」

「な、何とか……げほっ、何とか無事……」

　ヨガみたいなポーズでどうにかメモリアに返事をしてみる。魔法のおかげで転んだ程度じゃ怪け我がしないが、衝撃や圧迫感くらいは感じるんだよな……。

　もう一度大きく咳せき込こんで、俺はよっこいしょと小さく言って立ち上がった。

「はあ。酷ひどい目にあった」

「自業自得な気もしますが……これのせいでもありますね」

「これ？」

　メモリアの視線を追ってみると、建物の脇に積まれ、それでも収まり切らずに道路にこぼれていた魔石の塊が見えた。

「これにつまずいたみたいですね」

「なるほどだけど……なんか妙に大きい魔石だな」

「魔石、なんですかね？　随分と濁っているように見えますが」

「不純物が多いのかも。それとも研磨前だとか？」

　うーんと腕を組んで考え込む俺たち。一般的な知識はあるが、専門的な知識となると分からないことも多いからな。ましてやこんな形状の魔石（？）は図鑑や本でも見たことがなく、物知りメモリアもただ怪け訝げんに塊を見るばかりだった。

「形状もいびつですね。大きさも一定してませんし」

「クズ魔石ってことかな？　あとで捨てるためにまとめてるとか？」

「かもしれませんが……どうもしっくりきませんね」

　すっかり足を止め、謎の鉱石についてああでもない、こうでもないとメモリアと推論を交わしてみる。それは十分、二十分と続きそうな気配があったが──。

　肝心の答えもまた、ばったりと出くわすように現れるのだった。

『ガントウがまた溜たまってきたよ』

『ちょいと！　あんた、処理場に運んでおくれ！』

『ええ？　俺おれぁ、配達があるんだけど』

『そっちはあとでいいから！　まずはガントウの処理処理！』

『はいよー』

　建物の中から声が聞こえ、すぐにのそのそと大柄なおじさんが荷車を引いて出てきた。

　彼は俺たちに気づいているのかいないのか、やはり緩慢な動きでガントウなるものを荷車の台へと積んでいった。

「これさえなけりゃ、だいぶ楽になるんだけどな」

　ぼやきながら荷造りを進める彼は、実に面倒臭そうにまたガントウを積み上げて、

「お……？　っとお!?」

　俺たちの存在に気づき、危うく鉱石を取り落としそうになった。

　幸い、足の上に落としこそしなかったが──。

　積んでいたガントウがわずかに崩れ、しかし、彼はそれを気にする風でもなかった。

「こりゃまた、どうも」

　とりあえずといった感じで頭を下げるおじさん。応じてぺこりと頭を下げる俺たちに、彼はぎこちなく後ろを指差しながら言った。

「ええと……うちに何か用でも？」

「ああ、いえ。ただちょっと、この魔石を見ていただけで」

「魔石？　こりゃあただのガントウですぜ？」

「そのガントウとは何なのでしょうか？　何か特殊な鉱石ですか？」

「そんな大層なもんじゃありませんよ。水晶糖の出来損ない、使い道のない岩がん糖とうです」

「「ああ、岩糖」」

　正しい名前と意味を知り、俺たちはぽんと手を打った。

　水晶糖。岩糖。どちらも帝都の薬屋で売っているようなものだった。

「元はこんな形だったんだ」

「煎じて粉にしたものしか知りませんでしたよ」

「まあ……それくらいですかね。普通の店に並んでいるのは」

「一応、魔力補給の薬の材料にもなるんですよね？」

「カサ増しみたいなもんですよ。あんまし効果はありません」

　バリバリと頭の後ろをかく大男。彼は居心地悪そうに体を揺すると、ここから逃れるように無む理り矢や理り会話を終わらせてきた。

「すんません、仕事があるんで、俺ぁこれで」

「あ、す、すみません！」

「ど、どうぞ行ってください」

　話はそれきり、男はのそりと頭を下げて去っていった。

　俺たちはそれをしばらくの間、見送ってから──。

　まだたくさん残っている岩糖の塊に目をやっていた。

「これって加工前の岩糖だったんだな」

「だとすると、ここは岩糖や水晶糖の加工場でしょうか？」

「岩糖は廃棄物じゃないかな。わざわざ積んで捨てに行くくらいだし」

「ふうむ……」

　興味深そうに身を乗り出すメモリア。元々好奇心や探究心は旺盛な子で、今日はそういった面が強く出ているようだった。

　とはいえ、種明かしをされれば目の前の塊はただの岩糖でしかない。ここでは文字通り掃いて捨てられているもので、そこに神秘や不思議、世界の謎が隠れているようにはとても思えなかった。

（広い意味では魔石の一種ではあるんだけど）

　魔道具に組み込むこともできないのがこの岩糖という代物だ。

　糖の名の通りちょっぴり甘くて食べられるのが取り得だが、だからどうしたと言えるような効果しか持ってはいなかった。

「もったいないですね。何かしら使い道はありそうですのに」

「ありそうだけどないんだろうな。薬のカサ増しとか言われてたし」

「それほど甘い話はないということですか……」

「……岩糖だけに？」

「……？　……～～～っ!!」

　すぐに気づいたメモリアが「洒落しやれではありませんからね!?」と肩を揺すってきた。

　そんなかわいい秘書官に苦笑しながら、俺はゆっくりと街の中心部へと戻ろうとする。

　使い道のない岩糖、この街の廃棄物のことは、それと同時に意識の外へと出ていこうとしていたが──。

　ふと思いついたこともあり、先ほどの店へくるりと引き返していくのだった。




　岩糖、水晶糖、宝玉糖。これら魔糖は大地に染み込んだ魔力が結晶化したものであり、通常の魔石や宝玉とは異なる変化を遂げたものでもあった。

　比較的脆もろい物質という一面もあるが、その最大の特徴はやはり生き物が摂取可能ということだろう。端的に言えばバリバリと噛かみ砕くだいて食べられる。飴あめ玉だまのようにしゃぶって溶かすこともでき、その味は岩塩などとは違って甘かった。

　正確には「甘く感じている」だけだそうだが──。

　詳しい理屈はさておいて、俺はこの魔糖を使って何か商品を作るつもりでいた。

「というわけで、ソフィア先生！　お願いします！」

　先ほどの店で譲ってもらった岩糖、水晶糖の削りカスを宿の一室で広げてみせた。

　俺とメモリアの前には《導師》であるソフィアが穏やかな顔で微笑んでいる。

「そうですか～。これをどうにか使えるように～」

　ふわふわと明るい顔を見せる姉や。一瞬、これは上手うまくいくかと思ったが、

「う～～～～～～～ん……」

　考え込んだ彼女の表情を見て、勢い任せの計画が瞬時にとん挫したことを悟っていた。

「やっぱりダメか！」

「ソフィア様なら、と思ったのですが」

　落ち込む俺たちは上げていた腰をソファーへと下ろした。いくら《導師》とはいえ導けるものと導けないものがあるのだ。その道理をわきまえつつ、しかし若干期待した目でソフィアを見るも、

「シロップやポーションに～、使えなくもありませんが～」

　言葉を濁す姉やに、今度こそ肩を落とすのだった。

「廃棄物が何かに使えればいいなと思ったんだけど……」

「思いつきは思いつき、見事に散ってしまいましたね……」

「やっぱり味がダメなのかな？」

「どうにも癖のあるものですからね」

　メモリアとふたりで反省会を始める。そんな諦めの早い俺たちに、ソフィアはさり気なく水を向けてきた。

「街の人のお話などは～、いかがでしたか～？」

「ああ、うん。聞いてきたけど、あんまりいいものはなかったよ」

「魔力不足の土地に撒まいたり山に撒いたり、魔法植物を育てる際の肥料にしたり」

「廃鉱山にばら撒いてみて、鉱床の再生も企画したらしいけど」

「どれも上手くいかなかったようです。やはり効果が薄いのだと」

「でしょうね～。なにせ、食べてこそ真価を発揮するものなので～」

「魔石のように使っても意味がないんだね……」

「はい～」

　こくりとうなずくソフィア。普段はゆるふわな彼女も知識に関しては右に出る者がいないほどの賢者だ。それほどの人に半ば無理だと言われると、やはり無む茶ちやな計画だったと悔いる気持ちが浮かんできて、

「あっ、そうだ！　シロップにはできるんだよね？」

「できますが～。味はとっても微妙ですよ～？」

「幼い頃に飲んだことのある私が言います。あれは人が飲むものではありません」

「え、そんなに？」

「ええ。たとえるなら飴玉を溶かしたジュースか、あるいはそれをハーブと煮詰めて作った薬液と言いますか」

「うっ……!?　微妙に想像できるところが嫌だ……!!」

「ご理解いただけて嬉うれしいです」

　ちっとも嬉しくなさそうな顔でメモリアがそう締めくくった。

　宝玉糖や水晶糖はたまに口にするけれど、あれを溶かして飲んでも美味おいしいとは思えないよな……どこかのっぺりとした風味もあり、純粋に味が好きで食べている人は俺の周りには少なかった。

「姫様。そもそも魔糖は魔力補給のための物資なのでは？」

「ああ、親衛隊はよく口にしてるよね。噛み砕いているとも言うけど」

「戦闘時に悠長になめている暇などありませんので。部下にも噛めと教えています」

「うーん、そっかあ」

　ここまで割り切れば補給アイテムとしても使えるんだろうけど──。

　でもそれは、加工なんて必要ない！　効果が欲しけりゃそのまま食え！　という無慈悲な宣告になってしまう。そのやり方も結局は水晶糖以上、ある程度の魔力を備えた魔糖が適しているわけで、これでは岩糖の在庫処理には結びつかなかった。

「せめて岩糖シロップが美味しかったら良かったのにね」

「姫さま～、それは高望みというものですよ～？」

「良薬は口に苦しとも申します。美味しい薬なんてありませんよ」

「いや、私たちは過去に姫様専用の甘い丸薬を作ったが？」

「あれは糖衣で包んだだけだよ～」

「む……今回の件とはまた違ったか」

　ベラを中心に少し朗らかな空気が部屋に流れた。確かに岩糖加工には関係ないが、みんなの気持ちをほぐすのには役に立ったように見える。

（それにしても、糖衣、美味しい薬、薬を美味しく飲む方法かあ）

　そんなものがあればいいのになと、もう一度ふふっと笑おうとして、

「……………………ん？」

　なんだろう、いま、いきなり答えを引き当てた気分だ。

　薬を美味しく飲む方法？　そんなの前世では何度も聞いたことじゃないか！

　そうやって作られたものを俺は日常的に飲んでいた。それなのにいまのいままで忘れていたなんて、自分に対する腹立たしささえ湧き上がってきた。

（まあいい。とにかく試作だ！）

　怒りはいったん封じ込め、俺は早速美味しい薬を作ることを決めた。

　材料はすべてこの宿の厨ちゆう房ぼうにあったはず。中心となる魔糖はすでに一定量がここに揃そろっている。あとは俺がこの舌とセンスで作り上げるだけだ！

「ソフィア！　ちょっとこれで岩糖シロップを作っておいて！」

「ええ～!?」

「ベラとメモリアはグラスと氷を用意しておいて！」

「あの、えっ、ええっ!?」

「姫様!?」

　驚きの声を上げる側近たちを残し、俺は宿の中を駆け巡っていった。

　欲しいものはフルーツシロップ各種。それに生薬、ハーブ、原料の類だ。

　それらを揃えて部屋に戻ってくると、用意はすっかり整えられ、広いテーブルの上には望んだ通りのものがきちんと用意されていた。

　やはり持つべきものは頼りになる仲間たちだ……。

　彼女らの助力に感謝をしつつ、俺は早速材料の調合に取りかかることにした。

「姫様、一体、これは何を……？」

　秘書官の言葉にも応じず持ち込んだものを混ぜ込んでいく。ベースとなるのは岩糖シロップ。そこにフルーツシロップや比較的無難なハーブなどを加えてみる。

　そうして出来上がったものを炭酸水で割ってみて──。

「…………んん？」

　悪くはないが良くもないな。もう少しピリッとした刺激が欲しいところだ。

　分けておいた原液に胡こ椒しようや生しよう姜がを加えてみる。すると一気に味が引き締まったが、今度は岩糖シロップの無機質さが浮き彫りになってしまった。

「もうちょいフルーツを足してみるかな」

　独ひとり言ごち、新たなシロップを加える俺。そんな主あるじをハラハラと見守り、たまらずメモリアが口にした言葉は、

「毒薬でも作っておられるのですか……？」

「違いますーっ!!」

　なんとも信用のないものだったが、まあ、きっと過去のトラウマ味体験が影響しているのだろう。こればかりは説明しないと分からないかなと思い、俺はここで自分の狙い、思惑というものを身近な彼女らに打ち明けていった。

「これは美味しく飲める薬を作ろうとしているんだよ」

「「「美味しく飲める薬……？」」」

「そう。理想を言えばジュースみたいに飲める薬」

「それは薬と呼べるのでしょうか？」

「考え方としては面白いかもしれませんが～」

「すでに美味しいものには見えなくなりつつあるのですが」

　ベラの言葉にうんうんとうなずくメモリアとソフィア。

　まあ、うん。これは仕方ない。各種シロップが織りなすどどめ色の海にハーブや生薬が残骸のように浮かんでいるんだからな。

　でもこれはあくまで製造過程！　最終的にいい感じの色に調整すれば構わないんだ！

（コーラやエナジードリンクみたいにな）

　そう、俺が作ろうとしていたのはこれらの炭酸飲料だった。

　薬を甘くしてフレーバーを付けて炭酸で割って飲みやすくするという手法！　ある意味では本末転倒のような製法が、岩糖の大量消費には向いているように思えた。

「やっぱり人工甘味料みたいな風味がするな。そこを活いかしてみようか」

「ひ、姫様？　止やめましょう。食べ物で遊んではいけませんよ？」

「いやいや、ここから凄すごいのが生まれるから！」

「どういう意味で凄いのですか!?　やはり危ないものなのですか!?」

「う～ん、思ったより味はいい、かも～？」

「私には甘ったるいだけだな。辛口のジンジャーエールで割りませんか？」

「お二方まで！　どうか姫様を止めてください！　ひ、姫様を！」

「楽しげな気配がするので来てみました」

「あーーーーーっ!?」

　ルウナの登場によってますます混迷の度合いを深める宿の一室。

　慌てふためく秘書官殿と、いつの間にか開発に加わったふたりの姉やたち。

　結局、この日だけで理想の飲料を完成させることはできなかったのだが──。

　研究を引き継いだクリスティアが地元の人たちと完成させ、のちに「アウローラ印の活力飲料」として大々的に売り出すこととなった。

　人気は爆発、効果も抜群、飲料はすぐにも人気商品の仲間入りを果たすことになる。

　肝心の岩糖の余りもこれで解消されるかに、思われたが……。

　しかし、この時の俺たちはまだ何も知らなかった。

　これが後の世で魔剤と呼ばれることも。アウローラ印の不眠薬と呼ばれることも。

　中毒者を生み出す恐怖の飲料として恐れられ、その一方で熱烈な支持を受け、様々なフレーバーが生み出されていくことも──。

　そんな飲料の原型が、いままさに宿の一室で生まれようとしていた──!!







幕まく間あい劇「自慢の姉を語りたい！」




　それはペルフェス滞在五日目の夜のことだった。

　何度目かの入浴後、ルウナは自室でいつもの姉自慢を始めていた。

「やはり姉さまはすごい。素晴らしいお方だ！」

「皇族としての誇りを持ち、いつも国のために動いておられて」

「そのうえ、あの輝かしい笑顔を失わないのだぞ!?」

「あのような姉君がいることが、わたしの人生最大の幸運と言えよう」

　ルウナはルシオラに髪をとかされながらうなずいていた。頭がズレるのはいつものことで、すっかり慣れた秘書官は文句も言わずにくしを動かしていた。

　鏡台の前、足をパタパタさせるルウナは少しの間黙り込んでいた。

　その目は遠くを見ているようだったが、頭の中では姉のことを考えているのを容易に察することができた。

「はあ、姉さま」

「姉さまに会いたくなってきた」

「もう一時間も顔を合わせていないのだが？」

「決めた。すぐ行こう。いますぐ姉さまの部屋に行こう！」

「わーっ!?　待って待って！　姫様、待ってーっ!!」

「むっ、なぜだ？　なぜ邪魔をする？」

「服を召されてないからですよぅ！　裸で行ったら姉姫様もびっくりされます！」

「それもそうか」

　立ち上がりかけていたルウナはすとんと椅子に腰を下ろした。

　その素直な様子に内心胸をなで下ろしながら、ルシオラはふうと息をはいた。

　呆あきれからではない。むしろ感心するような気持ちが多くあり、彼女はそれを率直にぶつけてみることにした。

「まったく、本当に姫様はアウローラ様がお好きですね？」

「もちろんだとも。わたしは世界で一番好きなのが姉さまで、二番目、三番目、四番目から十番目までも姉さまが占めている」

「えっと、その……どういうことでしょう？」

「なんだ、分からないのか？　仕方のないやつめ」

「未熟者ですみませんね」

「ふん。なら詳しく教えてやる。いいか？　一番好きなのはいつもの姉さま、これは絶対不動の王者のようなものだな」

「はあ。それはなんとなく分かります」

「次に好きなのは凛り々りしい姉さまだ。いつも凛々しいがたまにもっと凛々しい。その横顔をずっと隣で眺めていたいくらいだ」

「まあ、分かるような気もしますね」

「三番目は優しい姉さまだ。知っているか？　わたしが猫の真似まねをすると姉さまはなでなでしてくれるんだぞ？　至福のなでなで祭りの始まりだ」

「え？　いや、あの、ひと様のプライベートはできれば聞きたくないというか」

「四番目はちょっと困っている姉さまだ。基本的に無理強いは通用しないんだが、たまに『仕方ないなあ』と笑ってくれて」

「すみません、やっぱりこの話題、変えませんか？」

　藪やぶを突つついたらルウナの闇が飛び出してきたかのような心地だ。

　これ以上聞けばどんなものが出るか分かったものではないと、ルシオラは早急にこの話題を断ち切ることにした。

「なんだ、ここからがいいところなのに」

「も、申し訳ないです。また機会があればお話しください」

　建前を盾に必死に逃れるルシオラ。幸いなことに、移り気なルウナはもう別のこと（ただしやはり姉のこと）を考えているようだった。

「結局、姉姫様が第一なんですねえ」

「貴様もしつこいな。当たり前のことをそう何度も確認するな！」

「ひえっ!?　ご、ごめんなさいです、はい」

「ふん」

　少し機嫌を損ねてしまっただろうか？　いやいや、黒き戦せん姫きの本気の怒りはこの程度のものではない。それをよく知っているルシオラは、緊張しつつも動きは止めず、風呂上がりのルウナの身だしなみを整えていった。

「でも、少し考えてしまいますね」

「今度はなんだ？　また確認か？」

「い、いえっ！　ちょっと疑問に思ったと言いますか」

「疑問？　なんのことだ？」

「いえいえ、あのっ、他た愛あいないことと言いますか」

「言ってみろ」

「あうう……!!」

　身を縮めながらルシオラは迷う。ためらい、怖おじ気けづき、しかしルウナの眼力に気け圧おされて、ついつい、その言葉を口にしてしまった。

「極めて僭せん越えつなことなんですが」

「ああ」

「姫様とアウローラ様は皇位を争う立場ですよね？」

「その通りだ」

「なのにこんなに姉君を慕っていて……その、皇位継承争いに勝てるのかな、と」

「…………っ!!」

　ルウナの唯一の弱点だったのだろう。戦姫は目を見開いて、しかし声も出せずに鏡の中のルシオラを凝視していた。

　武将にも通じる迫力に、若き秘書官はたちまち腰砕けになってしまうが──。

　意外なことに、ルウナは部下を怒鳴りつけるようなことはしなかった。海が凪ないだような面持ちで、彼女はとつとつと自分の考えを述べ始めた。

「正直なところ、分からない。皇帝になりたい気持ちは本物だ。姉さまを越えたい、姉を上回りたいという気持ちは確かにわたしの中にある」

「しかし一方で姉さまに甘えたいという気持ちもある。優秀な姉さまにすべてをゆだね、わたしは姉さまの右腕として生きる。そんな未来はもう何度も想像した」

「ふたつの気持ちがわたしの中で揺れ動いているんだ」

「姫様……」

「あと、女帝を絶対に殺してやるという強い気持ちも」

「あの、そこは割愛ということで」

　ルシオラは最後だけ聞こえないふりをして耳を塞いだ。誰だって女帝は怖い。ルシオラも正直、今後一生女帝とは関わらずに生きたかった。

「と、とにかく、どっちの気持ちも本当だということが分かりました。真逆の気持ちに揺れているということも、あたし、ちゃんと理解しました」

「そうか……助かる」

「いえ。あたしは姫殿下の秘書官ですからね。なんでも打ち明けてもらいたいですし、なんでも相談していただきたいです」

「相談か。そういったことは不慣れなんだがな」

「この機に慣れておきましょうよ！　まだ何かあればなんでもお聞きしますよ！」

「ふむ……では聞いてみるが」

「はい！」

「姉さまを独り占めするにはどうすればいい？」

「はい！　それはです……ね……？」

「姉さまと一ヶ月ほど魔物狩りの旅に出かけたい。どうすれば？」

「えっ、えっと、その……？」

「姉さまの偉大さを巨岩に刻み込みたいのだが。良い場所はあるか？」

「えええええ～～～～っ!?」

　完全にルシオラのキャパシティを超えていた。

　だというのにルウナは次々と相談、いや、妄想をぶつけ、そのたびにルシオラは「ひえっ!?」とか「いいっ!?」とか奇妙な声を上げていた。そんな状態が長く続くはずもなく、やがてルウナは質問を止やめて苛いら立だちの表情を浮かべるのだった。

「なんだ、口ほどにもないな。どの問いにも答えられないではないか」

「は、はひ……面目次第もありま……ひぇん」

「まったく、仕方のないやつだ。少しそこで頭を冷やせ」

「はひー……」

「わたしは姉さまに会ってくる。ではな」

　そう言い残すとつかつかとルウナは去っていった。そのパジャマ姿を見送り、「姉さま♪」という数オクターブ高い声を聞きながら、ルシオラはよろよろと立ち上がると、

「あばーっ!?」

　盛大に転んで再び床に転がった。石張りの床がどうにも冷たく感じられ、思わず涙がちょちょぎれそうになる一幕だった。

「はあ、はあ……まったく、もう」

　その後、立ち上がった少女は自分のベッドへと戻ってきていた。

　先ほどの会話を思い出しつつ、彼女はふうとため息をついた。

「姫様ってば、ほんとに姉君のことが好きなんだから」

　疲れたように独ひとり言ごちるルシオラ。振り返ってみれば姉さま、姉さま、姉さまの連続で、ルウナ自身の話はほとんど聞けなかったことになる。

「アウローラ姫に勝てるのかな。どうなんだろ？」

（武力だけは一級で、軍団の規模も申し分ないけど……）

　そこだけは疑っていない。ルウナはまさに戦の姫、正面からぶつかれば必ず姉にも勝てる力を備えている。そこは不安材料にもならなかったが、

「とはいえ、このままだと少しまずいんだよね」

　壁のカレンダーに目を移し、ルシオラは不穏な空気を漂わせていた。







第四章「戦場に舞う皇女たち」
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　六月！　それは戦場の記憶が色濃くよみがえる戦いの季節！

　戦場跡地からは無数の亡者が現あらわれ出いで、あの日の続きをしよう、もっともっと戦おうと鬨ときの声こえを上げ続ける……!!　鎮めなければみんなやつらの仲間入り！

　最恐の一ヶ月、君は無事に生き残れるか!?

（……ちょっと大げさでは？）

　工房からの帰り道、俺は街に貼られたポスターについつい見入ってしまっていた。

　テーマはもちろん鎮魂祭に関するものだ。それらはおどろおどろしいデザインと過激な文言で帝都のちびっ子を大いに怖がらせようとしている。

　イラストもそれに相応ふさわしい恐ろしげなものだ。骸骨兵士に首無し騎士、ゾンビの群れなどが紙面の多くを使って描かれていて、それらは生きとし生ける者たち、つまりポスターを見ている者に向かって無数の剣や腕を伸ばしていた。

　雰囲気的には肝試しやハロウィン、メキシコの死者の日などに似ているだろう。

　唯一違うのは「これらは本当に出てくるもの」で、かつ「人間にも襲いかかる危険性がある」ということだった。

（過去の大戦、無数の亡者、それを慰める鎮魂祭、か）

　帝国内では非常に重要な大祭である。過去の戦で亡くなった人々、それを慰める義務が現代を生きる人間にはあるそうな。そこはおおむね同意できるし、次期皇帝候補として積極的に参加したいと思っているが、

（なんで鎮魂の方法がアイドル合同ライブなんだよ……!!）

　毎年この時期になると、いつもこのことでひとり葛藤するのであった。




　霊を慰め、魂を鎮める方法はこの世にいくつも存在する。

　神聖魔法で浄化する。火炎魔法で穢けがれを祓はらう。清らかな水でとにかく洗う等々。

　意外と弱点が多いのがこの世界のアンデッドというものだ。ゾンビ程度はちびっ子でも難なく倒せるほどであり、基本的に骨やら死体やらは脅威と見られていなかった。

　しかし六月のアンデッド、それも戦場跡地のアンデッドだけは違う。

　やつらは別格だ。一体一体が戦士としての力量を保ち、それが軍団規模でお互いを滅ぼすように戦っている。過去にあったという大戦の記憶を再生しているのか、それとも未いまだに満たされない何かを抱えているのか、それは誰にも分からないが──。

　分かっているのはアンデッドの戦いは大地を穢れで汚染するということだ。飛び散った腐肉や髄液、どす黒い血が、清く正常なる世界を狂わせてしまう。

　それを防ぐため、対軍団規模のアンデッド対策として考案されたのが、

「アイドル合同ライブ！」

　なのだった……!!

（だ・か・ら!!　なんで合同ライブなんだよ!!）

　心の中で盛大にツッコミを入れる。その声に答えてくれる者は存在しない。

　俺が知っていることといえば、百年くらい前の偉い人がこのやり方を考案したということだけだ。よほど筋金入りのドルオタだったのだろう、そいつは「ライブの陽の気で亡者の陰の気を打ち消しましょう！」とのたまったらしく、以来、帝国文化圏では綿々とこのやり方が受け継がれてきている。

　元を正せば俺がアイドル紛まがいのことをしているのもその影響で、鎮魂祭の踊りを他の月でも見たい！　という意見が出たからやり始めたんだ。

　つまり、すべての原因は鎮魂祭にあり……!!　そんなわけで、俺はこの時期になるといつも鬱々とした気分になるのだった。

「姫様？　姫様？」

「あ、ああ、うん。なに？」

「お父上との打ち合わせはいかがでしたか？」

「何の問題もなく終わったよ。舞台設営にも協力してくれるって」

「それは良かったです。今年はさらに新しい演出をしたかったので……」

「科学技術の粋を集め、きっと素晴らしい舞台にするって意気込んでたよ」

「私も楽しみです」

　書類入れを胸ににこりと微笑ほほえむメモリア。街の空気に合わせるように、俺たちの仕事もいまは鎮魂祭関連一色だった。

「すみませーん！　これ、確認お願いしまーす！」

「ひ、姫さま！　予算のことで楽団が条件を出してきて～！」

「当日の警備について、増員してはどうかと親衛隊から連絡が！」

　普段は開け閉めしている執務室の扉も、この期間だけは朝から夜まで開きっぱなしだ。

　そこからは入れ替わり立ち替わり従者や文官がやってきては、「連絡！」「連絡！」と叫んで次々に書類を置いていった。

　相変わらず慌ただしく騒がしい日々だ。繁忙期という言葉があるが、いまが皇家にとって最大の繁忙期かもしれない。

　それでも余裕があるのは事前にリフレッシュできたからだろうな。先月のメモリアの提案に感謝をしつつ、俺は書類の確認へと取りかかっていった。

「あっ、そういえば……」

「うん？」

「姫様。あの件はどうなりましたか？」

「あの件ね。そっちの方もすごい順調だったよ」

　ふたり揃そろって周りをきょろきょろと警戒する。タイミングよく報告の波は途切れているようだ。それを確認した俺は、念のために扉をそっと閉めて秘書官殿を手招きした。

「あのさ。いくらメモリアでもちょっと驚くと思うよ？」

「ど、どういうことですか？」

「父さんに依頼していた例の魔道具なんだけど」

「は、はい」

「実はなんと、すでに完成しています」

「えっ!?」

「現物がこちら、なんと現品を持ち帰ってきていました！」

「えええっ!?」

　秘書官の反応に満足しつつ、俺は貴重品棚の中から白木の木箱を取り出していた。

　片手でも何とか持てる程度の箱だ。その封を破ると、俺は箱の中をメモリアにも見えるように傾けていった。すると──。

「これは……!?」

　淡い光、南国の海のようなブルーライトが辺りを照らした。

　刺すような強い光ではない、まるで包み込むような柔らかな光に、メモリアはしばし陶然とするように執務室を見回した。

　すでに光は箱の中へと戻ってきている。そう表現したくなるほど有機的にも見える光は、いまは敷布を照らすだけで辺りに放たれるようなこともなかった。

「これが次世代のマナ・ブースター……!!」

「そう。俺の願いを叶かなえてくれる宝玉だ！」

　父の工房から持ち帰ったもの、それはこぶし大の青いオーブだった。

　高純度の魔石に霊木のつるがわずかに絡み、それが黄金のパーツにはめ込まれている。

　伝統的な魔道具のようで、しかし、機械的な部品も使われているオンリーワンのマナ・ブースターは、これまでのものより強く術者の魔力を増強する効果があった。

「使い方は手に持って魔力を注ぎ込むだけ。するとより大きな魔力がブースターから返ってくるんだって」

「仕組み自体は従来品と変わらないのですね」

「でも最大値がグッと増えてるそうだから、より大きな魔法が使えると思うよ」

「ははあ……」

　ここでメモリアが降参とばかりに身を引いた。彼女にしては珍しく、若干、髪の毛が乱れているようにも見えた。

「いや、参りました。発案した身ではありますが、こういった具体的な形になるとはまだ想像もしていませんでした」

「新しい領地を手に入れて、そこから得られるものを使えばいい、か」

「まさか全部組み合わせてしまうだなんて……」

「父さんがすごいだけだって」

　あまり褒められるとむずがゆくなるな。実際、設計したのも形にしたのも父さんだ。

　俺はただ新しく手に入ったものを送っただけだ。商業区で見つけた金属部品。港から送られてきた舶来の品々。最後に鉱山の魔石を送ったところで、すぐに「できた」と言われたから取りにいっただけ。すごいのはやはり我が父ウェリタスで、俺は彼の能力にますます深い信頼を注ぐのだった。

「しかし、本当に素晴らしいですね。こんなに早く出来上がるだなんて」

「まあ、材料待ちみたいな状態だったしね。それに……」

「それに？」

「実はこれ、まだ試作品なんだ。安定性が悪いんだって」

「あら……」

「最大出力で使うと壊れるから注意しろって言ってた」

「だとすれば……まずは慣らしからですね？」

「だな」

　笑い合って箱に封をする俺たち。試すにしても鎮魂祭が終わってからだと、無言の了解を取り合ったところで──。

　タイミングよく扉が開け放たれた。そこに立っていたのは妹のルウナ、そしてその秘書官であるルシオラだった。

「わああ、だ、駄目ですよぅ！　もし大事な話をしていたら……」

「ノックはしただろう。何を遠慮しているのだ？」

「ああああ……!?」

　ずんずんと進んでくるルウナと、その後ろを青い顔でついてくるルシオラ。ふたりは俺たちの前でキュッと止まると、ルウナだけがとてもいい笑顔で挨拶をしてきた。

「姉さま、会いたくなったので会いに来ました♪」

「そ、そっか。うん、まあ、いつも通りではあるね？」

「メモリアと何か話されていたようですが……もしやお邪魔でしたか？」

「いや、ちょうど終わったところ。タイミング良かったね」

「何となく『いまかな？』と思って来たのです！」

「ルウナはすごいなあ」

「えへへ……♪」

　偶然を以心伝心と解釈し、ふにゃりと緩んだ顔を見せるルウナ。

　秘書官たちが何とも言えない顔でこちらを見てきたが──。

　いやいや、否定していいことなんてないから！　そこは分かってくれ！

「姉さま。姉さまも鎮魂祭のことを決めておられたのですか？」

「まあ、そんなところ、かな？」

「そちらの箱はなんでしょう？」

「秘密。シークレットだよ、シークレット」

「そう言われるとますます気になります！」

　身を乗り出すルウナを抱っこして封じ、その隙にメモリアに件くだんの箱をしまわせた。

　この子に触らせるといきなり最大出力を試されかねない。違う意味で信頼の厚い妹を、必死になでなでして誤ご魔ま化かすのだった。

「それにしてもよく遊びに来るね？　自分たちの打ち合わせはいいの？」

「わたしはいつも即興で踊りますので。音楽さえ決めてしまえば、あとは武器を決めるくらいですかね？」

「ルウナのダンスは演武系か。今年も剣にするの？」

「いえ、チェーンソーもいいのではと」

「[image: え゛]!?」

「姉さまにいただいたものですからね。ここぞとばかりに使ってみせます！」

　そうルウナは意気込んでいるが、果たしてそれは上手うまくいくだろうか？

　なんといってもチェーンソーのサイズがまったく体格に見合ってない。そんな心配は余計だろうが、もしかすると得物に振り回されるように見えるかもしれない。

（その結果、鎮魂失敗なんて大失態だし）

　かと言って剣や槍やりでは新鮮味がないと言われる恐れもある。

　観客、そして亡霊の度肝を抜くには、やはりチェーンソーが最適かと思われたが、

「って、ああ、そうだ！　いいものをもらってたんだった！」

「「「…………？」」」

　ルウナを放し、いそいそと貴重品棚へと近づいていく。

　父ウェリタスに渡されたのはあのオーブだけでなく、更に前の発明品、魔導チェーンソーの改良品もまた受け取っていたんだった。

「じゃーん！」

　棚から取り出し、布を払ってから天井へと掲げる。それはチェーンソーのようでチェーンソーでない、どこかロッドにも似た魔道具で──。

　俺がひょいと持ち上げられる程度には小型化している。赤と黒を基調にしたロッド、いや、チェーンソーロッドに、やはりルウナが真っ先に食いついてきた。

「姉さま！　なんでしょう、それは!?　新しい魔道具ですか!?」

「うん。こう見えてこれもチェーンソーなんだよ。扱いやすくしてもらったんだ」

「わああ……!!　さすが姉さまです！　姉さまは天才です！」

「い、いや、これを作ったのは父さんだから」

「姉さまの父親だからすごいのです！」

「それは順序が逆じゃないかなあ？」

　ニワトリが先かタマゴが先かの話になってきたな……。

　それはさておいて、俺は早速ロッドをルウナに渡すことにした。

「はい、どうぞ」

「え……？」

「この杖つえ、ルウナのために作ってもらったんだよ？」

「え、え？」

「さすがに大人用は大きかったからね。こうできないかって相談してたんだ」

「…………!!」

　受け取ったロッドを胸に抱き、両手で口元を押さえる黒髪の少女。

　黒と赤はルウナのシンボルカラー。戦せん姫き専用で色を決めただけあって、新しいロッドは実に彼女によく似合っていた。

「鎮魂祭、一緒に頑張ろうね？　応援してるよ」

　純粋に家族としての気持ちで妹に接する。その言葉に偽りはなく、ルウナを心配する気持ちもまた本物だった。それが伝わったのだろう、ルウナはふるふると体を震わせると、いつものように「姉さま、姉さま」と抱きついてきて、

「って、あれえ!?」

　現実は予想と１８０度くらい違って見えた。ルウナはロッドを抱えたまま、いつの間にか小さな声を上げてぼろぼろと涙をこぼしていた。そこに嗚お咽えつが混ざり始め、いよいよ俺、いや、俺や秘書官たちは焦り出してしまう。

「えっ、いや……ええっ？」

「姫様？　ルウナ様？　どうなさいましたか？」

「な、な、何か嫌なことでもありましたか……!?」

　いつも戦姫としての姿を見ている分、俺よりもメモリアたちの方が衝撃は上だろう。

　三人寄ってもうろたえるばかりの俺たちに、ルウナは首を横に振って答えるのだった。

「違うんです。ただ、ただ嬉うれしくて……」

「う、嬉しい？」

「はい。姉さまにとても素敵な贈り物をいただいて、それがわたしのために作られたものだと知って……」

　そこでまたルウナはぐすぐすと泣き始めた。なんのことはない、ただの嬉し涙だったのだが、滅めつ多たに見ないものを見てすっかり慌ててしまっていた。

　バツの悪そうな顔をする俺に、ルウナはとびきりの笑顔を向けるのだった。

「姉さま、ありがとうございます。わたしはこれを使って踊ります」

「うん、まあ、それは楽しみにしてるよ」

「一生の宝物にしますね。どんな戦場にも必ずこれを持っていきます」

「それもあり、かな？　好きに使ってね」

「はい！　いずれはこの杖であの女帝も八つ裂きにしますので」

「うん……うん？」

「楽しみにしていてくださいね？」

「それはダメーーーーーーーーっ!?」

　すごく嬉しそうに言ってもダメなものはダメだ！

　というか、宮殿内で女帝の話をすると当の本人が現れる可能性が……!!

「ひっ!?」

　カツーン、カツーンと廊下からヒールの音が聞こえてきた。

　それはまあ、結局文官の足音だったんだが──。

　相変わらず心臓に悪い展開に、俺はげっそりと頬ほおをこけさせるのだった。
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　祭りの準備で時間は流れ、六月は早くも中旬最終日、本祭まで残り一日というところまで迫っていた。街はすっかり鎮魂祭のムードに染まっていて、宮殿さえも従者の手でドクロランタン、青い炎のロウソクなどで思い思いに飾られていた。

　準備万端、あとはみんなで鎮魂祭を迎えるだけだ。少なくとも俺にとってはそうであり、多くのアイドルたちにとってもそうだろう。

　しかし多くの市民にとっては、この一日前、いわゆる前夜祭こそが本番であり、帝都はスケアリーに飾られながらも、どこか浮ついた祭りの空気に包まれていた。

「いらっしゃーい、いらっしゃい！」

「退魔グッズにアイドルグッズ、うちは何でも揃そろってるよ！」

「まだ間に合う！　まだ間に合うからこいつを持っていきな！」

「帝都名物プリンセスバッヂ！　これを付けなきゃ大通りは歩けない！」

　とっぷりと日が暮れた頃、俺はメモリアを伴い繁華街へと出かけていた。

　今日のお忍び装備はおそろいのフードローブだ。少し隠者っぽい雰囲気を出しつつ、しかし表情はにこやかに夜の街を進んでいく。

「そこのお嬢ちゃんたち！　アウローラ！　うちはアウローラ派の店だよ！」

「あの子ら絶対ルウナ派だから！　な？　ちょっと見ていきなよ！」

「い、いやいや」「え、遠慮します」

　急に名前を呼ばれてドキッとしてしまう。一瞬バレたのかと思いきや、ただの偶然だったことが分かり、俺たちは顔を寄せてくすくすと笑い合っていた。

「よろしかったのですか？　姫様のグッズが揃っていましたよ？」

「いや、さすがに見ていく勇気はないって。恥ずかしいよ」

「ひとつぐらい買われてもよかったですのに」

　くすりと笑って先を行くメモリア。淡いランプの灯あかりに照らされて、なんだかいつもより大人びて見えてしまう。これも前夜祭の魔力というものだろうか？　彼女のあとを追いながら、俺は通りの先へと駆けていった。

「隊長ゾンビどこ？　隊長ゾンビ見た!?」

「骨しか見てないよ～！　あ、でも、なんか大きいゾンビは見た」

「それが隊長ゾンビだって！　ほら、みんなで倒しに行こ！」

「「「おーっ！」」」

　途中、ちびっ子の集団とすれ違った。いずれも活発そうな女の子たちは、手におもちゃの剣や杖を持って隊長ゾンビなるものを探していた。かと思えば脇の路地から骸骨兵士が飛び出してきて、子どもたちに追われながら反対側の路地へと消えていった。

「懐かしいですね、アンデッドハント」

　メモリアがにこやかに子どもたちの動向を見守っていた。

　あれはなんというか、この世界における「鬼は外、福は内」のようなものであり、街に潜むアンデッドも大人たちが魔法で化けたものである。夜の街に出かけ、ゾンビやスケルトンを狩るのがアンデッドハントの内容で、大物を倒せば町内会からベテランハンターのバッヂがもらえるという仕組みになっていた。

「俺も身分を隠して参加したっけな」

「少女時代の良い思い出です」

「十五歳ってまだ少女じゃない？」

「半分大人ですよ。姫様もそうで、この私もそうなのです」

　やはりいつもより若干余裕を感じられるな。準備期間という山場を乗り越えたこともあり、少し気分が大きくなっているのかもしれない。

（昔はゾンビを見ただけで大泣きしてたのにな）

　人の成長は早いものだと、変なところでしみじみ感じてしまう俺であった。

「さて、姫様、どうなさいますか？」

「うん？　どうするって？」

「何か屋台で買っていかれますか？　それとも食堂に入りましょうか？」

「悩むな……どっちもそれぞれの良さがあるからなあ」

　屋台は「ゴーストバーガー」「墓場シチュー」「揚げスケルトン」など、この夜にしか食べられない魔法の食べ物が多く販売される。

　対する食堂は前夜祭の雰囲気をたっぷり堪能できる飾りつけがされており、その空気に浸りながらだらだら過ごせるのも魅力だった。

「あえて言うなら……屋台？」

「いいですね。何やら新しいお店も増えていると聞きましたし」

「やっぱりそこなんだよなあ。毎年おかしな店があるから見てみたいというか」

「なんだか毎年こんなやり取りをしていますね？」

「ほんとだよ」

　苦笑しながら近くの広場へと向かう。やはりドクロやロウソク、墓石などで飾られた通りには、段々と屋台や露店が増えていくように見えた。

「さ～て、今年はどんなものがあるのかな、っと」

　背伸びをするように広場の様子をうかがってみる。そんな俺をたしなめながら、メモリア自身、抜け目なく周囲に視線を走らせているように見えた。

　秘書官殿の観察眼は一級品だ。今年も絶品、あるいは面白いマジックフードを、見事に見つけてくれることが期待され──。

「……え？」

「うん？」

「「………………ええっ!?」」

　不意に足を止めたメモリア。彼女に釣られてわき道の方を向くと、そこでは見知った顔が小さな屋台を開いているのが見えた。

　シャルロッテ。《学院》で出会った駆け出し《学徒》、ソフィアの弟子という少女が何やら黒いローブを着て商いをしているではないか。思わずふらふらと近づいていけば、彼女はにやりと笑って前口上のような何かを述べ始めた。

「いっひっひ～！　客人よ、よくぞこの店を見つけられた～！」

「「…………………………」」

「我が名は暗闇の魔女、ノワロッテ！　そしてこの店は暗黒の祭壇！」

「「…………………………」」

「今宵こよい、そなたらを、真の暗闇に導いてくれようぞ～！」

「いや、あの」

「ロッテさん……ですよね？」

「ふえええええええっ!?」

　ノワロッテ、いや、シャルロッテは一気に素の表情で狼ろう狽ばいし始めた。

　安心させるように俺たちがフードを取ると、「なんだ姫さまたちですか」みたいな顔でほっとして──。直後にまた大声を上げておろおろし始めた。

「あれっ!?　な、なんでここにお二方が!?」

「そりゃまあ……」

「ここが私たちの暮らす街なので……」

「そうでしたーっ!?」

　混乱の極みに達した黒ロッテ。まず落ち着けとばかりに待ち続けると、すぐにも彼女は呼吸を整え、いつもの調子に戻っていった。

「はあ……す、すみません。ひとりであたふたしちゃって」

「構わないよ。こっちこそ驚かせちゃってごめんね？」

「まさかこのような場所で会えるとは思いませんでしたよ」

「わ、私もです。実習の最中にばったり遭遇するだなんて」

「実習？」「何のですか？」

「ううっ……!?」

　多分、いまのは失言だったのだろう。今度は冷や汗を垂らし始めた目隠れ少女は、開き直ったかのように乾いた笑いを上げ始める。

「ふっふっふっ……バレてしまっては仕方ありませんね……!!」

「いいでしょう。お二方には真実を教えてさしあげましょう」

「前夜祭に潜む闇。帝国と学院を繋つなぐ癒着の構造」

「そう！　実は屋台のマジックフードは我ら学徒が供給していたのです!!」

　バーン！　と自慢げに打ち明けを終えたシャルロッテ。なぜか鼻を高くした少女は、しかし、すぐにも不安げな様子に変わっていった。

「あれ？　お、驚かれないのですか？」

「いや、その」

「何となく察していたと言いますか」

「むしろ疑問が解消してすっきりしたというか……」

「ええ～!?」

　ショックを受けられた方がむしろショックだ。そりゃまあ、子どもの頃は屋台の料理がどこから来るのか疑問に思ってたけど、

（ロッテに会って察してしまったというか）

　分かりやすいのも考え物だなと思う俺たちであった。

「ところでロッテはここで何を売ってるの？」

「え？　あ、はい！　もちろんマジックフードです！」

「このクッキーがそうですか？」

「そうなんです。暗闇の魔女の暗闇クッキーですよ～」

　両手を広げて「いっひっひ～」と笑い出した。ロッテもまた祭りの空気で浮かれているのか、学院内で会った時よりも随分とやんちゃなように思えた。

「効果は食べてのお楽しみ、なんだよね？」

「そうですよ～？　ふふふ。どうです？　買われますか？」

「せっかくなのでいただきます。姫様も一緒に食べましょうね？」

「うん、もらうよ」

「お買い上げ、ありがとうございます！」

　にこにこしながらクッキーを一枚、差し出してくる。

　この表情には見覚えがある。典型的ないたずらっ子の含み笑いだ。

　食べると「あっ！」と驚くような効果が現れる。それを覚悟しつつ、俺とメモリアは同時にクッキーを噛かみ砕くだいた！

「あれ？　普通に美味おいしいクッキーだ」

「何も起きませんね……？」

「一体何が……って、うわっ!?」

「姫様!?　御お髪ぐしの色が!!」

　ポンと黒い煙が上がった直後、俺とメモリアはお互いのことを指差していた。正確には互いの髪の毛を指差していて、それが真っ黒に染まっていることに驚きよう愕がくの声を上げた。

　まさに一瞬、まばたきする間の出来事だった。黒髪になった俺たちに、ロッテはくすくすと笑いながら黒いクッキーを差し出して見せた。

「ふっふっふっ。これこそ私が作ったノワールクッキー。髪の毛の色をあっという間に黒く染め上げる【部分変化】のマジックフードなのです！」

「すごいな……よく作れたね？」

「即効性があり、狙った効果もはっきりと出ています」

「メモリアもすっかり黒髪になっちゃって……」

「そういう姫様こそ黒髪ですよ？」

　しげしげと相手のことを観察する。何だか妙に新鮮というか、メモリアの新しい側面を発見したような気分になるというか、

「あ、でも、姫様はさすがにご姉妹ですね？」

「うん？　どういうこと？」

「ルウナ様とどこか似通ったところがありますよ？　髪型を同じにすれば、より似てくるかもしれませんね？」

　面白そうに笑うメモリアは徐々に元の銀髪へと戻っていった。俺の髪も白い髪へと戻っていき、すっかり魔法の効果は抜けてしまったようだった。

「いや、なかなか面白かったよ」

「楽しませていただきました。ありがとうございます、ロッテさん」

「いえいえ、お礼なんていいんですよ。これも実習の一環ですので」

　ふふーんと胸を張る少女に微笑ほほえましさを覚える俺たち。ちらりと目配せをすると、メモリアは財布を取り出して銅貨を数枚抜き出した。

「もう少しもらっていきますね？」

「えっ!?　い、いいんですか!?」

「はい。宮殿に帰っても見せたい相手がいますので」

「そ、そういうことなら、はい！　どうぞどうぞ、持っていってください」

　シャルロッテは自己肯定感と達成感で輝いて見えるようだった。

　暗黒の魔女がそれでいいのだろうか？　なんて野や暮ぼなことは指摘せず、俺は手ずからクッキーの袋を受け取っておいた。

「これだけあったら色んな人に見せられるかな？」

「まずはルウナ様に見せてみましょう。やはり比べてみたいです」

「まあ、あれこれやってみよっか」

　俺たちはほくほく顔のロッテに別れを告げてわき道を出た。前夜祭はまだこれから、新作マジックフードはまだまだ多く見つかるかもしれない。

　それを期待し、改めて広場を目指していこうとしたら、

「「「「あっ」」」」

　そこでばったりとルウナ、ルシオラのコンビと出会った。

　噂うわさをすれば影というやつだろうか？　妹は俺の顔を見るなり、料理や飲み物を秘書官に預けて飛びついてきた。

「姉さま！　ようやく会えましたね！」

「探してたの？　今年は別行動かと思ったけど」

「急に会いたくなったのです。そう思った瞬間、わたしを見つけてくださいました」

「ま、まあ、ただの偶然なんだけどね？」

　ルウナのフィルターにかかると偶然も必然に変わってしまうからな……。

　こちらからは肯定しないよう、ゆるりと流して妹をひょいと下ろした。

「ルウナは色々買ったみたいだね？　何かいいのはあった？」

「特には、といったところでしょうか。もう少し過激なものがあればいいのですが」

「そ、それはちょっとないと思うな」

　マジックフードはあくまでジョークグッズのような食べ物だ。

　摂取したら花火となって爆裂するとか、そういったルウナ好みのとんでもフードはないんじゃないかと思えた。

「ああ、でも、こっちはちょっと面白いのを見つけたよ？」

「面白いもの？　なんでしょうか？」

「ルウナ様は驚かれるかもしれませんね」

　メモリアと含み笑いをしながら例のクッキーを取り出す。

　そしてそれをかじると、またも俺の頭が黒煙に包まれ、それが晴れる頃にはすっかり髪の毛が黒く艶やかなものに変わってしまっていた。

「どう？　黒髪のアウローラだよ？」

　効果が切れる前にふわりと髪を揺らしてみせた。

「おお～！　やはり似ておられますね！」

「これは……!!　うちの姫様のような姉姫様……!?」

　メモリアやルシオラは喜んでくれたみたいだ。

　さて、果たしてルウナはどう出るのだろうか──。

「「「って、ええっ!?」」」

　ルウナを除く三名でギョッと彼女の方を見た。

　ルウナが……ルウナが、悩んでいる！　口元に手を当ててすごく必死に考えている！

「お揃そろいの黒髪は捨てがたいが、しかし姉さまの魅力は天使のごとき白髪であり、それを自分と同じ色に染めるというのは、何物にも縛られない姉さまを網にかけ、その自由を奪って貶おとしめるような行為でもあり」

「ちょっ、怖い怖い怖い！」

　高速でブツブツつぶやくルウナを止める！　知恵熱が起きそうなほど考え込んだ妹は、なおも「うー、うー」と狼おおかみのように唸うなったかと思うと、

「解釈違い！　解釈違いです!!」

「どういうこと!?」

「姉さまは白髪が一番似合うのです!!」

　そう言って、ノワールクッキーをもりもり全部平らげてしまった。

　当然ルウナの黒髪がこれ以上黒くなるわけもなく、あわれ、ロッテ自慢のマジックフードは妹の腹に消えてしまったのだった。
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　さて、そんなこんなで前夜祭は楽しくにぎやかに終わっていった。

　庶民にとっての鎮魂祭。大多数にとっての鎮魂祭は、年に一度の楽しいイベントとして終わることができたのだ。

　臣民の感じた祭りの楽しさ、そのポジティブな感情は亡者の邪念を軽減する効果があるという。六月のアンデッドは前夜祭で力を削そぎ、本祭によってその原動力を使い果たさせる。そのための合同ライブであり、そのための俺たち選ばれしアイドルだった。

「ローラ。準備はいいかい？」

「うん、父さん。いつでもいいよ」

　薄暗闇の中でウェリタスに向かってうなずいてみせる。

　俺はすでに準備万端、気力も充実させて昇降機の中心で待機をしている。

「決して無理はしないように」

「なるべく気をつけるよ」

　真剣な表情をする父に軽い調子で短く答える。

　大丈夫。俺はやれる。今年も鎮魂の儀を終えることができる。

「姫様」

「メモリア」

「ご武運を」

「……ああ！」

　最後に幼おさな馴な染じみに首肯を返し、俺は昇降機によって頭上の舞台へと上がっていった。

　ぽっかりと空いた穴から満月が見える。ここからでも伝わる熱気、果たせない無念や妄執のようなものが感じられる。

　そういったすべてを呑のみ込みながら──。

　俺は勢いよく、大舞台の中央へと飛び出していった!!

『ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

　俺を出迎えたのは十万超の古いにしえの軍団！　過去、この戦場でぶつかり合い、その命と命を散らし合った戦士たちだ!!

　死してなお戦い続ける彼らのために、俺たちは鎮魂の歌を、鎮魂の舞を、あるいは鎮魂のパフォーマンスを届けなければならない。

　彼らがよみがえるための力、それをライブで完全燃焼させるのだ！

　そのためのアイドル、そのための合同ライブ、そのための月下の祭典だ！

　自分の使命を確認しながら、センターに立った俺は亡者の群れへと呼びかける。

「みんなーーーーーーっ!?　元気ーーーーーーっ!?」

『ゲンキイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ!!』

「大丈夫ーーーーーーっ!?　乗れてるーーーーーーっ!?」

『チョウノレテルウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ!!』

「よーし、じゃあ、いきなりいくよ!?　スペシャルナンバー、『星空と戦場の歌』！」

『ワアアアアアアアアアアアアアアアア……!!』

　妄執を興奮、熱気に昇華させ、ライブの中で亡者たちの鎮魂を果たす。

　大儀式とも言える方式に、一定の理解を示しつつも、

（やっぱこれ考えたやつ頭おかしいだろ!!）

　古のドルオタを蹴り上げたくなる衝動をこらえるのだった。




　帝都の北西に位置する大平原。ここではかつて、大陸すら揺るがすほどの戦いが何度も何度も行われていたらしい。旧帝国時代の内戦。崩壊直後の帝都争奪戦。戦国時代における代表的な戦い。これらすべてはこの合戦場で繰り広げられたものであり、その都度、この地は流れた地で赤く赤く染められたという。

　そのような土地が深く呪われるのは当然の成り行きであり、過去の戦が六月に多かったこともあり、その月はまるで荒ぶるように亡者や亡霊を地の底から生み出していた。

　ここは冥府に繋つながってしまったと言う者もいる。祟たたりを恐れ、これ以上関わるまいと帝国そのものから離れてしまった聖職者もいた。

　それほどこの呪いは深く根強い。よみがえり、殺し合い、またよみがえる亡者たちを鎮めるには、生半可なやり方では通用するはずもない。

　そこで考えられたのが陽の気をぶつけるといういまの祭りの方式であり、アイドルと共に陰気を発散させるというやり方でもあり、

（納得できねえ……!!）

　配布されたパンフレットを無言で閉じた。もう何回も読んだ歴史が記されていたが、それを感情がどうにも消化してくれない感じだ。

　頭では理解できるが心が納得しないというか……。

　そもそも俺が男であることを思い出して欲しい。それがガールズアイドルとして活動している矛盾、他の人なら素直に受け入れられるだろうか？

　少なくとも俺は受け入れられないんだが、止やめるとなるとまた別の問題が起きかねないし、アウローラ姫殿下は人気ナンバーワンのトップアイドルだし、

「あー、もう！」

　控え室のソファーにぼふんとうつ伏せにダイブした。そのままパタパタと足を動かし、「んああああああ……!!」と不明瞭な声を吐き出してみる。

　そんなことでストレスが解消するはずもなく、俺は次の出番までまたパンフレットを読んだり止めたり唸ったりを繰り返してしまうのだった。

「姫様、そろそろ出番ですが……どうかなさいましたか？」

「いつものあれ。世の不条理について考えてる」

「それはまあ……ご苦労様です」

　メモリアに配慮をされてしまった。そんなつもりはなかったのに、この時期はやっぱり心が不安定になってしまうな……。

「いや！　でも、今日くらいはやり切らないと！」

「その意気ですよ、姫様。次の『メモリー・キッス』も元気に歌いましょう！」

「があああ……!?　一番甘々なやつ……!!」

「私は応援していますからね」

　背中をそっと押されてステージに向かう。内心ドナドナの気分を味わっていると、途中でウェリタスに遭遇していくらか救われたような気持ちになった。

「ああ、父さん。お疲れ様」

「ローラもお疲れ。第一ステージよかったよ」

「親に見られると恥ずかしいんだけどね……」

「仕事をしてると舞台袖から見えちゃうんだ。仕方ないね」

「も～……」

　文句は言うが止めはしない。今回は舞台の設営、ライブ中の管理を請け負ってもらっていることもあり、この俺でさえも「まあしょうがないかな」という気分になってしまう。

「だけど大丈夫？　他の人に邪魔されてない？」

「そこは問題ないよ。『伝統ある儀式に男が関わるな』とは言われたけどね」

「相変わらずだなあ。何かあったら言ってね？」

「いやいや、そこまでのことじゃないよ。うんうん」

　にこやかにうなずくウェリタスは、やはり人の毒気を抜くような雰囲気をまとっている感じの人だった。

「まあいいや。体力配分だけは気をつけてね？」

「うん、行っておいで」

「それじゃ、またあとで！」

　見送る父を置いて、俺は再びメモリアと一緒に歩き出した。

　次の出番はおよそ十分後！　そろそろ準備を始めないと──。

「姉さまっ！」

　今度は妹か！　駆け寄ってくるルウナは、手にしたロッドを突き出すようにして俺の方へと見せつけてきた。

「姉さま、やはりわたし、この杖つえとは相性がいいです！」

「そ、そっか。それは良かった。見立て通りだったよ」

「すべて姉さまのおかげです！　次は同じ演武系との合同ですが、ライバルなどこれで蹴散らしてしまいます！」

「比喩的な表現だよね？」

　少し心配になってしまったが……まあ、ルウナに関しては問題ないはずだ。

　こう見えて良識をわきまえたいい子ではある。たまに暴走してしまうが、それはもっぱら俺が関わった時のことだった。

「まだ夜は長いし、そのうちルウナと合同になるかもね？」

「その時は手加減しませんよ！」

「受けて立つよ。遠慮なくかかっておいで」

「～～～～～～はいっ!!」

　ゾクゾクしながら元気に返事をする少女、その背中をのん気に見送っていると、

「姫様も出番ですよ！」

「やばっ!?」

　ハッと我に返ってステージの方へ駆けていく。

　この鎮魂祭は夜が明けるまで、もしくは亡者がすべて消え去るまで続けられる。

　そこではファンを飽きさせないために様々な取り組みが行われ、他のアイドルと組むのもその一環、最後には全員集合のコーラスさえも用意されていた。

　アイドルが自分で考えて動くことも時にはあり、それが成功すれば大いに盛り上がること間違いなしなんだが──。

（ルウナ辺りは何か大胆なことをやるかな？）

　そう思いながら、再びステージに舞い戻ってみると──。

　他のステージから客に向かってダイブするルウナの姿が見えた。

「って、えええええええええええっ!?」

　いや！　それはいくら何でもなしだろう!?

　鎮魂祭の儀式でライブに引き付けられているとはいえ、相手は元々戦場の亡霊、それがよみがえった古の亡者だ！　あまり侮るとアンデッドの仲間にされることだって、

「…………は？」

　今度はすとんとアゴが落ちた。ステージを下りたルウナはばっさばっさと亡者をなぎ倒し、手にしたチェーンソーでこれまたばっさばっさと敵の首を切り落としていた。

　パフォーマンスと呼ぶにはあまりに過激な残虐行為だ。戦場の亡霊を刺激するような猛攻撃に、しかし亡者たちは満足そうな顔でふわりと浄化されていった。

「いや、なんで……？」

　愕がく然ぜんとする俺は自分のライブも忘れて呆ぼう然ぜんと事の推移を見ていた。

　隣のステージにいるアイドルもそうだ。演武系の少女たちはみな一様に、飛び出していったルウナの背中を見つめるばかりだった。

「すげえファンサだ！」

「あれは真似まねできねえ……!!」

「くっ、ま、負けた……!!」

　敗北感、挫折感を味わっているみたいだが──。

　いや、あれの奇手はカウントしなくていいよ。姉である俺にもよく分からない。

（またテンション上がってやらかしたのか？）

　おそらくそうなんだろうと思う。直感的で衝動的な行動ではあるが、減り続ける亡者を見ていると、これが正解なのかもと思えてきて、

「…………ん？」

　少し地面が揺れたか？　周りを見ると、他のみんなもいまの振動を感じたみたいだ。

（……また!?）

　再び地面がぐらりと揺れた。先ほどより大きい揺れだ。まるで何かが近づいてくるように、大きな存在感さえも感じられて、

「うわっ!?」

　三度目の揺れ、それは地面が跳ね上がるような縦揺れをもたらしていた。

　ステージからはライトやランタンがバラバラと落ち、舞台袖からは何かが倒れるような音、誰かが叫んでいる声が聞こえてきていた。

　揺れは平原にも大きな変化をもたらしていた。まるでそこに空洞があったかのように地面がボロボロと落ちていき、それは無数の亡者、俺の妹さえも巻き込んでいた。

「ルウナッ!?」

　妹が地の穴へと吸い込まれていく。長い黒髪を線のようになびかせ、まるで人形のように無抵抗に穴へと落下していく。

（どうする!?）

　未いまだ続く鳴動の中、誰もルウナを助けに行けてない。気づいたのも俺くらいのもので、隣のステージの子たちはすっかり這はいつくばっている。

「くそっ！」

　ここは腹をくくるしかないようだ。得体の知れないシンクホール、暗い闇をたたえた地の底に、俺は妹を追って飛び込んでいった。

（無事でいろよ……!!）

　そのことだけを願いつつ、俺は闇の中へと突入していった。
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　地鳴りと共に現れた陥没穴、その中は意外にも淡い光に満たされていた。

　少しくすんだピンク色の地面や壁は肉の部屋とでも言おうか。それ自体がまるで生き物のように熱や脈動を持っている。巨大な生き物に呑のみ込まれたかのようで、俺は少しの間、降り立った場所から動けなかった。

　それでも進めたのは、視界のすみに妹の倒れている姿を認めたからだ。

　反射的に走り出し、俺は気を失っているルウナを抱きかかえて叫んだ。

「ルウナ！　大丈夫か、ルウナ！」

　反応はない。だけど脈や呼吸は乱れてはいない。

　ただ気を失っているだけのようだ。それを確認できたことで、まずはほっと一安心、安あん堵どの息をつくことができたのだが、

（じゃあ、ここはどこかって話になるな）

　妹を抱きかかえたまま、油断なく辺りを見回してみる。

　やはり奇妙な空間だ。光源もないのに明るく、しかし生物的な特徴を持つ床や壁で覆われている。俺たちが落ちてきたはずの穴もない。まるで最初からなかったかのように塞がれて、通路や入り口のようなものも壁や床には見つからなかった。

「ねえ、さま？」

「ルウナ！　起きたの？」

「何が……？」

「地面に穴が空いて落っこちたんだよ。覚えてない？」

「うう……？」

　ルウナは頭を押さえて苦しそうに顔をしかめていた。

　どこかぶつけてしまったんだろうか？　それにしては外傷や出血は見られなかったが。

「体に力が入りません……なんだか頭がぼんやりするようです……」

「気持ち悪いとかはない？　吐き気は？」

「そちらは大丈夫です……」

「そっか……」

　ただ気を失ったにしては奇妙な症状だ。

　まるで生気が抜き取られたかのようにぐったりとしている。

　地上で戦っていた亡者たちにはそのような能力はなかったはずだが──。

（そういえば一緒に落ちたアンデッドは？）

　影も形も見当たらない。それがかえって不気味に思え、俺はルウナを抱きしめたまま油断なく周囲を警戒していた。

　すると──。

「あ、ひ、姫様！　姉姫様も！」

「……ルシオラ？」

「ようやく見つけました！　おふたりとも穴に落ちてしまって！」

　顔を見せたのはルウナの秘書官であるルシオラだった。いつもの焦り顔、いつもの庶民的な態度で、彼女は柔らかな床を歩きにくそうに近づいてくる。

「上はもう大騒ぎですよ！　じき、救助隊が組まれると思います」

　また一歩近づいてくるルシオラ。どうやら俺たちのあとを追い、彼女もここに飛び込んできてくれたようだ。小心者だとばかり思っていたが、いざという時は積極的に動ける勇気があるようだった。

「一体、何が起きたんでしょうね？　地震でしょうか？」

「いや、それは分からないけど……」

「ゾンビの姿もありませんし。本当に何が何やらって感じです」

　やれやれとばかりにルシオラは首を振っている。アンデッドがいないことに気を大きくしたのか、彼女はますます饒舌に話し始めた。

「これまでもこのようなことはあったんでしょうか？」

「なかったと思うよ。少なくともわたしは知らないけど」

「ええ……!?　じゃ、じゃあ、これってまったく予想外の出来事ですか？」

「うん。ここから何が起きるか、ちょっと分からないかな」

「い、いざとなったら戦いの方はお任せしますね？」

（……ん？）

　会話の中、何か不自然なものが感じられた。それを自分の中で片づけられないうちに、ルシオラは一歩、また一歩と近づいてきている。

「とにもかくにも、ひとまず会えて安心しました！」

　にこやかな顔でもう一歩。その笑顔に、違和感はますます大きくなり──。

　たまらず、俺はルシオラにルウナのロッドを突きつけていた。

「ちょっとそこで止まってもらえる？」

「えっ？」

　きょとんとして動きを止めるルシオラ。短い付き合いではあるが、それが彼女の「らしい行動」であることは俺にだって分かっている。

　彼女ならこの場でこういう反応をするだろう。ある意味では自然の流れではあるのだが……その中の、唯一不自然なところがどうしても気にかかってしまった。

「ひとつ聞いていいかな？」

「は、はい。なんでしょうか？」

「なんでルウナの心配をしないの？　目の前で倒れているのに」

「それはもちろん心配ですけど……だからこの場に来たわけですし！」

「その割には余裕があるね。なんでかな？」

「いや、そんな、余裕だなんて！　もういっぱいいっぱいですよ！」

「とてもそうには見えないんだけど？」

「や、止めてください。そんな目で見ないでくださいよぅ！」

　いかにも気弱そうな態度でビクビクし始める。そんなルシオラにも油断を見せず、俺はまっすぐにロッドを彼女の方へと向け続けていた。

　どうしようもない膠こう着ちやく状態に、ルシオラは困った顔で立ちすくんでいたが──。

　次の瞬間には、破裂するような声でこう叫んでいた。

「あー、もう！　姫様が悪いんですからね!?」

「「っ!?」」

「それとなく仕向けていたのに、アウローラ様と戦おうとしないから……こんな手段に出るしかなくなったんですよ？」

「えっ……？」

「まったく。お姉さん好きすぎですよ、あなた」

　見下すような顔でそう言ってから、ルシオラは話を続けた。

「あたしにもプランがあったんですよ？　こうしてからこうする、こうしてからこうなるってプランが。それなのに肝心なところが抜けてたせいで全部台無し！　帝国崩壊プランも白紙化になりました！」

「帝国崩壊？　ルシオラも邪教徒の仲間なの？」

「さあ？　どうなんでしょうね？　新帝国を認めない、戦乱を望むって人は多くいますからね。案外別組織かもしれないですよ？」

　軽い調子で笑うルシオラ。しかし、すぐにも彼女は冷めた顔つきになると、ごそごそとサイドバッグの中を漁あさり始めた。そして、ひとつの魔道具を取り出すと……俺に向かってそれを見せつけてきた。

「じゃーん。これ、なんでしょうか？」

「それは……!?」

「そう！　あなたが大事にされていたオーブでーす！」

　にたにたと笑ってこぶし大の宝玉をなでる。ルシオラが持つそれは青から紫へと変色していて、とてもまともな使い方をしているとは思えなかった。

「これはすごいですよね？　数段上の魔法もバンバン使うことができますし。古戦場に穴を空け、あの世とこの世の狭はざ間まに来ることもできました」

「やっぱりルシオラの仕業だったか……!!」

「それはそうですよ。他に誰だと思ったんですかぁ？」

　サディスティックな笑みを浮かべたまま、ルシオラはオーブをギュッと抱きしめた。

　もうお前のものじゃない、あたしのものだと言わんばかりの行動に、しかし俺は何もできずにいた。

「いや、あたしは本当にラッキーガールなんですよ！　当初のプランが破綻しても、最終的にはこういうものが得られるんだよなー。すごいと思いません？」

「止やめておいた方がいいよ。多分、それは使いこなせない」

「ええ～？　まんまと奪われた人がそれ、言っちゃいます？」

　優越感の溢あふれる顔で、ルシオラはまたオーブを見せつけ、魔力を込めた。

　彼女の魔力に反応し、オーブはますます濃い紫色に光り始める。

「あたしもヒマじゃないですからね。最大出力で一気にカタをつけてあげますよ」

「だから止めて！　それは使えるものじゃないから！」

「使えるかどうかは、これを見てから言いましょうね？」

　肉の部屋が脈動を始める。俺たちとルシオラ、その間にはまたも大きな穴が陥没するように現れ始めた。

「ふたりとも冥府に堕おとしてさしあげますよ。たとえあの世でも姉妹仲良くできたらいいですね？」

「…………!!」

「さあ、もう幕引きです……!!」

　オーブが四方八方に光を放った！　ルシオラが注ぎ込んだ魔力が増幅され、それはルシオラの体へとまた戻って循環する。

　その高まりの果てに、やがて冥府への扉は開かれて──!!

「ははは！　はははははハブアアアア!?」

　ボン！　オーブは籠った音を立てて爆発した。

　その爆発に巻き込まれ、ルシオラはたたらを踏んで冥府の扉へと足を踏み入れる。

「あらっ？　あっ？　えっ？　うそっ!?」

　バランスを崩し、開いた扉の中にすぽんと見事に入り込んだルシオラは、最後に悲鳴だけを残して奈落の底へと転がり落ちていくのだった。

『あーーーー……!?』

「「馬鹿だ……」」

　イキり散らした挙句、勝手に自滅して勝手に冥府へ消えてしまった。

　残された俺たちはどんなリアクションを取ればいいんだ。妹とふたり顔を見合わせ、何とも言えない表情を互いに浮かべていた。

「勝手にシリアスにされて、勝手にギャグで締められちゃったね……」

「お恥ずかしい限りです……元主あるじとして代わりに謝ります……」

「いやいや、ルウナはむしろ被害者だよ……」

「そう言っていただけると……その、助かります……」

　姉妹で遠い目をしながら、俺たちはふたりで慰め合うのだった──。

「さて、ネタも割れたしそろそろ帰ろうか。立てる？」

「はい、どうにか。やつが消えたら随分と楽になりました」

「多分、何かしらの魔法をかけられてたんだろうね」

「あり得ますね。まったく、とんだ秘書官です」

　軽く笑い合い、俺たちは肉の部屋の出口を探し始めた。

　事件の黒幕というか、暗躍していた者は自滅してもういない。

　すでに俺たちを妨げるものはなくなっていると思ったんだが──。

「「っ!?」」

　わずかに部屋が脈動すると、壁や床から亡者が次々と湧き出してきた。

　地上で見たものと同じタイプだ。古い時代の甲かつ冑ちゆうを着て、しかし虚うつろな目をした古いにしえの戦士たちは、俺とルウナに集中するように襲いかかってきた！

「はあああっ!!」

「ふっ!!」

　ルウナはロッドで胴体ごと両断！

　俺は無詠唱の魔法で素早く迎撃し、敵の出方を待った。

「そういえばまだ鎮魂祭の夜でしたね……!!」

「ここには慰霊の祭壇ライブステージもないし、歌や踊りは通じないよ……!!」

　つまり、ここにいるのは儀式の確立前に恐れられた古の亡者たち。戦うことしか頭にない囚とらわれ人が、俺たちの周りをぐるり、取り囲んでいた。

「ルウナ、まだいける？」

「無論です。姉さまがいるなら何時間でも戦えます」

「頼もしいけど、あんまり無む茶ちゃは……やっ！　しないでね？」

　右手に魔力をまとって襲ってきた敵を返り討ちにする。その姿をぽかんと見ていたルウナは、喜色満面、闘志をみなぎらせてロッドを強く握り直した。

「さあ、いきましょう、姉さま！　我らの伝説を築くのです！」

　亡者など何するものぞ、俺とルウナは戦いに臨むのだった。

　そして──。




「姉さま。どうやらわたしはここまでのようです」

「早い！　早いよ!?　諦めるのはまだ早い！」

「そうは言っても、もはや魔力が底をついています」

「くうう……!!　それはわたしも同じだけど……!!」

　数十分の激闘の末、俺たちは進退窮まって囲まれていた。

　この構図は戦いを始めた時と何も変わらない。俺たちがどんどん疲れていっただけで、向こうはいくらでも湧いて出てきて補充がされた。

　何度もこの部屋をぶち壊そうとしたが、俺の魔法もルウナの技も通用せず、結局は消耗戦によりずるずるとここまで来てしまった。

　このままだと確実に死亡、そのあとはアンデッドの仲間入りといったところか。

　それだけは避けたいが、しかし、窮地を脱する力がいまの俺たちにはなかった。

「姉さま……わたしは姉さまと一緒なら、死ぬのも怖くありません」

「わたしは怖いから！　ここで死にたくなんてないから！」

「大丈夫です。わたしがずっとついていますよ」

「いい感じの儚はかない顔で微笑ほほえまないで!!」

　武将気質のルウナはもう覚悟を決めたようだ。

　諦めが悪いのは俺くらいのもので、だけど状況は明らかに詰みで、

「もう駄目だーーーーーーっ!?」

「そうか？　もう駄目なのか？」

「駄目ですよ!!　駄目に決まってるでしょ!?」

「本当に駄目なのか？　人の手には余るのか？」

「そうですよ!!　もう無理！　もう死ぬ！　二度目の死だーっ!!」

「ふふっ、そう喚わめくな。まったく……お前は見ていて飽きないな」

「人の窮地で笑うな！　あんたって人は、いつもいつも……あれ？」

「ようやく気がついたか」

「あれ!?　お、お母様ぁ!?」

　気がつくと俺たちの後ろには炎の女帝、ゼノビアの姿があった。

　彼女はいつものように余裕たっぷりに微笑んでいて、無数の亡者も、それを生み出す部屋もまったく意に介していなかった。

「まずはここを抜け出るか。そら、いくぞ」

「えっ？　抜け出るって」

　と言った瞬間、俺たちは元のステージに戻ってきていた。

「「…………は？」」

　一瞬、炎に包まれたと思ったが……あれ？　俺たちの前には満月に照らされる平原、それにあの大穴からぞろぞろと湧き出す亡者の姿があった。

「ふむ。あの小娘が好き放題やったせいで場が少し乱れているな」

「あ、あの？　お母様？」

「なに、心配するな。ここはひとつ、母が手本を見せてやろう」

「え？　えっ!?」

「すぐ済む。そこでルウナと見学していろ」

　そう言うと、女帝はふわりと浮き上がって平原の方へと進んでいった。

　そしてそこで一度止まり、火の玉を作って地面に落としたかと思うと、

「うわっ……!?」

　火の玉はまさに燎りよう原げんの火のごとく広範囲に燃え広がっていった。

　熱くはない。何かを焼くことはない。しかし穢けがれを消し去る浄化の炎は、いつしか亡者たちに燃え移り、六月の夜空を赤く明るく照らしていた。

　炎の海の中、女帝が優雅にステップを踏んでいく。彼女を妨げるものは何もない。どこまでも自由に舞い踊り、それを見る亡者たちはいつしかひざをついていた。

「炎の女帝……」

　妹がぽつりとつぶやいていた。ゼノビアが持つ数々の異名、そのうちのひとつが実感を伴って俺たちの胸に刻まれていく。

　周りに人の気配を感じたが、やはりみんなは魅入られたように燃える平原を見つめているようだった。ステージの上の俺たち姉妹もまた、隣り合って母親の鎮魂の儀を眺めるばかりであった。

「わたしたちも、いつかあんな風になりたいね」

「はい……」

　あのルウナでさえ、この夜だけはずっと女帝を目で追い続けるのだった──。

[image: ]







エピローグ







　鎮魂祭での異変、あれは正式にルシオラの仕業と認定された。

　第二皇女の軍に潜り込み、秘書官の位置まで成り上がった彼女が、第一皇女秘蔵の魔道具を盗んで自滅したのだという顛てん末まつが広く帝国に知れ渡った。

　それは反帝国主義者がどこにでもいる事実を知らしめたが──。

　同時に第一皇女、第二皇女の失態を明らかにするものでもあった。

「皇女たちは一体、何をしていたのだ？」

「どちらも気が緩んでいたのではないか？」

　そういった非難の声もあるだろう。よりによって第一と第二、ふたりの皇女が揃そろって出し抜かれたという事実も痛い。ルシオラは自滅したそうだが、もしも自滅しなかったら今頃どんなことになっていたか。

　不安材料は山ほどあって、俺たちに好転材料は何もなかった。このまま皇室の権威は失墜、あわや新帝国崩壊の危機、というところまで行きかけたが、

「皇帝陛下、炎の鎮魂！」

　新聞にこの記事が載っただけで、帝国はぐっと明るく前向きな話で満ちていった。

「『ゼノビア様、動く！』『ゼノビア様、舞う！』『ゼノビア様、帰る！』『ゼノビア様、優雅に凱がい旋せん！』か。もう何でもありだな」

「仕方ありませんよ。女帝陛下はこの国の絶対的主柱。戦国時代を終わらせた英雄でもあり、いまもこうして難事に動かれる方なのですから」

「第一だ、第二だ、なんて言ったところでどんぐりの背比べだってことか」

「言い方は悪いのですが、おおむねその通りではありますね」

「はあああ～」

　執務室の机の上に新聞を放って脱力する。俺は俺なりに頑張っているし、妹は妹で頑張っているけど、こうも力量差があるとさすがにげんなりしてしまうな……。

「今さらだけどなんなのあの人？　そもそも人なの、うちの親」

「現あら人ひと神がみとは呼ばれていますけどね」

「本物の神様でも別に驚かないぞ、もう」

　地上を憂えて天より降り立った炎の化身、みたいな感じか。

　いや、でも、祖母は人間、俺も人間、妹のルウナも人間だしな。

　当然女帝も人間であり、そうなるとますます力の秘密が見えてこなくなる。

「もう直接お聞きになってはいかがでしょうか？」

「前に聞いたけど『お前はどう思うのだ？』って質問を質問で返された」

「目に浮かぶようなやり取りですね……」

　俺にも女帝のチェシャ猫っぽい笑顔が浮かんでくるのだった。

「まあ、いいや。俺は俺で地道に頑張ろ」

「そうですよ、姫様。まずはご自身の力を高めていきましょう！」

「同時並行でオーブの開発も進めていきたいけど」

「そちらは材料次第ということで……もう少々お待ちくださいませ」

「へーい」

　新聞を片づけながら仕事の準備を整えていく。鎮魂祭の他にも大きなイベントはいくつもあり、目下のところ、俺は夏に備えて準備を進めていた。

　すると──。

『姉さま、わたしです』

「あ、はーい！　入っていいよー」

「失礼します」

　ノックの音、そして名乗りのあとにルウナがそっと入室してきた。

　あの事件以来、妹は少し落ち着きを得たように思える。いつでもどこでも「姉さま、姉さま」とくっついてこなくなったし、いまだって扉を普通に開いて入ってきた。

　バンとかドンとかいう騒々しい音はもうルウナは立てなくなってきた。どこかさびしい気もするが、素直に妹の成長を祝いたいという気持ちが勝っていた。

「それで？　今日は何の用かな？」

「はい、そのことなのですが……」

「うん」

「先日の一件で力不足を痛感しまして、武者修行の旅に出ようかと」

「武者修行の旅？」

「ええ。もっと個の力を高めていきたいのです」

「なるほど……」

　あの夜、俺たちが見たのは究極の個の力だった。

　それを目の当たりにしたルウナは、自分もあの域に達しようと志したのだろう。

「もうできもしないのに女帝を倒すなどとは言いません。まずはひたすら自分の力を磨いていこうと思います」

「そっか。うん、応援するよ」

「そうですか！　万の味方を得たような心地です！」

　明るい笑顔は以前のルウナと同じものだ。これもいつかは変わっていくのかなと考えると、少しさびしいような気持ちもしたが、

「必ず強くなりますので、その暁には共に女帝を倒しましょうね？」

「なんで!?」

　なんでそこだけ変わってないの？　巻き込まないでくれ、本気で怖い！

「それでは、また！」

「あ、ああ……行っちゃった」

　意気揚々と去っていった妹は、果たして本当に変わっているのかいないのか。

　今度会う時には打倒女帝の目標を引っ込めてくれるといいな……無理か。

（簡単に諦められるようなものじゃないよな）

　俺にだって譲れないもの、捨てられないものはある。

　男に戻るという唯一絶対の大目標！　これを達成しない限りは俺の人生は嘘うそみたいなものだ。いつか必ず、【性転換】の魔法を開発、あるいは見つけてみせる！

「メモリア！　俺もやるぞ！」

「何をです？」

「俺は男に戻ってみせる！　男の体に戻ってみせるぞーっ!!」

　おーっ!!　と腕を突き上げる俺。やれやれとばかりに首を振るメモリア。

　そこに呆ぼう然ぜんと立ち尽くすルウナが加わって、俺は意地でも初志貫徹を目指そうと、また腕を突き上げようとして、

「……んん!?」

　あれ？　なんで？　なんでルウナがまだ部屋に？

　メモリアも口に手を当てて驚いている。ルウナはそれ以上に驚きの表情を見せ、金魚みたいに口をぱくぱくさせていた。

「い、いまのはどういうことでしょう？」

「な、何が？」

「姉さまが男に戻る、男の体を取り戻すと」

「聞き間違いじゃないかな？」

「いえ！　確かにこの耳で聞きました！　確かに姉さまが男に戻ると！」

「んんんん……!!」

「姉さまは本当は兄さまだったのですか!?」

「い、いや、その」

「その体は本当は作り物なのですか!?」

「近い近い！　圧がすごい!!」

　全身をまさぐるようにしてルウナが俺の正体を暴こうとしてきた。

「姉さまが兄さまになるだなんて、そんなことあってはいけません！」

「いや、まだ姉さま、まだちゃんと姉さまだから！」

「考え直してください！　ずっと姉さまでいてください～！」

　なぜか俺にしがみついてくるルウナ。そんな妹の対処に四苦八苦するも、どうにもこの拘束から逃れることができない！

（口に出すだけでこうなるとか……!!）

　この世界ではどれほどハードルが高い目標なのだろうか。

　今回のように周囲の人たちの反対もあるだろうし、たとえ【性転換】魔法を見つけてもそうすんなりとはいかないかもしれない。

（だけど……!!）

　俺は絶対に男に戻ってみせる！　男に戻り、今度こそ幸せな人生を送ってみせる！

　妹にいくら反対されようとも……!!

「ダ・メ・で・す！　絶対反対、絶対反対～！」

　とうとう床に転がされたが、俺はそれでも決して諦めなかった。

　男に戻って終わりじゃない。むしろそこから始まるんだ！

　希望の未来を胸に描き、俺はルウナを引きはがして逆襲をする！

　負けじとルウナは応戦し、俺をどうにか固めようとする！

　そんなじゃれ合いと化したやり取りに、ついメモリアはくすっと笑いを漏らすのだった。







　あとがき




　最近、日本の夏の悪評をよく耳にしますが──。

　イメージ的にはそう悪いものではないんですよ。

　青い空に白い雲。かき氷の吊つり旗に夕涼みの花火。

　氷を浮かべた桶おけにはトマトやキュウリが冷やされていて、風通しのいい和室ではタオルケットをかけられた子どもがスヤスヤと昼寝をしている。

　そんなイメージが日本の夏だと思うのです……が！

　実際は連日三十度超えの灼しやく熱ねつ地獄！　湿度70％以上の蒸し風呂ですよ!!

　こうしてあとがきを書いている間もたまらずリモコンに手が伸びてしまいました。気温はともかく、この湿度だけはいかんともしがたいです。

　おのれ湿度……!!　湿度よ、去れッ!!（除湿スイッチオン）

　魔法は使えない常人ゆえ、これからも文明の利器で対抗していきたいと思います。




　さて、このわた２巻、いかがだったでしょうか？

　今回は戦せん姫きな妹、ルウナの登場により、ややドタバタ寄りの内容になりましたね。

　ドアをドカンと吹き飛ばしたり、チェーンソーをブンブン振り回したり、挙句の果てには実母を殺しにかかったりしていましたが……。

　最後のは不発に終わったので、十分ドタバタの範はん疇ちゆうですよ。うんうん。

　いや、それにしてもいいキャラに仕上がったと思います。姉に対しては子猫のような甘えんぼで、しかしその本質は武将のように凛りん然ぜんとしていて──。

　０２９先生のキャラデザもそれを引き立てていましたね。得物であるチェーンソーロッドも秀逸なデザインで、これを持って踊るルウナが目に浮かぶようです。

　現実世界には「一瞬で木を切る林業重機」なるものが存在しますが、それをハンディサイズで振り回しているようなものです。恐ろしい木の魔物もなんのその、古戦場の亡者が相手でも片っ端から真っ二つにしていくことが可能です。

　そんなものを渡して本当に良かったのでしょうか……？

　一抹の不安が頭をよぎりますが、ここは戦姫の常識というものを信じましょう。

　第二皇女の常識を……常識……あったかな……？

　あるはずなので、信じてあげてください。




　今回、ルウナの他には休暇のエピソードも印象深かったですね。

　高原地帯にある温泉街での休暇……あの環境は自分にとっても望ましい、ある種の理想郷を舞台として描いてみました。

　まず立地。標高が上がると分かりやすく気温が下がりますからね。夏場に登山に行った際、あまりの涼しさに「もうここに住む！」という気分になったものです。

　それに温泉。温泉はどこにあってもいいものですが、山間にあるものはやはり別格、温泉本来の良さを味わえるような気がします。

　牧場が近くにあるのもいいですね。搾りたての牛乳、それを使った風味豊かな乳製品の数々に、きっとアウローラも大いに舌鼓を打ったことでしょう。

　優秀な避暑地でもあるペルフェスの山、こんな場所に私も行きたい！

　いや、もう、本当に……行きたいですね……（切実）

　しっかり動いて、ゆっくり湯に浸つかって、最終的には泥のように眠りたいです。

　色々落ち着いたら、また登山湯治計画でも練ってみましょうか。それが実現するかはまた別問題になりますけどね……!!




　最後になりましたが、今回も関係者の方への謝辞を。

　まずは担当編集Ｋさん。おかげさまで２巻も形になりました。Ｋさんの尽力がなければこうしてあとがきを書くこともなかっただろうと思います。担当編集としての真摯な仕事ぶりに、重ね重ね、厚くお礼を申し上げます。

　それにイラストレーターの０２９さん。ルウナのキャラデザはもちろんのこと、チェーンソーロッドのデザインもまた素晴らしいものでした。イメージ以上とも言える出来栄えには、やはり感謝の言葉しかありません。本当にありがとうございました！

　他、装丁や製本、校正等、この本に関わったすべての方へ。それに何より、この本を手に取ってくれたあなたへ。ありがとうございました。このわた２巻も楽しんでいただけたのなら幸いです。

　それでは、またの機会にお会いしましょう。ではでは。


気がつけば毛玉　　
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